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    　　　　　序『人形繰くり』


    



    　人形繰り、というものがある。


    　一般的には繰り糸を用いたり、または演えん者じやの手で裏から人形を操あやつることで、ただの人形をまるで生きているかのように操る演目の一つ。恐らくはそれで大体のイメージはできるだろう。


    　それと大おお本もとは変わっていない。同じ派生ではあるものの、糸が少し一般的ではないだけで。


    　我らが操る繰り糸は、魔力と呼ばれる超常の力によって紡つむぎ出され、そしてそれによって操られる人形は呪じゆ物ぶつである。その演者の意思によって、物理法則を超越した動きすら可能になった人形は、もはやただの人形ではなく、ある種の兵器と言えるだろう。


    　そして、そうでなくてはならぬ理由も、もちろんある。


    　妖よう力りよく甚じん大だいな魔を討うつ討とう魔ま、その集団の中でも頭六つに数えられる名家坂さか上がみ。


    　我らはその誉ほまれを守るため、そしてその力を振るい、魔を討つため、日々切せつ磋さ琢たく磨まし、その技術をさらなる高みへ至らせる必要があった。


    　今回のこれも、その一環。


    「それでは、始められよ」


    　人形繰りの演者として、『人形遣い』という唯ゆい一いつ無む二にの称号を得るための闘い。もちろん負けるわけにはいかず──そして負けることは許されない相手でもある。


    「どうされました？　人形すら出さずに負けるのは、本意ではないと思うのですが」


    　本家の恥、娼しよう婦ふの娘──坂さか上がみ神楽かぐらが頰ほおをつり上げ、笑って告げる。


    　どこぞの異国人との間に生まれたこの娘は、先代の坂上翁おうが連れてきたものだ。人形繰くりの至し宝ほうとまで言われた坂上翁も耄もう碌ろくしたか。あまつさえ秘ひ奥おうとされる人形繰りの技術まで、この娘に仕込んで育て、そして増長した結果が、これ。


    　長い金色の髪を首の後ろで二つに結んだ、どこか幼おさなさを感じさせる髪型。妖精のように整ったその愛らしい容よう姿し。


    　童話の登場人物のような、幻想的な出いで立ちとは裏腹に、その本性は外げ道どうである。人を小こ馬ば鹿かにした笑みと、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいなその口く調ちよう。どこか人を見下した目つきは、皆の嫌悪と憎悪を買った。いい[image: ]うわさを聞く日はなく、耳に入る言葉は悪いものだけだ。


    　こうした正式な儀の場であるにも拘かかわらず、ワンピースにカーディガン、街行きのふざけた格好で来る始末。馬鹿にしている以外の何だと言えるだろうか。


    　先代以外に味方はおらず、しかしその先代も、もういない。だというのに、喪もに服すこともなく、こうしてへらへらと笑え顔がおを浮かべて、この場に出てくるその神経も常じよう軌きを逸いつする。


    　どうあっても、負けるわけにはいくまい。


    　完かん璧ぺきな、文句のつけようのない勝利を、この場にいる皆に見せつけなくてはならないのだ。


    　俺おれは外がい套とうの下より、人形を出す。


    　鬼き面めんの機か巧ら人く形り、迅じん花か蔵くら神かみ。坂上が分家、葛くず葉は秘奥の鋼はがねの機巧人形は、その強きよう靱じん性せい、機構、どこをとっても申し分ない。一メートルの短たん躯くに内蔵兵装は五十四、本家を併せた機巧人形の中でも、攻撃力、制圧力において迅花蔵神は群ぐんを抜いている。


    　対抗できるのは本家秘蔵、最強と謳うたわれる桜おう花か招しよう鬼きのみ。


    　迅花蔵神を見て動じないということはやはり、あの娘が持ってきているものはそれなのだろう。〝人形すら出さずに〟そう言った神楽が持つのは、胸に抱いた兎うさぎの人形一体のみである。幼児の玩がん具ぐのような、縫ぬい包ぐるみ。どう考えても機巧人形などではないだろう。


    　仮に、桜花招鬼を持っているのだとしても、あまりにも驕おごりが過ぎる。この場での殺しは禁則とは言え、一歩間違えば死すらあるこの状況で、この余裕。


    　こちらを見下している以外の何だと言えよう。思わず、そうした憤ふん怒ぬが口から漏もれた。


    「そういう貴き様さまが人形すら出さぬとはどういう了りよう見けんだ」


    「あら、抱いているじゃないですか。ほら、今もここに」


    　くすくすと笑って抱いた兎に頰ずりをすると、まるで生きているかのように兎は目を細め、喜ぶように耳を揺ゆらした。


    　まるで、一個の生命であるかのように人形を操あやつる。それは人形繰りとしての一つの到達点ではあるが、決してこの場には相応ふさわしいものではない。


    　ここは闘いによって、人形繰くりの最さい高こう峰ほうを決める場所であるのだ。そんな神聖な場所で、恥も知らずにかような自じ慰いに耽ふけるなど礼儀知らずにもほどがあろう。


    「……貴き様さまの玩がん具ぐの話ではない。戦闘用の、機か巧ら人く形りの話をしているのだ。よもやこの場で不意打ちなどと卑ひ怯きような手でも使うつもりか？」


    「……まさか。格かく上うえ相手ならばまだしも……」


    　返ってきた反応は、失笑。馬ば鹿かにするように見下すように神楽かぐらは笑って俺おれを見る。


    「勝負は対等に、そうでなくては見応ごたえもなく。わたしとあなたの腕の差を考えれば、これでもどうかと思うところではあったのですが、お気に召しませんでしたか？」


    「……貴様は、どこまでも俺を愚ぐ弄ろうしたいようだな」


    「……ああ、おわかりになりました？　そういうところには多少の頭は回るのですね」


    　言葉と同時、憤ふん怒ぬのままに腕を振るう。


    　燐りん光こうに煌きらめく糸は七、迅じん花か蔵くら神かみの掌しよう握あくには俺の出せる最大、七指すべての念ねん糸しを用いなければならぬ。高性能の代だい償しようとして、この機巧人形はそれほどまでの操作技術を要求するのだ。


    　次いで僅わずかに距離を詰め、内蔵兵装を解放する。装そう甲こう板ばんの下から現れたのは数え切れぬ砲ほう身しん。ここは外、遠慮はいらない。


    　そしてそのうえ、この娘を殺したとて、それを悼いたむものも存在しない。


    　躊ちゆう躇ちよせずに引き金を絞り、そして放たれるは無数の弾丸。いかに桜おう花か招しよう鬼きが速かろうと、この弾幕を搔かい潜くぐることなどできやしないだろう。


    　一瞬にして巻き上がった砂すな埃ぼこりのせいで、向こうの様子がどうなっているのか見て取ることはできないが、弾着による金属の甲高い悲鳴を聞いて口角を上げる。余裕ぶってはいても機巧人形を盾たてにせねば、迅花蔵神の攻撃を防げない。


    　機巧人形は防具ではなく、武器だ。そのように使えば容易たやすく壊れる。まして、桜花招鬼はそれほど丈夫な代しろ物ものではないはずだ。止とどめに榴りゆう弾だんを三発、これだけやれば再起不能は確実。


    　──それどころか繰り手本人も無事にはすむまい。


    　下へ手たをすれば殺してしまったかもしれぬ、そう考えると背筋が震えて笑いがこみ上げた。ここで負ければあの娘にはもはや何一つなくなる。庇かばってくれた先代もおらず、そして唯ゆい一いつの武器たる繰り手としての才も失えば、これですべてが終わるのだ。


    　それを思えば笑みはやはり、隠しきれずに滲にじみ出る。


    　金色の髪、美しい容よう貌ぼう。穢けがらわしくも、外見だけは美び麗れいなあの娘。ここで勝てば、そのすべてが俺の自由になる。どう扱おうが、咎とがめを受けるいわれもない。


    　一陣の風とともに、辺りを覆おおった煙が晴れた。だが。


    　予想していた光景はそこにはない。あったのは、光を跳ね返す銀の色。


    　それは、桜花招鬼などではもちろん、ありはしない。


    　銀色の円盤が重なり合って形成されたその姿は、まるで古代戦争の密集陣じん形けいファランクス。無数の円盤で構成された銀色の大おお盾たては、隙すき間まなく俺おれと娘の間に鎮ちん座ざする。


    　しかし、それも表層。ガラガラと銀盤が崩れ落ちて、現れたのは無数の兎うさぎの人形たち。一体三十センチ程度──甲かつ冑ちゆうを着込み、盾と槍やりをそれぞれに持つその姿は古いにしえの騎士を思わせる。


    　その無数の人形がどこから出てきたのか、そんな考察には意味がない。


    　優れた人形繰くりは汎はん用よう的てきな魔術も修める。空間拡張などの術を覚えれば、袖そでの下、その程度の空間に夥おびただしい武器を携けい行こうすることも可能であるからだ。


    「……なんだ、それは」


    　しかし、この数はどういうことか。人形繰りの出せる念ねん糸しはどれほど技量が高くとも、指の数を超えることはない。先代の坂さか上がみ翁おうも十指、今代も十指、この小娘も不愉快極まりないが、念糸行使は限界数である十指のはず。


    　だというのに、視界に映る兎の数は最大の念糸本数である十を遥はるかに超え、三十四。その上、神楽かぐらはワンピースの裾すその下から、さらなる兎を呼び出していた。


    「わかりませんか？　……見ての通り、わたしの機か巧ら人く形り、ウサギちゃんです」


    　[image: ]あざ笑わらうように神楽は言って、胸に抱いた一体を手に、頰ほおを擦こすりつける。


    「そういうことではないっ、この数はいったいどういうことかと、そう聞いているのだ！」


    　念糸の数はその繰り手が人形を操あやつれる最大数だ。だというのに、その常識を、この娘は容易たやすく超越している。坂上の重鎮が座る観覧席からも、その異常さに、どよめきが広がっていた。
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    　──空気が、この小娘に呑のまれていた。


    　恐怖が咄とつ嗟さに指令を送る。指先を振るわせ、念ねん糸しに繫つながれた迅じん花か蔵くら神かみの火砲を操作する。


    　放たれた弾丸は三十五。銃弾は神楽かぐらに届く寸前で甲かつ冑ちゆうを着込んだ兎うさぎが跳ちよう躍やく、その盾たてを持って防ぐ。しかし当然、弾丸を受けた兎は後方へ弾はじき飛ばされ、足元からは次々兎が消えていく。


    　安あん[image: ]どの息を吐いた。先ほどのように堅固な陣じん形けいを組ませているならばともかく、このままいけば数秒と持たずにあの娘は手て駒ごまを失い、弾丸の直撃を受けることになるだろう。


    　どうやってこの大量の人形を操あやつっているかはわからない。だが、このままなら押し通せる。そう考え、続く次弾を放とうとした瞬間、聞こえたのは甲高い破裂音。


    　同時、指先からの感触が途絶え機か巧ら人く形りが崩れ落ちる。


    　映るのはマスケットを模した長銃を肩に当てた、兎の人形。例外なくその銃身からは煙が立ち昇り、既に銃弾が放たれたあとであることを示している。


    　迅花蔵神の足の関節は弾け跳び、胴体部────数多あまたの砲ほう身しんが配されたそこは、中心部から放射状に融ゆう解かい、向こうの景色が映るほどの風穴が開けられていた。


    　驚きよう愕がくに体が硬直した。迅花蔵神の装そう甲こうはあらゆる機巧人形の中でも最硬を誇る。それが、たかだか三発。ありえざる光景だった。その程度の弾丸で崩れ落ちるわけがないのだ。


    「馬ば鹿かの一つ覚えに銃口を向けていれば、その内を狙ねらわれるは必然」


    「ひ──っ」


    「だから玩がん具ぐだと言ったんです。闘いは手て数かずだと、そういう意味ではそのハリネズミ発想も悪くないですが、今はリスク分散の時代ですよ、葛くず葉はの若様。わたしのこのウサギちゃんたちみたいに、ね？」


    　言って笑うと、神楽はその腕を振るう。応じるように兎の群れが蠢うごめいた。


    　その光景を直視して、腰が抜ける。身をよじり、背後へ逃げる。


    　腕を振り、念糸を接続しなおして機巧人形を動かすことを試みた。しかし、羽をもがれた羽虫のように、迅花蔵神は抵抗の力を失っていた。すぐに兎の群にその全身を取り囲まれ、大だい上じよう段だんから振り下ろされる大おお鉈なたによって、一つ一つ解ば体らされて、砕かれ、崩れていく。


    　歯の根が鳴って、娘を見た。


    「ぅっ……噓うそだ……こんな……」


    「ふふ、まだ現実が見えていないのですね。一つだけ、いいことを教えてあげましょうか」


    　声には隠しきれない愉ゆ悦えつがあった。笑え顔がおは童女のように、一片の曇りもない。


    「世界はこの、天才美少女であるわたしを中心に回っているのです。よく覚えておくといいでしょう。……まぁもっとも、もうお会いすることもないかと思いますが、ね？」


    　ゆっくりと、オイルに塗まみれた大鉈を持って、兎が近づき、振り上げる。


    　恥も外がい聞ぶんもなく、悲鳴を上げて、両手で顔を隠し、しかしその隙すき間まから振り下ろされる大鉈を見て、生温かい液体が股またからあふれ出るのを実感した。

  



  
    



    


    　　　　　一章『出会い』


    



    　さて、どうしたものだろう。いったい何から考えるべきであるのか。


    　心を落ち着けるべく空を見上げるも、曇った夜空はどんよりとしたわたしの心を、さらにどんよりとさせるだけであった。実に実に、不愉快な限りである。


    　辺りに転がるのは重要すぎる事柄ばかりで、優先順位をつけるにはどうにも難しい按あん配ばいだが、あえてそれでもというならば、まず確認すべきはわたしのことだろう。


    　わたしの名前は坂さか上がみ神楽かぐら。


    　凄すごく可愛くて頭がよく、芸達者で器用で立ち振る舞いも完かん璧ぺき。ダイヤモンドも裸足はだしで逃げ出すとまで謳うたわれる、まあごく普通の世界的天才美少女である。


    　月の光を束ねたような金色の髪と、白い陶器のような肌はだ。女神のような、などという比ひ喩ゆですら、言葉の及ばぬ愛らしさ抜群の顔立ち。天下どころか天上にも比類するものなしとはこのことではあるまいかと、言葉では表現できないほどの美少女を想像すれば、まあ間違いはないだろう。それぐらいの美少女である。


    　もっと細部までを再確認しようとすれば恐らく、それだけで文庫本一冊を優に超える分量になってしまうため、この程度の簡潔なプロフィールの想起に留とどめておくことにしよう。


    　次に、状況である。


    　物語の主人公となる人間というのは、たいてい、行ゆく先々で面倒に巻き込まれるものである。


    　美しく長い金色の髪をローツインに可愛く括くくった、幻想的なまでに美しい超絶美少女であるわたしもまた、当然の如ごとくその例外ではない。


    　わたしのように存在が主人公級の美少女というのは、やはりトラブルに巻き込まれるのが常なのである。このような美少女に自分が生まれたという事実はともかく、そうした面倒に巻き込まれる自身の体質だけには少し嘆なげきたくもなるものだ。


    　嘆いて、ため息をつき、それからわたしは顔を上げ、ああ、ため息をつく仕草すらも可愛らしい。そんなことを思いながら、胸に抱いた兎うさぎの人形を抱き、トラブル──つまりは二人の人物に視線を向ける。


    　人気のない夜の工業地帯にて、路地の壁際に追い詰められた黒髪の少女と、狼おおかみ面づらの男。


    　考えるまでもなく目の前の人じん狼ろうが少女を襲おそっている場面なのだろう。


    「なんだ、てめぇは」


    　敵意あらわな狼男が声を荒らげ、少女は助けを求めるようにこちらを見る。


    　実に実に、面倒なことになったものだとため息をつく。


    「ただの通行人です。お食事の邪魔をしてすみません、それでは」


    「いや、いやいやいや！　ちょっと待って、この状況でその反応!?　おかしいでしょ!!」


    　そのまま立ち去ろうとするわたしを見て、慌あわてたように少女が言う。


    　人に対しておかしいなどと、酷ひどく無ぶ礼れい千せん万ばんな娘であるのだが、わたしは心も優しい。不愉快さを眉まゆを顰しかめるに留とどめて、少女を見やる。


    「……その反応も何も。あなた、どう見てもか弱そうな通りすがりの美少女に向かって、よもや助けろなどと言うつもりですか？」


    「……この状況を見て見ぬふりで軽口叩たたけるような子は、どう見てもか弱いふうには見えないと思うんだけど。普通は、わーとかきゃーとか言って逃げるもんじゃないかなぁ、って」


    「黙れ。おい小娘、いったい何の用だ？」


    　人じん狼ろうが苛いら立だたしげに少女を見たあと、こちらのほうに視線を向けた。


    　わたしは、いわゆる討とう魔まである。


    　討魔というのは読んで字の如ごとく、妖よう魔まを討とう伐ばつする者のこと。たとえば、目の前にいる間抜け面づらの狼おおかみ男おとこのような人ならざる化け物を人知れず影で退治してやるという、実にありがたい御み仏ほとけが如き仕事に従事する人間なのだ。


    　そして今日きようの仕事は、最近、付近に出没する人狼の討伐。つまりこいつの退治である。内容自体はありふれたもので、まぁ別段難しいものでもないのだが、しかし。


    　こういう状況はなかなか面倒であった。


    　事後に出くわしたのであれば、一歩及ばず、だとか、もう少し早く発見できれば、だとか言い訳を言えるのかもしれないが、この状況ではそうも言えまい。


    　いや待て、そう断じるのも早そう計けいか。今現在、娘が襲おそわれているという状況が、要するによくはないのだ。ならば、それを過去にしてしまえばいい。


    　天才美少女神楽かぐらちゃんの頭脳は、スーパーコンピューターすらも、遥はるかに超えると言われる性能を持つのである。すぐさま最適解を見つけ出すと、人狼に向き直り、告げる。


    「そうですね、わたしは討魔で、あなたに用があったんですけれど……こいつを人質だ、とか言われても面倒ですし、お食事後にまた来ようかと思うのですが」


    「…………俺おれの耳が遠くなったか？　おかしなセリフを聞いたが」


    「……私も聞いたけど、たぶん気のせいじゃないかな」


    　人狼は怪け[image: ]げんな顔をして、少女と顔を見合わせる。


    「案外仲がよさそうですね。安心しました。それじゃあ、ごゆっくり」


    「どこがどう安心なのさ!?」


    「わたしは人質がいないほうが楽になります」


    　そう笑え顔がおで言うと、少女は啞あ然ぜんとした。


    　まるでわたしがおかしなことを言ったかのような様子である。実によろしくない。


    「……あの、だからってその人質を殺させるっていうのも斬ざん新しんすぎる発想だと思うんだけど。人としてどうか、とか考えたことない？」


    「ふふ、そんなくだらないこと。わたしは人である前に聖人ですからね」


    「……人の上位互ご換かんが聖人であって、人でなしのことは聖人とは呼ばないんじゃ……」


    「そうですね。それじゃあ人でなしのわたしはここで」


    「待ったストップ！　気に障さわったなら謝るから、助けてくれると嬉うれしいなー、とか」


    　唐突に下した手てに出だした少女を横目に、指先に細い金髪を絡める。かれこれ八時間、街中を歩き回り、日の出も近くなってきた。そろそろ帰宅しようか、などと思っていた頃にこの現場を見つけてしまったというのは、不幸以外の何ものでもない。


    　個人的には家に帰ってシャワーを浴びたいところで、


    『頑張りましたが、今日きようは何も見つけることができませんでした。また明日あした頑張りますっ！』


    　などと報告して今日は寝る、という案が酷ひどく魅力的に思えてきている。


    「いえ、やっぱり今日は疲れましたし、また日を改めて伺うかがいます」


    「…………丁てい寧ねいな口く調ちようだけど、要するにそれ、私を見捨てるってことじゃないのかな？」


    「穿うがった見方をすれば、そうなるのかもしれませんね」


    「いや、普通の見方をしてもそうだと思うんだけど」


    「大丈夫です。明日はきっと助けますよ」


    「……それはもう、見事なまでに手遅れだと思うんだ」


    　呆あきれたように、そして疲れたように、黒髪の少女はため息をついた。


    　ロングニットにショートパンツ。体のラインがもろに出るような、ちょっと小こ洒じや落れた格好の娘である。何やらスタイルもよく見えて、少し、眉まゆを顰しかめて、顔を見る。


    　長く黒い髪と、日本人的な整った顔の作り。


    　さすがに次元を超越したようなスーパー美少女であるわたしには及ばないまでも、しかし、そうそう街中で見かけることはない容よう姿しだろう。どこか、現実味のない少女だった。


    　独特の魔力や存在感は極めて薄いが、恐らく妖よう魔まや精せい霊れいのどちらか。この状況と様子を見れば、まず真っ当な人間ではないことの理解はできる。


    　それがちょうど人じん狼ろうに襲おそわれているというところに出くわすというのも稀まれである。そんな偶然が二つ重なることはない。


    　まして恐怖に体を震わせるでもなく、ある種の落ち着きさえ見せるその様子。全くもって切り抜けられない状況、というわけではないのだろうとは窺うかがえた。しかし助けてもらいたい状況でもあるというところか。軽口を叩たたきつつも、顔色はあまり優れないように見えた。


    「おい、どうでもいいが小娘、用がないならとっとと失うせろ。今なら見み逃のがしてやる」


    　そんなふうに少女のほうを観察していると、わたしと少女を見比べていた人狼が口を開く。


    　その何やら上から目線の物言いは、実に不愉快極まりないものである。凡ぼん百ぴやくならばいざ知らず、仮にもこのわたしに向かって、この口の利きよう、何とするべきか。


    　とはいえ、そんな小さなことで苛いら立だっていては、器うつわも知れようというもの。ここは穏おん便びんに、余裕ある大人の対応をすべきだろう。


    　そう考えたまでは、よかったのであるが、しかし。


    「犬と人間の出来損ないみたいな形をしてますけど、お口は立派に不愉快ですね。この場合、見み逃のがしてあげるのはあなたじゃなくて、わたしのほうだと思うんですが」


    　口は勝手に言葉を紡つむいでしまい、慌あわててわたしは手で押さえる。


    「……殺されてぇのか、小娘？」


    　時すでに遅し、というのはこのことだろう。やってしまったと内心で嘆なげきながら、汚きたない牙きばを剝むき出しにする人じん狼ろうを見て、ため息をつく。もはやこうなってしまえばどうしようもない。いくらかの間まを空けて、再びため息を吐き出すと静かに兎うさぎを抱く手に力を込める。


    「……犬どころか、その出来損ないの餌えさになるなんて、さすがに聖母マリア様三ダース分の慈悲慈愛を備え持つわたしでも、ご遠慮したいところです」


    「……挑ちよう発はつしたいのか、自じ画が自じ賛さんしたいのか、よくわからない言い分だね」


    　呆あきれた目つきで少女はこちらを見た。何やら非常に失礼な娘である。


    「まぁなんにしても、助けてくれる気になったようで、非常に嬉うれしい話だけど」


    「別にそういうわけじゃないですよ。犬の口の利き方が少し不愉快でしたから、少しそういう方向に傾いてしまっただけで」


    「この……っ！」


    　あっという間に頭に血が上ったか、人狼が踏み込む。


    　人と犬の出来損ないとはいえ、その身体能力は数多くいる妖よう魔ま化け生しようの中でも高いほう。およそ五メートルの距離を一瞬で詰め、わたしに肉にく薄はくすると、その腕を振り上げた。


    「……寄らないでください」


    　とはいえ、所しよ[image: ]せん出来損ないには違いない。


    　わたしは僅わずかに右手を振るい、指先から魔力の糸を紡ぎだす。


    　燐りん光こうに煌きらめく無数の糸は、人狼に絡まると体の動きに干渉し足をもつれさせ転倒させる。


    　──念ねん糸し。


    　それは絡めたすべてのものを、己おのれの望むままに踊らせ操あやつる魔力の繰くり糸。技術としては中ちゆうの下げのものであるのだが、魔術師の中でも超一流の、わたしのようなものが使えばこうして、容易たやすく相手をねじ伏せられる。


    



    　そして、そんな天才念糸使いのことを人々は畏い敬けいを込めて『人形遣い』と呼ぶのである。


    



    　派手に転んで、ビルの壁に叩たたきつけられた人狼を横目にため息をつく。ただ身体能力が高い。それだけで驕おごれるほどに、この世界は甘くないのである。馬ば鹿かな奴やつだと心中で呟つぶやき、


    「シロ、起きて」


    　胸元に抱いた兎うさぎ──シロを起こした。彼はすぐさま新たな兎を呼び出すべく、右手を振るう。そして、その動作に応じるようにワンピースの裾すそからひょこんと、マスケットを携たずさえた兎が跳び出し、その銃口を人じん狼ろうに向けた。


    「もったいないですけど、これ以上魔力を浪費するのも嫌ですし、かといってこのまま見み逃のがすのもあれですし、ここで始末させてもらいます、さようなら」


    　マスケットの兎が引き金を絞る。それと同時に聞こえた破裂音に小さく眉まゆを顰しかめる。


    　魔力の弾丸は鉄板を容易たやすく撃ち抜く威力がある。人狼の頭を吹き飛ばすにはやや過剰であったと、飛び散った残骸を見ながら静かに反省する。


    「……、驚いた。物凄すごく強いんだね、あなた」


    「こんな三さん下した相手に追い詰められていたあなたに比べれば、まぁ、そうなりますけど」


    　もういいよ、と声をかけるとシロがまた右手を振るい、マスケットの兎はそれに応じてもぞもぞとスカートの中に戻っていく。


    　毎度毎度、少しむずがゆいのが難点であるのだが、とはいえほかに適当な場所がないので仕方ない。亜空間の倉庫に繫つなげる空間ポケットは、人の死角にしか作れないのだ。


    「う……いや、うん、言い訳できないかも」


    　彼女は深い息を吐いて、ビルの壁に体重を預けた。その顔は青白く、酷ひどく衰すい弱じやくしているその様子が見て取れた。放置しようかとも考えたが、それはそれで誰かに見られたら困る光景か。


    「……、救急車でも呼びましょうか？　手数料、いただきますけど」


    　社交辞令として言っておくのも悪くない。恐らく人間ではないだろう彼女から、色よい答えが返ってくることなどまずあるまいが。


    「……普通、サービスじゃないかな、とか思うんだけど」


    　力なく笑って言うと、首を横に振る。


    「呼ばなくていいよ、ありがとう。私、人間じゃないから」


    　断ことわられることは承知のうえ、しかし、返ってきた言葉は予想外だった。


    　人間じゃないのはわかっていたし、だからといって悪さをしそうな娘でもない。血の匂においも怨えん嗟さの匂いも感じないのだ。見逃してやろう、そう思ってはいたのだけれど。


    「……わたし、討とう魔まなんですが」


    　しかし、しかし、それをわたしに言うとは、いったい全体どういうことか。妖よう魔まを討うつべく日夜労働に勤いそしむ、討魔の鑑かがみのようなわたしに向かって、わざわざそれを告げるというのはなかなか、不ふ可か解かいな話である。自殺願望でもあるのか、どうなのか。


    　まぁ、どちらでも構うまい。わたしにとっては意味も興味もないことだ。


    　そんなこと、実にどうでもいい話である。


    「ふふ、そんなこと言ったら殺されちゃうかな？」


    「安楽死が希望ならそうしますけど。手間賃をいただけるのなら、ですが」


    　わたしがそう言うと、少女はどこかから財布を取り出してこちらに向かって放り投げる。


    「どうぞ」


    「……、これは？」


    　あまりの行動に少し呆ほうけて、彼女と財布の間で視線が揺ゆれる。


    　前ぜん言げんを修正しておくべきだろう。どうでもいい話であるというのはあくまで、彼女が命を惜しんだ場合に限るという条件をつける必要がある。自分の言葉の意味がよくわかっていないだけの単なる阿あ呆ほうであると断じていたのだが、しかし、自殺志願者であったとは。


    　阿呆には変わりないが、少々理解の範はん疇ちゆうを超えている。


    　わたしは先ほどこの娘にせがまれて、わざわざ窮きゆう地ちを救ってやったのではあるまいか。


    「ああ、手間賃とか言ってたから」


    「人を見捨てていくなんて鬼おに悪あく魔ま畜ちく生しよう以下のミジンコだ、だとか人に言っておいて、助けたら助けたで今度は殺してだなんて。ずいぶんと頭の不思議な人ですね」


    「……なんか前半八割はものすごい被ひ害がい妄もう想そうな気がするんだけど。絶対そこまで言ってないと思うんだ、私は」


    　と言って、僅わずかに笑みを浮かべる。


    「いやー、吸血鬼に捕まったらずいぶんと面倒だからさ。死ぬのはともかく、無理やり生かされ血を吸われ続けるというのは実によくない話だしね。もう少しのところで追っ手には捕まりかけて、ああ、もうどうしよう、みたいなところにちょうどあなたが現れた、と」


    「……、わけのわからない説明ありがとうございます。よくわからないんですけど、とりあえずわたしに殺してほしいということですか？」


    「いや、全く。別に殺してほしいわけじゃないけど」


    「……はい？」


    「私はあなたに命を救ってもらったわけにございます。であれば、生せい殺さつ与よ奪だつはあなたに委ゆだねるのが正当かと思ったりしてみたり」


    　さすがの天才美少女神楽かぐらちゃんの頭脳をもってしても、全くわけがわからない言い分である。この娘が何を言っているのか、何がしたいのか、さっぱり何も見えてこない。


    　わかったのはとりあえず、この娘の頭が宇宙人並みにわけがわからないということくらいだろう。何やら先ほどの労働が、徒と労ろうに終わったように思えて、ため息をつく。


    「……、わたしも暇ひまじゃないですし、どうぞご自由に」


    「そう？　ふふ、それは、よかった……」


    　そう笑って、それから彼女は眠たそうに目を細めた。どうにも奇妙な娘である。こういう手合いには関わらぬに越したことはない。そう考えて、踵きびすを返した瞬間。


    　どさり、という物音が聞こえて立ち止まる。まるで、ちょっと柔らかい重量のある物体が地面に転がったときのような音であった。嫌な予感がして振り返る。


    　予感していた光景が目の前にあって、わたしはまたため息をついた。


    「……最悪ですね」


    　人ではない。それは理解していたのだけれど、それにしたって存在感は酷ひどく希き薄はくで、今にも消えてしまいそうなほどだった。恐らくは魔力が枯こ渇かつしきっていたのだろう。このまま行けば、一日ともたず自然消しよう滅めつすることくらいは理解ができた。


    　シロを少し、抱き目を閉じる。


    「……、わたしの夢見が悪くなるじゃないですか」


    　なんとはた迷惑な娘であろうか。この娘がどうなろうが別に気にはしないのだけれど、さすがに目の前で死なれるというのはどうにもよろしくない。


    　今日きよう何度目かわからぬため息をついて、わたしはがっくりとうなだれた。


    



    



    　さすがに見捨てるという選択もなく、とりあえず家に連れ帰ってみたものの、静かな寝息を立てるばかりで、どうにも目覚める気配はない。


    　──魔力の欠乏による消滅。


    　精せい霊れいや妖よう魔まにおいてはよくあることなのだろう。彼らには本来、血もなく、肉もなく、実体もない。体すべてが生体マナで構成されている彼らは生物を遥はるかに超越した力を持ってはいるが、しかし、そうであるがゆえに不確かで、脆もろく、薄い。血ち肉にくではなく、魔力で形作った体が、それを失えば消滅するのは必然である。


    　倒れたときの様子から、恐らくそうだと当たりをつけて不足分の魔力を補おぎなってはみたのだが、それでもまだ、起きてはこなかった。どうも、牙きばの形から推測するに吸血鬼の類たぐいであるから、魔力ではなく生き血でなければならないだとか、そういう理由があるのかもしれないが、ともかく。


    　ほかの誰でもない、わたしの前で呑のん気きに眠るなど実に不ふ逞ていな娘である。いったいわたしを誰だと思っているのか、起きたときには問いただす必要があるだろう。


    



    　ゆっくりと指先で机の上に座るシロの頰ほおを撫なでる。


    　嬉うれしそうにシロが目を細めて、わたしも少しだけ、口元を緩ゆるめる。


    「起きませんね」


    　その言葉に、不思議そうにシロは首を傾かしげて、わたしを見つめた。答えなんて求めてはいない。ただの独り言のようなものだ。シロにはほかの兎うさぎたちとは違い、ある程度の知性があって、多少の意思疎そ通つうはできるのだけれど、それでも人と会話ができるほど知能が高いわけでもない。


    　それは時折、残念な気もする。ただ、この子の存在理由を考えればそれも仕方ないと言えるのだろう。武器に会話機能なんて、必要性が感じられないし、実利からも遠く離れる。


    　必要ないものは要いらない。たったそれだけの話なのだが、とはいえ、やはり残念なものは残念である。ため息をついて今度はシロの頭を撫なでていると、


    「──っ」


    　突然、ベッドから聞こえた衣きぬ擦ずれの音に驚いて、わたしは肩をびくりとさせる。


    「……、起きられましたか？」


    「……ええ、まぁ、おかげさま、なのかな？」


    　実に心臓に悪い娘である。起きるなら起きると、起きる前に「今から起きますよー」という合図をするべきだろう。わたしの心臓が止まってしまったらどうするつもりなのか、この娘は。


    　などと言いたい気持ちはあったが、聖母マリア様が三ダース、とたとえられる聖美少女神楽かぐらちゃんである。その慈愛の心でなんとかそれを押し殺すと、ため息交じりに少女に告げる。


    「覚えていらっしゃるようで何よりです。具合は？」


    「うん、快調……、でも、どうして助けたの？」


    　机の上のシロを抱き上げて、それから彼女に向き直る。


    「さすがに、目の前で死なれそうになったら助けるのが普通でしょう？」


    「いや、思いっきり途中まで見捨てる気満々だったような……」


    「気のせいでしょう。何より凡ぼん百ぴやくならばいざ知らず、よりにもよってこのわたしに骨折り損をさせようなどと、おこがましい限りだと思いませんか？」


    「え、いや、迷惑ではあったと思うけど、おこがましい……？」


    「はい、実に。いただけないことですね」


    　そう告げると、わたしは椅い子すの上で三角座りをする。シロを抱いての三角座りというのは、何やらどうにも、気持ちが安らぐのである。そうして気持ちと心臓を十じゆう二に分ぶんに落ち着かせたところで、小さく頷うなずき、彼女に向かって本題を切り出す。


    「……それで、どういう状況なんです？　仮にも吸血鬼が犬風ふ情ぜいに追いかけ回されるなんて」


    　当然ながら助けた以上、ある程度の利益がなければ割りに合わない。いくらか彼女の状況に疑問があったし、気になることもあった。


    「ああ、大したことじゃないけれど。っていうか気づいてたんだ？」


    「その程度のことは確認します。ああいう事件に巻き込まれた純粋無む垢くな一般人、だなんて可愛らしい要素を持っているわけでもなかったですし。牙きばを見させていただきました」


    　人じん狼ろうは基本的に、吸血鬼とべったりであることが多い。


    　彼らは身体能力こそ高いものの、そのほとんどは知能が低く、高度な魔術などは扱えないのだ。そのような彼らがこの世界で生き延びることは難しい。だから人狼はその庇ひ護ご者しやとしての吸血鬼を求めることが多く、そして吸血鬼も安価で利便な手て駒ごまとして、人狼を求めて飼うことが多い。彼らはそうした共生関係にあるのだ。


    　とはいえ、あくまでそれは利害の一致によるもので、気き性しようが荒い人じん狼ろうはその短絡的な思考から飼い主に牙きばを剝むくこともある。あらゆる面で劣おとる人狼を見下し気味になりがちな吸血鬼は、その扱いからそういう事態に直面することも多々あるのだと伝え聞いていた。


    　だから、人狼が吸血鬼を襲おそうという状況もおかしくはない。だが理由くらいは聞いておく必要がある。たとえば、この娘が下げ僕ぼくに襲われただけなのか。


    　それとも、知らぬ間まに吸血鬼同士の勢力争いが起こっているのか。


    「まぁ仕方ないね。とはいえ、今殺されずに介かい抱ほうされてる理由がよくわからないけど」


    「……？」


    「普通縛っておくとか、両手足をちぎっておくとか、するもんじゃないかなー、って思って」


    　聞き覚えのある話だった。実際にそういう討とう魔まが多くいると[image: ]うわさには聞いている。


    「……そういうこと、されたいんですか？　ずいぶん奇き特とくな趣味だとは思いますが」


    「いや、いやいやいや、そんな趣味はこれっぽっちもないけどさ。あなた、討魔でしょう？」


    「中にはそういう人もいらっしゃるでしょうけど、わたしは趣味じゃないですし、そういうの」


    　それにわざわざそんな面倒なことを、わたしはしたいとも思わない。


    「…………趣味だとか趣味じゃないとか、そういう問題なんだ……」


    「その人次第。化け生しように人権はないですから、捕まえたらみんな殺す人も、欲望を満たす人もいらっしゃいますけど、わたしは利益がなければどうしようとも。人を二、三人殺して札付きにでもなってもらえるのであれば、そういう対応も考えますが」


    「……ううん、遠慮しとく」


    　彼女の表情は、目まぐるしく変化する。その様子は、もはや、人との区別がつかないほどだ。


    　もちろん、妖よう魔ま独特の魔力の流れ、匂いは確かにあるのだけれど、それでもやはり、下へ手たな人間よりも人間らしい。今まで見てきた妖魔の中でも、かなり特異な部類に入るだろう。


    「あなたからは血の匂においがしませんしね。それほど悪さはしていないということでしょう。無害な小物を捕らえたところで益えきもなし、わかりますか？」


    「……はっきりと言われると、何やら傷つくような」


    　吸血鬼なのに、血の匂いがしない。それはつまるところ生きるために必要な最低限の血液すら摂取していないということ。その理由も原因も知らないが吸血鬼として、そのあるべき姿を取らないことが恐らく、死にそうになっていた原因なのだろう。


    　そう考えれば少なくとも、この娘はまず真っ当な吸血鬼ではない。


    「それじゃあ本当に気まぐれで助けてくれたんだと、そう思っていいのかな？」


    「いいですよ。別に、逃げたければそれでも構いませんし。単に気まぐれ、興味本位に助けてみただけですから」


    「興味？」


    「というより仕事の一環ですね。あの人狼はどうしてあなたを襲っていたのか、偶然なのか狙ねらわれていたのか、それとも個人的な怨えん恨こんか。それで対処も多少変わりますから」


    「ああ、そう言えばさっきも言ってたね。たぶん偶然じゃないかな、私がふらふらしてて、ほかの吸血鬼の縄なわ張ばりに入っちゃったようだから」


    「……吸血鬼の、縄張り」


    「どうかした？」


    「……、いいえ」


    　この辺りには一匹の吸血鬼が潜ひそんでいる。


    　人じん狼ろうを手足として使い、操あやつり、夜よな夜な人間を襲おそっては、攫さらい、喰くらう。


    　この辺りは討とう魔ま六家が一つ、坂さか上がみ本家の土地。つまり、六家のお膝ひざ元もととも言うべき場所である。本来、妖よう魔まが夜や闇あんを出歩くようなことなどあってはならない土地であるのだけれど、しかし、ここ数年、その吸血鬼の所在すらも摑つかめず討魔は後ご手てに回る一方だ。


    　そのせいでわたしはまともな休みを取ることも許されず、日夜勤労に従事する薄はつ幸こうの美少女としての生活を余よ儀ぎなくされている。


    　人狼たちがどこからわいて、どこに行くのか。それが全く摑めていないのが現状だった。


    「わたしは元々、その吸血鬼を捜していたんですよ。仕事の一環というのはそういうこと。ここ数年、この辺りに潜んでいるようですが、尻しつ尾ぽも摑めないものでして」


    「なるほど。でも、お役には立てそうにないかも」


    「そうですか。それならそれで。もとより、それほど期待していたわけではないですし」


    　そう言い切ったところで、くらりと、体が揺ゆれるような違和感を覚えて眉まゆを顰しかめる。この娘に魔力を与えてしまった分、体内の魔力が薄れてしまっているのだろう。


    　シロを少し強く抱いて、ためてある魔力を補充する。


    　シロの役割は、兎うさぎたちの司令塔兼、魔力タンクのようなものだ。


    　生まれつき超天才美少女のわたしであるが、しかし、魔力量にはそう恵まれていない。本来消費の少ないとされる機か巧ら人く形りを扱うとしても、すぐに使い切ってしまう程度のもので、そうした意味ではわたしの魔力量は一般人に毛の生えた程度なのである。


    　そんな少ない魔力を彼女に使ってしまった結果として、この状況は当然のことと言えるだろう。自分のあふれんばかりの優しさにため息をついて目を閉じる。


    　とはいえ、シロの残存魔力もそう多くはない。自分の現状を鑑かんがみれば、それほど多くの魔力を返してもらうわけにもいかなかった。


    　必要な分だけを貯金を削るように体内に送りこんで、それからゆっくりと目を開く。


    「……具合、よくないの？」


    「少し魔力が足りなくなってしまっただけです。誰かさんを助けるために浪費してしまいましたから」


    　魔力はマナとも呼ばれ、物質世界に折り重なるように存在する、霊的世界の粒子の総称だ。これを端的に説明するならば『どんなものにでもなりえる何か』という説明が正しいだろうか。魔力は知性ある生物の思考──願望に反応し、ありとあらゆるエネルギーや現象、物質に変化し、その存在を確定させる性質を持つ。


    　人間は意識的か、無意識的かを問わずこれを操あやつる素養があり、これによる身体強化によって疲労や病に対する抵抗力を得ることができるのだが、当然ながら、逆にこの魔力を失ってしまえば急激な体調悪化を招くのだ。


    「う……、そ、それは申し訳ないことを」


    　そう告げると、何かを言いたげに視線をきょろきょろと動かし、しかし何も言わずに口を閉じる。実に挙きよ動どう不ふ審しんな娘である。変な娘を拾ってしまったと、助けたことを若じやつ干かん後悔しながら、シロを抱いた手から力を抜く。


    　体調は芳かんばしくないが、支障があるというほどでもないだろう。頭に纏まとわりつく、もやのようなものを振り払うように、首を振って、少女を見る。


    「あなたの具合はどうですか？　むちゃをしなければ一いつ時とき生きられる程度には、魔力をあげたつもりですけど」


    「……さっきも言ったけど、おかげさまで、というくらいには回復しているみたいだ。ありがとう」


    「そうですね。これからの一生をわたしへの感謝とともに生きるといいでしょう。ああ、神楽かぐら様、あなたのおかげでわたしは毎日を生きていくことができます、感謝いたします、と」


    「……、神楽ちゃんっていうんだ？　ふふ、素敵な名前」


    「わたしの名前が素敵に聞こえるのは当然でしょう。わたしが素敵なんですから」


    「あはは、そうだね。本当にそう思うよ」


    　その言葉に眉まゆを顰しかめて、彼女のほうを見る。


    「あなたは実に素敵な人だね。それなりに長くは生きてきたつもりだったけど、あなたみたいな人は初めてかもしれない」


    　くすくすと、嬉うれしそうに笑ったままで、こちらを見つめて彼女は言う。わたしは自然に視線を背そむけて、シロをぎゅう、と抱く。


    「……何を」


    「ふふ、自分ではべた褒ぼめしても、褒められると照れちゃうんだ？」


    「……照れてません。失礼な人ですね、あなた」


    「いやぁ、可愛いな、って思ってさ。耳、真っ赤かだよ」


    　思わず手を耳にやって、それから言葉の真意に気がついて。彼女の小こ馬ば鹿かにするような視線を遮るように体ごと後ろを向く。また、笑い声が聞こえてきた。


    「本当、可愛いね」


    「…………、あなた、嫌いです。助けて、すごく損した気持ちになりました」


    「私はあなたのこと、すごく好きだけど。ふふ、本当にさ」


    　そう言葉を切って、彼女は何かを思い出すように、ぼんやりと告げる。


    「今までずっと、ろくなことなかったから、余計に嬉うれしかったんだ。私は人ではないから、人には嫌われるし、かといって妖よう魔まにもなりきれないから、妖魔にも嫌われて」


    「…………」


    「半端なんだね、立ち位置が。居場所がなくてずっと逃げてきて、それから、もうそろそろ、魔力も尽きて死ぬんだろうって、そう思った頃にこういうことがあってさ。人生はよくわからないもんだ、ふふ、今はちょっと、生きててよかっただなんて思ってしまうくらい」


    「……安っぽい感動ですね。妖魔のくせに人生を語らないでください」


    「あはは、ごめんね。確かに安っぽいけれど、きっとこういうことがたくさんあったら、生きているのも楽しいものなんだろうって、さ」


    　思っただけだよ。どこかそう、寂しそうに少女は続ける。


    「けど、そうもならないんだろうね。私がここにいるのは、討とう魔まのあなたからすれば、あまりいいことではないだろうし」


    「そう、ですね」


    「……、うん。ありがとう。あなたの言ったとおり、私、鈴すず音ねはこれから先、ずっと神楽かぐらちゃんへの感謝を胸に生きていくことにいたします」


    　そう言いながら大げさに、少女──鈴音は頭を下げる。頭の中で何度か、その名前を繰り返したあと、わたしは視線を背そむけたままに頷うなずいた。


    「まぁ、他の誰でもなく、このわたしに苦労を掛けたんですから、それくらいは当然ですね」


    「えへへ、なにやら酷ひどい言い方するね」


    　衣きぬ擦ずれと、ベッドの軋きしむ音。立ち上がったのが、見えないながらも想像できた。


    「……まぁ、わたしの苦労をせいぜい無駄にしないようにしてほしいものですね」


    「ふふ、肝きもに銘めいじておくことにするよ」


    　わたしの後ろを通り過ぎて、そのまま彼女は玄関に。


    　靴を履く音がして、ドアが開かれる音がして、それから少し静寂があって。


    「さようなら、神楽ちゃん。嬉しかったよ」


    　言葉と同時にドアは閉まって、そのまま彼女は去っていく。


    



    　わたしは小さくため息をつくと、倦けん怠たい感でそのままベッドに転がって、目を閉じる。


    　実に、実に、無駄なことをしたものだ。

  



  
    



    


    　　　　　二章『脱だつ兎と』　


    



    　板張りの廊下を歩く。使用人たちが横目でわたしのほうに視線を向けてはすぐに逸そらした。


    　その反応に推論を立てるとするのならば、女神も裸足はだしで逃げ出す可愛さを持つわたしの美び貌ぼうに目が眩くらみ、己おのが境遇を嘆なげいて悔くやんでいる、とそう考えるのが実に一般的な結論であると言えるだろう。それは世界がわたしを中心に回っていることと同じように、至し極ごく当然な宇宙の摂せつ理りであるからだ。


    　だが、どうにもここには、そうした宇宙の摂理を知らない非常識な人間が多いようで、向けられるのは嫌悪と侮ぶ[image: ]べつ、その二つに限られていた。


    　坂さか上がみ本家にある、この板張りの廊下を歩くたび、こうした視線を向けられることはまあ、ある種恒こう例れい行事となりつつあるのであるが、実に不ふ可か解かいかつ不愉快な話である。


    　美少女はまず何より先に愛めでるべき存在であり、そしてそれが坂上神楽かぐらという美少女の中の美少女であればなおさらだというのは、父母を敬うやまうことよりも先に習うべき事柄だろう。


    　美少女は愛でるもの。


    　そんなことも知らない人間と同じ空気を吸うというのは、なんとも嘆かわしいことである。


    　誰一人、廊下を歩けど眼めを合わさず、しかし過ぎ去ったあとに小さく密談。内容は聞くまでもなく陰口だ。


    　ため息をつくと気持ちを落ち着かせるべく、シロを抱く手に力を込める。


    　この前の儀にて人形繰くりの最さい高こう峰ほう、『人形遣い』としての名を勝ち取った自他ともに認める天才美少女に対し、この態度である。非礼にもほどがあるだろう。そう嘆いて、もう一度ため息をつく。


    　人形遣いを名乗るようになり、ようやく先代──師匠せんせいと同じ立場に立てた。


    　しかし何一つ、変わることはない。むしろ、より苦労が増えたような気がするだけだ。


    　坂上は討とう魔まの家。そしてその本分は闘い。


    　人形遣いという銘めいも、権力やコネを何一つ持っていない薄はつ幸こうの美少女であるわたしにとっては、闘いに繰くり出される理由が一つ増えただけのことでしかない。


    　事実、最近の仕事は度が過ぎている。


    　本来五人、十人で行おこなうべき仕事をわたし一人に振り分けるのは、やはり分家の、葛くず葉はの仕し業わざだろう。人形遣いの儀にて地べたを舐なめさせたのは葛葉の次代当主だったのだ。


    　そのおかげでこの数か月、いや、半年か。その内に一日だって仕事に休みはなかった。


    　予備は多く作ってあるとはいえ、手持ちの兎うさぎの数も心もとなく、整備と増産に時間を取らなくてはならないと再三言っているにも拘かかわらず、それが認められないまま今に至る。


    　プライドの高いあの長男を再起不能にしたのは、向こうにとって許せないことなのだろう。


    　とはいえそれはこちらも同じ。幾度あの男にしつこく絡まれたことか、その恨みは本人であるわたし以外にはわかるまい。少女性愛ロリコンの性的倒とう錯さく者しや、あの男には押し倒されそうになったことだってあるのだ。あの程度のお返しは、わたしの気持ちを考えれば、むしろ寛大な処置だといえよう。


    　だが、このどこか熱っぽい胡う乱ろんな頭も、それによる結果の一つ。そう考えると自分のしたことを僅わずかに後悔しなくもない。わたしは体の基礎となる、魔力、体力に優れないのだ。この唯ゆい一いつの欠点は、常ならば大した問題ではないのだけれど、こうして仕事が続けばさすがのわたしであっても影響を感じずにはいられない。


    　先日、あの娘を助けたこととも無関係ではないだろう。何とももったいないことをしたものだ。結局のところ、ただ働きである。鶴つるの恩返しよろしく、何か持ってきてもよかろうに、あれから一切音おと沙さ汰たなし。


    　実に実に、世の中を舐なめきった小娘である。わたしを誰だと思っているのか。


    



    　しばらく歩いた廊下の突き当たり。そこに、当主の間まがある。


    　襖ふすまを開いて中に入ると、そのまま後ろ手に襖を閉める。中には男が二人。そのうちの一人、椅い子すに座った髭ひげ面づらの男が、ふん、と不愉快げに鼻を鳴らして、こちらを睨にらみつけるような視線を送った。坂さか上がみという家を象徴するような陰険な、顔つきである。
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    「ここに来て十年近くになるというのに、いまだに礼儀の一つも覚えられんか」


    「……そんなもの、本来であれば天才美少女かつ人形遣い様であるわたしに、あなたが用いるのが筋だと思うのですけれど」


    　開口一番、礼儀のなっていない実に不愉快な男は坂さか上がみ和かず政まさ、坂上家現当主にして、わたしの伯お父じに当たる。まあ、当たるというだけで、奇跡のような美少女のわたしなどとは雲うん泥でいの差がある、ただの髭ひげ面づらであるのだが。


    　もう一人は、いつもの仏ぶつ頂ちよう面づらで突っ立っている、木ぼく石せきのような男。和政の側そつ近きんで一応、佐さ伯えき、という名前もあるらしいが、言葉を交わしたこともないため、よくは知らない。


    　無干渉、無関心、そんな多々いる人間の一人だ。特とく筆ひつすべきこともない。


    「仮にわたしが用いるとしても。礼儀は消しよう耗もう品ひん、世に多く出回れば価値の下がる、貨幣のようなものです。わたしの礼儀ともなればなおさら、あなたのような人には不釣り合いなものだと思いませんか？」


    「……相も変わらず、苛いら立だちのあまり殺してやりたくなるような娘だな。屁へ理り屈くつをこねることだけうまくなりよって。親おや父じ殿も寂しかろう、早くお前も親父殿のところへ行ってはどうだ？　実に良い提案だと思うのだが」


    「それもそうですね、今の調子でお仕事をいただければ、そう遠くはないかとも思いますが」


    「それはよい。俺おれもお前の顔を見ないですむしな。この恥さらしが」


    「伯父様の顔を見なくてすむというのは、実に心揺ゆらぐお話ですけれど」


    　和政も、昔は人形繰くりとしてはそれなりのものであったようだが、以前討とう魔まの仕事で脊せき椎ついを損傷してからは現場を退しりぞき、現在ではもっぱら金勘定を仕事にしている。


    　とはいえ、衰おとろえを見せない常人を遥はるかに超える魔力量と、鍛きたえられた肉体の持ち主。そうなった今でも、超一流の天才人形遣いであるわたしを除けば、最も強い人形繰りであるとは言えるだろう。少なくとも、あの葛くず葉はの繰り手などよりは、遥かに腕は立つ。


    　だというのに、人形遣いの儀にわたしを推すい薦せんしたというのは、いったいどういう理由であるのか。


    　この男は性格が悪いのだ。決して天才美少女神楽かぐらちゃんに対して平へい伏ふくするような、立場をわきまえた殊しゆ勝しようさを求めることはできない人間である。それが実に不ふ可か解かいだった。


    「何、遠慮するな。人形遣いとなって一年と経たたず死ぬことになるのは、恐らくはお前が初めてだろう。どうだ、身に余る名誉だと思わんか？」


    「お家にとっては不名誉なことだと思いますが。というより、いかなる理由でわたしを人形遣いに推薦されたのですか？　二流半の伯父様とはいえ、今いる三家で考えれば、お山の大将となるは容易たやすいことでしょうに」


    「くく、俺はお前が嫌いだが、その実力は高く買っている。馬ば鹿かな妹と異国人の間に生まれた、礼儀を知らぬ穢けがれたガキであっても、その腕は確か。人形遣いは人形繰りの最さい高こう峰ほうだ。ならば好きか嫌いか、そのような些さ事じで変えてよいものではなかろう？」


    「これはまた、伯お父じ様にしては真っ当な意見を。今まで、ただの無礼で下品で頭と性格の悪いだけの人形繰くりだと思っていましたが、頭にはちゃんと市販のものでもみそが入ってらっしゃるんですね。わたしは今、すごく感動いたしました」


    「このガキ。まぁいい、ともかくは仕事の話だ。俺おれはお前と仲よく歓談する趣味はないのでな。無駄話はここまでだ」


    　と言って、和かず政まさは葉巻を手に取り火を点つけた。


    　わたしは、それをぼんやりと眺めて、ため息をつく。体がオイルが切れた機械のように、動かすたびにギギ、と鳴る。立っているだけで億おつ劫くうで、世の女子たちのように『頑張る自分にプレゼント！』だの甘えたことを言ってはみたいところだが、そんな余裕は少しもなかった。


    　なんと不ふ憫びんな美少女であろうか。そう考えるも嘆息しか出てこない。


    　こうして仮にも当主に対し、減らず口を叩たたけること自体、わたしの来歴を考えれば奇跡とも言えるのだ。わたしの立場は、本来、危あやういものであるから。


    　討とう魔まの家はその名に反して、人より魔物に近いモノたちが住まう場所。


    　後ろ盾だても何もないただの小娘が、人間としての最低限の生活を維持するために必要なのは、実力と実績、その二つだけ。それがあるからわたしは、今こうして、生きていられる。そして、そうでなければ、わたしに価値はないのである。


    　少なくとも、人と言うより獣けものの如ごとき、この家の人間たちにとってすれば。


    　疲労のたまった体を休めるように、襖ふすまにもたれて、息をつく。それを見て、和政はまたいつものように不愉快な笑みを浮かべて目を細めた。


    「くく、よほど疲れていると見えるな。本当にそろそろ死ぬか？」


    「……あら、まさか心配してくださるのですか？　あなたに人の心があるだなんて、思ってもみませんでしたが」


    「まさか。いよいよお前の顔を見ることもなくなるかと思えば、嬉うれしくてな」


    　煙を揺ゆらして笑って言うと、和政はさらに調子に乗った。


    「お前がこの家で、へらへらと生意気にも飯が食えているのは親おや父じ殿が頭まで下げたからよ。先はああ言ったが、お前を人形遣いにしてやったのは親父殿の遺ゆい言ごんでもある。それゆえ、お前は先日の儀に参加することを許されたわけだ」


    「…………」


    「俺はお前に情など微み塵じんもかけてはないぞ？　遺言を叶かなえた、親父殿との約やく定じようはそれでしまいだ。そして、だからこその必死の仕事というわけよ」


    　和政の言葉はいつものことで、気にするまでもないことである。胸にかかえたシロを、少し抱き、静かに驚きを口にする。


    「……初耳でした。師匠せんせいがそんな遺言を私に残していてくださったとは」


    「まぁ当然だろう。婆ばばあが重要なものだけ抜いて焼いた。お前宛あての手紙もあったのは相当気に食わなかったらしいな」


    「……、そうですか」


    「落ち込むくらいなら、もう少し賢く生きるべきだったな。媚こびを売って、どこかの家で腰でも振っていれば、婆もそこまでせなんだろうに」


    「……品がないですね。師匠せんせいの跡あと継つぎのお方とは、まるで思えません」


    　睨にらみつけるが、和かず政まさは[image: ]あざ笑わらう調子を変えはしない。それどころかますます勢いを増して、実に愉たのしげにわたしを貶けなす言葉を続けた。


    「お前こそ、わが一族の血が入っているとは欠片かけらも思えぬな。まぁ、生まれを考えればそれも妥だ当とうか。見た目がいいから誰もがゴミ箱行きの代しろ物ものだとは思わぬようだが、どうだ、今からでも葛くず葉はに行っては？　ちり紙程度の役には立とう？」


    「……どうせ書類は束にしてあるのでしょう？　それをください。これ以上お話しすると汚きたない言葉で、わたしの綺き麗れいな耳が汚れてしまいます」


    　慣れたもの、とはいえ決して嬉うれしいものではない。不愉快さを吐き出すようにそう告げて、わたしは本題を促うながした。


    「くく、言われ慣れている言葉だろうに。まぁいい、俺おれも飽きた、持っていけ」


    　指先を振るって念ねん糸しを伸ばし、貼はり付けた書類をそのまま手元に引き寄せる。クリップでとめたものが三束、枚数に換算すれば一束三枚か。それほど難しい仕事のようには思えない。


    　ただ、まとめて三束というのが、異常なだけの話であって。


    「うち一つは野の良らの吸血鬼、別段何かしら起こしたわけではないが近頃この辺をうろついてるそうだ。見つけ次第捕まえろ。生きてさえいればそれで構わん」


    「……野良の？」


    　一瞬浮かんだのは、あの娘で。


    　しかしそれはないだろうと思いなおす。わざわざ、討とう魔まの多いこの土地に留とどまる理由もない。


    「そうだ。どうやら、元々は奴ど隷れいか何かだったようだが、そいつの親元、[image: ]うわさの吸血鬼がそれを条件に日本から出ていくだのと抜かしているそうだ。喜べ、終われば休みをくれてやる」


    「…………傷つけて構わない相手には、思えませんが」


    「阿あ呆ほうだなお前は、誰が返すといった。取引のときに皆殺しに決まっているだろうに」


    「……なるほど。そういうことでしたら」


    　書類をカバンに入れると踵きびすを返す。あまり長居をしてもいいことなどないことは、先ほどで十分すぎるほど再認した。別段、重ねて訊たずねることもないだろう。


    　そう思ったところで、後ろから聞こえた笑い声に足を止める。


    「……くく、本当にそういうところは冷酷よな。そういうときに多少なりとも憐れん憫びんを浮かべるのが人間の情だと思うのだが、嫌われ者にはやはり嫌われる理由があるということか」


    「言いたいことは、それだけですか？」


    「さて、怒らせるようなことをいったか俺おれは。事実だろうに？」


    　嬲なぶるような笑い声。


    　和かず政まさと暴ぼう言げんは、草原とそよ風のようなものである。


    　聞き流すと、シロの耳に頰ほおを擦こすりつけ、わたしはそのまま部屋を出た。


    



    　　◯


    



    　世のため人ヒ間トのために、身を粉こにしての討とう魔まの仕事。非常に危険かつ人々に役立つ仕事ではあるのだが、しかし、だからといってそう見返りがあるわけでもない。


    　基本的に一般人が彼らと出会うことはなく、出会ったとしてもその場で死に至るうえ、普通その存在は都市伝説や怪談話の類たぐいである。


    　当然感謝などされないし、見るのはたいてい死体か不愉快な化け物か、性た質ちの悪い悪徳魔術師くらいのもの。セクハラ、パワハラの上司に、足を引っ張る同僚たちも加えれば、人間関係やストレスという意味では最悪の部類の職場である。


    　そのうえ、依頼主は限られ、危険な仕事のわりにその下請け業界の報ほう酬しゆうは微々たるもの。昔と比べ、ここから別の非合法な業界に流れるものも多いと聞く。大口の客といえば古くから続く討魔協会──古来それを統すべてきた六家が独占し、新規参入などできようはずもないこの業界に、独立という言葉はないに等しい。さすがに非合法で生計を立てるこの業界にまでは、独占禁止法などという法律の網は届かなかったようだ。なんとも嘆なげかわしいことである。


    　しかし、ここを辞めれば普通の生活ができるかと言われれば、否いなと言うほかないだろう。


    　腐りきったこの業界に囚とらわれ働くしかない人間の多くは戸籍が存在しないうえ、新たな働き口を探すことも難しければ、厳重に監視もされている。実質、わたしたちは不法滞在に近いような立場で生活することを余よ儀ぎなくされ、与えられる借家も口座も自分の名義ではなく、もらえる金銭に関しても最低限の生活を保障するレベルでしかない。


    　討魔などと格好よく嘯うそぶいてみたところで、実情はこんなもの。


    　この業界を志こころざす若者であったとて、その実情を見れば百年の夢こいも三日で醒さめることだろう。


    　逃げ道と言えばやはり、不法滞在者の如ごとく体を張った仕事に精を出すか、非合法な、泥沼よりどす黒い仕事に手を出すか。ニンベン師──身分偽ぎ造ぞう屋やにでも口止め料を含めた大金を積んで、パスポートを用意させるというのも選択肢の一つに挙がるだろう。


    　ともあれ、どの選択をしようと真っ当に生きるということからはほど遠い。だから、多くの討魔は不平不満を言いながらも仕事はする。そこは苛か酷こくな労働環境の中で働く、表おもての人間も同じだろう。ただ、選択肢にいくらかの自由がある、というのが大きな違いではあるのだが。


    



    　血だまりが人じん狼ろうの体を中心に広がる。始末した人狼はこれで五匹、意地の悪いことに仕事の内容というのは件くだんの吸血鬼の確保に加えた二件。以前からの決められた夜間巡視と、最近頻ひん出しゆつしている人狼の大おお本もと、その吸血鬼の所在を調べること。日が沈んでから明け方まで。これで残業手当なしの時間外労働という、驚きの待遇。日中は魔力の痕こん跡せきを追うことに浪費し、睡眠時間は三時間前後である。


    　まず間違いなく、わたしのような美少女が行おこなう労働ではあるまい。労働組合でも立ち上げるべきだとも思うが、こんなに神経を使う仕事でここまでむちゃをさせられているのは、自分以外にはいないだろうことを考えれば、規約の一文字を書くことすら躊躇ためらわれる。


    　そもそもがこの業界に、そんな組合の立ち上げが許されるはずもなければ、それを可能にする人脈もありはしない。


    　わたしは、人付き合いというものが苦手なのだ。そんな便利な関係ものがあるのならまず、こんな寒空の下に一人で仕事に出かけるようなことにはなっていないだろう。


    　ため息をついて、アスファルトの上に座り込む。服が汚れてしまうことが少し気になったが、それ以上に体の疲れから来る倦けん怠たい感のほうがいくらか、今のわたしには深刻だった。


    　空を見上げる。街中で見える星の数はたかが知れていて、月も、この路地裏の切り取られた空では、その輪りん郭かくすら入り込まない。それでも、目の前の血なまぐさい光景よりかはいくらかましだった。仕事に終わりは見えない。終われば休みをくれてやるとは言われたが、その休みも予備の人形の精製と体調回復に取られ、そうくつろげるものでもないだろう。


    　ただ言われたままに仕事をこなして日々を消化していく。


    「……これではまるで、人間というより」


    　──人形なのだ。きっと昔と、少しも変わらないままに。


    　考えれば考えるほどに薄い笑いがこみ上げて、しかしふとした拍ひよう子しにそれも霧む散さんする。くだらない話だ、僅わずかに吹いた冷たい風に、消えてしまう程度の。


    　頭はどこか胡う乱ろんで、全体的に熱があるように感じられた。日頃の無理が祟たたったものか、倦怠感もその初期症状かと思えば納得はいく。超常の力を操あやつれるとはいっても、常人に比べればいくらか丈夫ではあるというだけ。魔術師だからといって病に罹かからぬ道理もない。


    　今日きようの昼くらいは休んでも罰ばちは当たるまい。


    　そんなことを考えていると、確かな物音を耳に捉とらえて立ち上がる。


    「……ご苦労様です。それでは、あとの処理はお任せいたします」


    　ようやく、待ち望んでいた清掃業者が到着したのだろう。


    　こうした死体は当然、一般人に見られれば騒ぎになるため専門の業者が後処理を請け負う。


    　基本的には彼らが到着するまで現場を監視、保護しておくことは規則で定められており、今日の寒空の下、わざわざこんな殺風景な場所に留とどまっていたのもそれが理由。結けつ界かいでの人払いと、見られた場合の催さい眠みん暗示は、討とう伐ばつ者しやの役目であるのだ。


    　今日きようはいつもに比べ、その到着は十分ほど早く、早めに切り上げ家に戻りたいわたしには僥ぎよう倖こうであった。小さく安あん[image: ]どの息をついて、一礼を────


    



    「ふふ、[image: ]う闊かつだわ。疲れてるというのは本当みたいね、坂さか上がみ神楽かぐらさん」


    　咄とつ嗟さに反応できたのは幸運としか言いようがない。


    　轟ごう音おんとともに背後のコンクリートが割れて、獣けものの腕が伸びていた。


    「っ……シロ！」


    　すぐさまシロを起こす。呼吸するより早くマスケットの兎うさぎを二体、目の前に配置して牽けん制せい。次いで甲かつ冑ちゆうに身を包んだ兎を三体、両手に鉈なたを持った兎を三体。


    　幅二メートルほどの路地であることは、ある種幸いではあるだろう。これで少なくとも、数的不利はいくらか和らぐ。背後は行ゆき止まり。左手の壁を背にしていたおかげで、前後からの挟み撃ちなどという厄やつ介かいな状況にはならずにすんだが、伏ふく兵へいがまた穴を開ければ同じことだ。早々にこの場から立ち去るべきではある。


    　もうしばしで到着するはずの清掃業者は、戦力として当てにはならない。


    「こんばんは、そして初めまして。私はアゼリア、今日は商品の下見に来たわ」


    「…………商品？」


    　淡い栗くり色の長髪と寝ぼけたような瞳ひとみの女が一人。周囲には、人じん狼ろうが見える限りで三匹か。


    　見た目には女は西洋風の顔立ちをした、ただの人間のようである。しかし、その瞳には妖よう魔まを示す紅べに色がうっすらと浮かび、服装もどこか古めかしい、胸元の大きく開いたイブニングドレス。その出いで立ちは女の吸血鬼がよく好むもので、その体からあふれる魔力がそれを裏づけるように独特の匂いを醸かもし出していた。


    　かぎ覚えのある匂においである。顔には出さぬよう、僅わずかに浮かんだ苛いら立だちを呑のみ込む。そこには、いつも殺していた人狼たちと共通する匂いがあった。つまるところこの女が、ずっと所在の摑つかめなかった、わたしが狙ねらう獲え物ものだということになる。


    　しかし、この状況。十じゆう全ぜんの状態であれば、そうでなくとも、もう少し周囲を警戒していたならば、ここまで酷ひどい形勢に陥おちいることもなかっただろう。今さら文句を言っても[image: ]せんないことだとはわかってはいるが、それでも、もう少し。


    　後悔に回りかけた思考をそこで切り替える。重要なのは終わったことではなく、この状況をどうするかだ。後悔など生還できれば好きなだけする時間はあるだろう。


    　指先に魔力を流し込んで、冷静に状況を見つめなおす。


    　人形繰くりとはその膨ぼう大だいな情報をどれだけ一つの頭で処理し、演算することができるか、これに尽きる。そしてそれゆえに体調や精神状態によっては、その力も大きく揺ゆれてしまう。


    　だからこそ、あくまで冷徹に、冷静に徹すること。それができなければ多量の人形に対する精密操作など、できようはずもない。


    「商品っていうのはほかでもない、あなたのことよ。協会のほうからの生いけ贄にえというわけね」


    　それを思えばたとえ時間稼かせぎであっても、このコンディションで敵と会話するというのは悪あく手しゆであった。それに気がついたのは彼女が口を開いたあと。


    　挑ちよう発はつするにしても何にしても、自分を優位に立たせるがために、わざわざ物理的な行動ではなく会話を交わすのだ。彼女の言葉はわたしに対して揺ゆさぶりをかけるためのもの。今さら無視を決め込んだとて、その言葉の内容に意識は割さかれる。


    　後ご手てに回っていいことはない。しかし心を落ち着かせる時間は必要だった。


    　ここは乗るしかないだろう。動揺を表おもてに出さぬよう心を落ち着け、平然を装よそおう。


    「何を馬ば鹿かな。腐っても討とう魔ま協会、あなた程度の吸血鬼に膝ひざを折るだなんて」


    「……ふふ、そうでもないと思うけど。嫌われ者の処分先とすれば妥だ当とうでしょう？」


    「……、なるほど、個人の依頼ならなくはないでしょうね。思い当たる人物が多すぎて、特定はどうも難しそうですが」


    「でしょうね。そうなる前に、敵をつくらないよう努力するべきだったと思うけど」


    「わたしは可愛いうえに天才ですからね。嫉しつ妬とする輩やからが多いのは仕方のないことでしょう？」


    　小さく笑って気配を窺うかがう。一応は、殺気もひとまず。どうやら主あるじが会話をしている最中に襲おそいかかるような駄犬もいない様子。よく言い含められているのだろう。とはいえ仲間の死体を見てもこれほど平静なのは、少しばかり異常ではある。人じん狼ろうは仲間意識が非常に強いのだ。


    　復ふく讐しゆう心しんは抑えていても透けるもの。それを隠せるほど知能が高いというわけもない。


    　よく躾しつけられているのだろう。主人の前では、いつもの自我すら見えはしない。


    　とはいえ、それは僥ぎよう倖こうではあった。時間は今、金きんに等しい価値がある。


    「それで、商品と言いましたか。わたしをどうするおつもりで？」


    「純粋に勧誘よ。何、ペットにするでも奴ど隷れいにするでもなく、純粋に使える便利な子が欲しいわけ。まぁもちろん、あなたはとても綺き麗れいで可愛いから、よければ閨ねやもともにしたいけれど」


    「……ずいぶんと魅力的なお話ですけれど、あいにく、そういう趣味もありませんし」


    「何、嫌がることはしないわ。これからの私たちは、パートナーなんだもの」


    「ふふ、怖いお話です。知らない間に嫌なことも好きになってしまいそうで」


    　吸血鬼はその特性として、自分に絶対服従の奴隷をつくることができる。牙きばで嚙かみつき体内に魔力を流す、それだけの行為で容易たやすく相手を血族として支配下におけるのだ。


    　好き嫌い、そんな自由意思は主の意思の前にはただの紙切れ。知らぬ間まに喜んでこの女の望むままに振る舞うようになるだろう。その間にあるのは強制を感じるか、仮かり初そめの自由を感じるかの違いだけ。結果的に、奴隷になるということには変わりない。


    「賢い子は好きよ。だけどこれも、ずいぶんな譲じよう歩ほだと思うの。幸福であるか、不幸であるか、そんなのは所しよ[image: ]せんその個人の認識でしかない。ならば何も考えず、私に可愛がられて多幸感に満ちた生活を送るというのは、実に素晴らしい、一つの理想の生き方じゃないかしら？」


    　──不幸の真っただ中にいる、あなたには。


    　そう続けて女は愉快げに笑う。つくづく不愉快な女であった。


    　本当に、今この場で殺してやりたいくらいには不愉快であるのだが、状況的にそれも許されない。今この場はこの女のつくった状況。犬じんろうの躾しつけ方から見て、そこそこ長生きしている吸血鬼のようであるから、この状況での力押しでなんとかなるような相手でもあるまい。


    「なるほど、一理ありますね。ですが、急なお話、よろしければ後日返答をさせていただく、というかたちではいけませんか？」


    　笑って言う。呆あつ気けなく切り捨てられるはずの、くだらない戯ざれ言ごとのつもりだった。


    「いいわよ、時間をあげるわ」


    　だからこそ、返ってきた言葉は想像の範はん疇ちゆう外がい。知らず、笑みの仮面が崩れて眉まゆを顰しかめる。


    「…………、あまりにも、予想外ですね。その自信はいったいどこから？」


    　常と比べれば、体調は最悪だと言えるのだ。そしてこの女はそれを知っている。


    　この場から逃げ出すことすら、分ぶの悪い[image: ]かけにならざるをえないだろう。いくら軽口を叩たたいたところで多少の好転はあれど、それをひっくり返しうる要因にはなりえない。


    　つまり、女は現状、圧倒的に優位な立場にあるのだ。それをみすみす逃のがすようなことをしていったい、その行為のどこにメリットがあるというのか。


    「ふふ、だってもう、今日きようの目的は達成できたもの。言ったでしょう？　今日は下見だって」

  


  [image: ]



  
    



    



    　それから、どの程度の時間が経たったか。言葉どおり本当にアゼリアという吸血鬼は去っていった。わたしはその場で呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。


    　あまりの呆あつ気けなさに罠わなの可能性を考え、周辺を魔力によって探査するも、やはり白。目的は達成できたのだと、女は言った。


    『今日きようは下見』『商品を受け取るのは後日』。アゼリアは坂さか上がみか葛くず葉はか辰たつ巳みか、ともかくそれらの家の誰か、下へ手たをすれば分家そのものと取引を行おこなっている。誰か、なんてことを考えても答えは出ないだろう。むしろわたしに対して好意的な人間というものが、そもそもいないのだ。考えるべきはその狙ねらいだ。


    　恐らく向こうは、わたしを現状から失脚させたいと思っている。


    　仮に、自分が向こうの立場であればどうするか。殺したいならば、何も考える必要もない。今のまま無理な仕事を続けさせれば、近いうちにわたしは死ぬ。死なずとも、逃げ出すと考える。そうなればわたしは裏切り者で、そしてそれならば、どうとでも処理はできるのだ。


    　しかしそうしない理由、わざわざわたしに一芝しば居いを演じさせる意味はどこにあるのか。


    　そう考えると、答えは明確だった。不ふ祥しよう事じであれば、ことはわたしに留とどまらず坂上家自体を攻撃するに足るものとなる。狙いは恐らく、そちらのほう。


    　自分の立場を考えてみれば、そうすることの容易たやすさはいやというほど理解できる。


    　わたしに対して何らかの疑惑を抱いだかせるだけでいい。どういう内容であれ、処遇はきっと満場一致で決まることだろう。


    　たとえば、吸血鬼と怪しげな取引を行っていた、だとか。


    「……大間抜け」


    　熱にふらついた体を壁にもたれかからせて、ため息をつくように自分を罵ば倒とうする。


    　たまたま、協会の人間がわたしと吸血鬼が対たい峙じする場面に遭そう遇ぐうして、いざとなれば加勢しようと少し離れた場所で機を待っていた。しかし、どうにも様子がおかしく、なぜか数分間の会話のあとで争うことなく、明らかに劣れつ勢せいにあったわたしが無傷にて解放される。


    　シナリオはそういうところ。写真もあれば、なおよしと言えるだろう。


    　一度吸血鬼と対峙し、しかし闘うことなく解放された。逃げ出したのではなく、明らかに劣勢であるわたしが解放された、という事実が重要なのだ。


    　ふと、清掃業者がいまだに姿を現していないことを思い出す。わたしの出した要請からは、もう十分すぎる時間が経っていた。


    　彼らはその仕事柄、迅じん速そくな行動を求められている。ここまで遅ければ普通、厳罰ものだ。


    　──となれば、状況的に目撃者の役割を担になっていると考えるのが順当か。


    　薄く笑って目を閉じる。そこは、考えても仕方のないことだろう。目撃者が誰であれ、突き崩す手段もないのだ。もはや、手遅れである。


    　一度張り詰めた緊張が切れたからか。また熱がぶり返して、嫌な汗をかいていた。


    　捕らえられればどうなるか、先は見えている。意味のない尋問と拷ごう問もんの果てに処刑されるか、吸血鬼の愛玩動物ペツトになるか。それを考えれば、ここで死んだほうがずいぶんマシなようにも思えた。


    　これからどうするのがいいだろう。逃げ出すべきか、諦あきらめるべきか。


    　そう考えたところで、ポケットから振動音、携帯電話への着信。シロ一体を残して、ほかの兎うさぎを片づける。それから、片手にシロを抱いたまま、通話ボタンを親指で押す。


    「……はい」


    『俺おれだ、なかなか愉快な按あん配ばいになってるな』


    　わたしの電話にかけてくるような相手は、一人しかいない。どこか嬉うれしそうな、人を小こ馬ば鹿かにしたような口く調ちよう。つまり、坂さか上がみ和かず政まさだ。


    「……嬉しそうで何よりですね、伯お父じ様。まさか今回のこれ、あなたもグルなわけですか？」


    『馬鹿を抜かせ、わざわざ自分の首を絞めるような真ま似ねをするものか』


    　不愉快そうな声と同時にライターで煙草タバコに火を点つける音が聞こえる。どうにもこの男は、煙草を吸わねば人と会話ができない性しよう分ぶんであるらしい。


    『……言い出したのがどこかは知らん。というより、言い出しそうな人間が多すぎて、見当をつけられないと言うほうが正しいな』


    「あなたのほうへはどういった話が？」


    『まぁたぶんお前が想像しているとおりだろう。どこぞの人形遣い様が吸血鬼と、路地裏で密談を交わしてました。不ふ審しんです。早さつ急きゆうに査さ問もんにかけなければいけないのではないでしょうか、てな。よくもまぁこれだけ嫌われるもんだ、一種の才能だな』


    「あなたも人のことを言えた義理じゃないでしょうに。それで、そちらでは今、どういう具合になっているのでしょう？」


    『とりあえずお前を拘こう束そくするべきだと、分家の奴やつらは満場一致。根回しは知らぬ間まにすんでいたわけだ。そろそろ準備を整え、そちらに向かう頃だろう、逃げる気があるならさっさと逃げたほうがいいかと思うが』


    　さもどうでもよさそうな、いつもの口調で和政は言った。つまり、能動的に助ける気はないということだ。わかりきった話ではあったが。


    「どうにかなると思いますか？」


    『ならんだろうな。腐っても本家の人間で、しかも当代一の人形繰くり。お前にその気がなかろうが、立ち位置として邪魔だ。まぁ、最低でも、幽ゆう閉へいされることは間違いない』


    「なるほど、まぁそんなところでしょうね」


    『……もし戻ってくる気があるのなら、その吸血鬼の首でも持ってこい。それで誰も文句は言うまい。戻ってくる気があるのなら、な』


    「……珍しく、お優しい言葉をかけてくださいますね。明日あしたは槍やりでも降ってきそうです」


    『くく、まさかこんな状況になってまで、そんな気が欠片かけらでもあるというのが俺おれには驚きだが。俺が同じ立場なら、考えるまでもなく逃げ出している』


    　呆あきれたような声で、和かず政まさは告げた。


    『どうしてそこまで、こんなところに固こ執しつするのかが俺にはわからんな。お前ほどの腕ならば、どこへでも行きようがあるとは思うが』


    「そうでしょうね」


    『……死人に囚とらわれるのはいい加減やめておけ。親おや父じ殿に何を言われたかは知らんが、所しよ[image: ]せんは耄もう碌ろくした爺じじいの戯ざれ言ごとよ。少なくとも、お前の居場所は親父殿と共に消えた。そろそろお前も、馬ば鹿かな夢から覚めて身の振り方を──』


    　声に混ざって、背後から微かすかにアスファルトの擦こすれる音。小さく息を吐き、告げる。


    「……、そろそろ、お迎えが。死ななければ首を持ってきます。先ほどの言葉、お忘れなく」


    『…………本当の阿あ呆ほうだな、お前は。まぁいい、せいぜいこのままくだらん生に励めばいい』


    「ふふ、ずっとくだらないだけならば、どれだけよかったことでしょうね」


    　ため息とともに言葉を吐いて、電源を切る。シロを抱く手に、少しだけ力を込めた。


    　そして同時に、物陰からゆっくりと三人の男が姿を現す。


    　先頭の男はどこか見覚えのある顔で、恐らくは分家筋の人間だろう。


    「暫しばらく捜さないでくださいと、坂さか上がみ神楽かぐらがそう言っていました。そのようにお伝えください」


    「まさか、そのような言い分。神楽様、これは任意ではなく、強制。おわかりですか？」


    　失笑とでも言うべきか。僅わずかに呆れたような口く調ちようで男は言う。口元は笑みで歪ゆがんでいるというのに、その目は少しも笑っていなかった。


    「おわかりですとも。そのうえで行く気がない、と言っているわけです。どうされますか？」


    　馬鹿にするように、笑って告げる。格下とはいえ三人相手。体調も芳かんばしくない。精神的優位くらいは保っておく必要があるだろう。無駄な力をあまり使いたくはなかった。


    「通ると思いますか、その言い分が」


    　わたしの言葉に、不愉快そうに眉まゆを顰しかめて、男は静かな怒りとともに言葉を吐き捨てる。


    「通す自信があればこそ。まぁ少なくとも、今この場に限って言えば」


    　相手は三さん下した。たっぷりと上から目線の嫌みを込めて、おわかりでしょうと目で笑う。


    「なるほど、確かに私などでは貴方あなた様の足下にも及びますまい。……とはいえ、それだけのお話です。よもや、身内に刃やいばを向ける気でもおありでしょうか？」


    　男は顔をさらに歪めたが、努めて冷静を装よそおう。声は平へい坦たん、荒らげるような色もない。


    「まさか。疑いを晴らすために、自身の手で証しよう拠こを摑つかみたいというだけの話。あなたたちに危害を加えようだなんて、そんな気は毛もう頭とうありませんよ」


    　この場に当たって、問題はそこだろう。逃げ出すにしろ、彼らに危害を加えるのはよくはない。武器を奪う程度であれば問題はないだろう、が──、


    「……それにしても、後ろの二人はどちらの方でしょうか？　かような身内のことに外の人間を介入させるというのは、あまりよいこととは思えませんが」


    　前の男は人形繰くり、だが、後ろの二人は雰ふん囲い気きが違った。その鍛きたえられた肉体と流れる魔力の具合から見て、何らかの武術を修めた荒あら事ごと屋や。動きを阻そ害がいしない、肌はだに張り付いた衣服を主とする軽装であることからも見て、徒と手しゆ、または小型の獲え物ものを利用するタイプか。


    　ただの低級の繰り手であれば、使い慣れた人形を失えばもはや戦力にはならない。しかし、彼らの武器は肉体そのもの。対処に多少の難がある。


    「彼らはただの使用人です。野にある草木のようなもの、気になされる必要はありません」


    「……都会には、ずいぶんとたくましい草木が芽吹くものですね」


    「コンクリートを割って芽吹いた草木が、野にあるそれより強く育つのは当然でしょう？」


    「……その言い分にはどうも納得しかねますけれど。まぁ、そういうことで筋書きは通るわけですか。場合によっては荒事も辞さないと、そういうことでしょう？」


    「ええ。それに、ここでの抵抗はつまり、六家への敵対行為と見なします。そのあたりをよく踏まえたうえで賢明な判断を願いたいところではありますが。我々とて、ことを大きくするのは本意ではないのです。それに、そもそも我々とて、無実の罪で罰を与えるような真ま似ねはいたしませんよ」


    　よくも言うものだ。疑わしきは罰せよ、それを地で行くような組織にそんな良識があるわけもない。彼らが集める状況証しよう拠こを跳ね返すだけの何かは、絶対に必要だろう。


    　今回の場合であれば、あの女、取引相手と認定された吸血鬼アゼリアの首か。


    「……自分がどういう立場の人間であるかは理解しているつもりですよ。これ以上は問答も不要、わたしは逃げ出しますゆえ、どうぞご自由に」


    　もたれかかっていた壁から背を離し、シロを肩に、ゆっくり彼らに向き直り、歩みだす。


    　体はまだ、何とかはなる。相手方はこちらが疲労困こん憊ぱいしていることは知っていて、しかし、その疲労がどれほどのものか、明確に知る由よしもない。


    　今回はそこを逆ぎやく手てに取るべきだろう。人間は情報と状況を、都合よく判断する生き物だ。


    「っ……」


    　全力で地面を蹴けって加速。そしてそれをあたかも失敗したかのように振る舞い、わざと体勢を崩してみせる。後ろの男二人がそこに機を見て飛び出したので、予想どおりの行動にわたしは内心で笑みを浮かべた。


    　普通であればあるまじきことでも、事前情報から彼らは、わたしの体調不良がそこまでのものなのだと判断する。だから罠わなの可能性も考えず、彼らは咄とつ嗟さの判断で前進して、その腕を伸ばした。


    　対してわたしは、指先から念ねん糸しを伸ばして男二人に貼はり付ける。


    　念糸は本来、物を動かすという、ただそれだけの事象を成すためのもの。その対象は人形だけでなく人の体も同じこと。


    　走るという行為は体の重心バランスを前方に移し、そして脚部による加速によって安定させる精密作業だ。足捌さばきから荷重の掛け具合、関節による反動の吸収、どれか一つでも欠けてしまえば、その動きすべてがくるってしまうほどに。


    　足を踏み出すその位置を念糸にて操作し、やや内向きに変える。そして荷重をより前方へ、そして膝ひざ関節の動きを阻そ害がいする。


    　それだけのことで二人の男はその加速のまま、盛大に転げてわたしの後ろへ流れる。そしてわたしはその間を縫ぬうように、地面に手をついて再度踏み込む。


    　人形繰くりの男は驚きよう愕がくを目に浮かべて人形を外がい套とうから取り出すが、遅い。


    「シロ！」


    　それよりも速くマスケットの兎うさぎを展開させると、現れたばかりの機か巧ら人く形りを撃ち抜き、その機能を停止させる。


    　機巧人形には繰り手の操作を補助し、増幅させるための核がある。中央の心臓部分に据すえられたそこを撃ち抜いてしまえば、程度の低い三流にまともに操あやつれようはずもない。


    　だから、これでひとまず終わりである。


    「それでは」


    「っ……待て！」


    　聞かずにそのまま横を抜けると、人通りのない道を全速力で駆かけ出した。


    



    　　◯


    



    　人形繰りの魔術というのは、一般的に言われるサイコキネシスというものに近い。


    　触れずに物体に干渉するその力を、魔力で紡つむいだ糸をその導どう線せんとして、より精度と干渉力を高めたもの。その関係はちょうど、自然界における雷かみなりと、普段わたしたちが扱う電線を媒ばい介かいにした電気との違いといえば、いくらかわかりやすいだろうか。


    　より導電率の高い金属を用いることにより、一定の指向性を持たせ、制御する。


    　念糸とはそれを成すための電線であり、そして、機巧人形というものは一つの機械である。送られた電気をもとに起動、思考し、行動する一つの自律兵器。確かな念糸が構築できて、魔力を送りこむ技術さえあれば、馬ば鹿かでも操ることができるハードウェアだ。


    　必要なのは一定の技術と、魔力のみ。機巧人形はその性能の高さに比例して、際限なく、魔力を食らう。だからこの世界では技術より、魔力の多寡がものを言う。


    　わたしはそういう意味ではおちこぼれだった。念ねん糸しの技術に優れるとは言っても、一つの指から出せる念糸は他の人形繰くりと変わらない一糸だけ。十指で念糸を扱えるとはいえ、わたしの魔力は常人を少し、超える程度でしかなかった。


    　普通であっては闘えない。だからわたしは手法を変えるしかなかった。


    　念糸を、繰り手の人形シロに貼はり付け変換。魔力信号を無線で飛ばし、そこから下位の直接戦闘に関わる兎うさぎの人形を間接的に動かす。扱う人形を自作し、同時に魔力を内蔵させ、最小限の命令だけで自律行動を可能にできるよう組み上げた。事前の準備だけで最大の効率を、最小の消しよう耗もうで行おこなうことだけを追求した。


    　そしてそれにより通常を遥はるかに凌しのぐ数、百体以上の人形を理論上は操作できることになり、結果、発想の逆転とも言える質に量で勝つ戦法が可能となる。


    　どんな猛者であっても、一対多、つまり全方位からの攻撃には為す術すべがない。そして、わたしは一人でその状況を作り出し、圧倒的に優位な状況で戦闘を進めることができる。


    　それがほかの繰り手にわたしが勝まさる唯ゆい一いつであり、絶対。しかし──


    「……っ」


    　今は、そのたった一つの絶対が揺ゆらいでいた。


    　逃げ始めて、何時間経たっただろう。荒れた呼吸を落ち着けながら状況把握に努める。


    　ビルに囲まれた袋小路。相手は五人、総数十機あった機か巧ら人く形りは八機に減ったが、疲労も蓄積、悪条件が重っている。逃げるにしても相手の数が多すぎた。


    　まずはそちらを片づける必要がある。


    　量産の鬼き面めん、両手に長い鍵かぎ爪づめを持った、二メートル強の異い形ぎようが六機。


    　そして白びやく道どう、外がい套とうを羽織り杖つえを持った、人と違わぬ翁おきなが三機。


    　ほかより一歩後ろに佇たたずむのは、山やま狗いぬ。錫しやく杖じようを持ち、羽を生やした、大柄の烏からす天てん狗ぐ。


    　見事にそろえてきたものだ、とため息をつきたくもなる。


    　これまでの過密な日程の仕事が、ただでさえ消耗していた兎たちの数的不利を招き、同時に深い疲労がわたしに急激な体調の悪化をもたらしていた。


    　頭痛と眩暈めまいに思考が揺らぐ。多対一にて圧倒するには、それに応じた指揮と操作が必要だ。


    　そう広くないこの空間でこの数を相手にするのは、ただでさえ億おつ劫くうだというのに、頭はいつもの半分も回りはしない。まともな指示も出せていないがために兎は次々と裂かれて消える。内蔵魔力が尽き、体が維持できなくなって霧む散さんする兎まで現れだしていた。


    　その穴を埋めるために、予備の兎を放出しきる。唇くちびるを嚙かんだ。


    　量産の鬼き面めんとはいえ、その爪はコンクリートを容易たやすく削る。どれだけ繰り手の腕が悪かろうがその攻撃力には変わりない。


    　機巧人形は、操あやつれさえすれば常に安定して最低限の戦闘力を発揮できるよう作られている。そもそもが人を遥かに超越する妖よう魔ま化け生しようを相手取るための兵器なのだ。量産品だからといっても、そう手を抜ける相手ではない。


    　鈍にぶったわたしの兎うさぎは、その爪つめに容易たやすく引っかかり、そして消えていく。白びやく道どうから放たれる魔弾を強度の高い甲かつ冑ちゆうの兎で弾はじくも、このままではどのみち時間の問題だろう。山やま狗いぬも容よう赦しやなく、空から機を見て直接わたしを狙ねらいに来る。


    　マスケットの兎で鬼き面めんをさらに二つ撃ち抜くも、しかしいまだに六機が残る。戦闘開始時点では五十九残っていた兎の数も、残りは二十三。消しよう耗もう比率を考えるならば素人しろうとにだってわかるだろう。


    　このままいけば、敗北はそう遠くない。


    「どうした、さすがの人形遣いもようやく負けを認める気にでもなったか？」


    　山狗の繰くり手が実に愉快そうに言う。


    　確か、儀で闘った男と同じく、分家、葛くず葉はの人形繰り。その師し範はん代だいの男であったか。


    　男は笑みを浮かべながら山狗を旋せん回かいさせると、その加速のままに正面から突進。わたしは咄とつ嗟さに甲冑の兎で防ぐも、勢いを殺しきれずに兎ごと壁に叩たたきつけられる。


    　肺から空気が逃げ出して、息が止まった。吐きそうになるのを堪こらえて、痛みに震える体を鎮しずめ、そして立ち上がろうとする前に山狗の持つ錫しやく杖じようが首元に突きつけられる。


    「終わりだ。まさか卑ひ怯きようなどとほざくなよ。闘いとはどれだけ、自分を優位に導みちびくか。お前が唯ゆい一いつ敬愛する、先代の、坂上翁の言葉だろう？」


    　言われた言葉への不愉快を、言葉にする前に嚙かみ殺す。


    　わたしの言葉は彼らに通じない。わたしが喜び怒り、悲しむ言葉も何もかも、いつだって彼らは理解しようとも思わない。ただ、混血で、穢けがらわしいものであるのだと、そう解釈して勝手に嫌い、勝手に避けて、わたしに向かって石を投げる。言葉はいつも一方的なもので、彼らはわたしが言語を扱うことを許さない。


    　いつだってわたしの周りには、彼らと会話をするための空気すら存在しない。


    　ならば、どうすればいいのか。簡単なことだ、わたしはいつだって、そうしてきた。


    　言葉ではなく行動で、


    　友愛よりも恐怖によって、


    　──わたしに触れるな近づくなと、教えてやるほかありはしないのだ。


    　僅わずかに目を細める。この状況において、相手の言葉は好都合。いくら男に優位だといえども、わたしを前に長なが口こう上じようなど驕おごりが過ぎるというものだ。


    「……もったいない話ではあるな。お前がどういう人間であれ、その実力は本物だった。それをこういうかたちで失わせるというのは、実に」


    　呼吸を落ち着け、体を弛し緩かんさせる。休むには十分な時間。


    　この男は間違った。


    　わたしを本当に捕らえる気であるならば、今の刹せつ那なに昏こん倒とうさせるべきであったのだ。


    　それを、間違った。


    「ごめんね」


    　シロから、僅わずかに残った魔力を奪い取る。


    　そうして小さく笑みを浮かべると、すべての念ねん糸しを切断。次いで、その念糸を今度は自分の体に[image: ]はわせて、仮に体が不ふ随ずいであっても、意識さえあればわたしは動ける。


    　そう、人形のように。


    　自分の体を操作して、錫しやく杖じようを蹴けり上げその身を起こす。


    　そしてそのままわたしは山やま狗いぬの首に優しく手を絡ませる。


    　──わたしは人形なのだと、彼らは言う。


    　どれだけ利口であったとしても、どれだけの機能を持っていても、どれだけ人より優れていたとしても、そこに心も、望みだってありはしないと、そう告げる。だから、誰かの言葉で指先で、その身は容易たやすく道どう化けとなり、自みずからに牙きばを剝むくのだと、彼らはわたしを恐れて嫌う。


    　彼らにとって、わたしはいつまで経たっても人の心を知らぬ人形で、そして人形は、人形でしかない。評価も、意識も変わらない。


    　なら、今さら体面を取り繕つくろうこともない。彼らの望む、わたしの姿を見せてやろう。


    　他人の評価も何もかも、全部が全部、どうだっていいことだ。


    「……ふふ、どうも。この人形は、ありがたく使わせていただきますね」


    　男が驚きよう愕がくの間に、山狗の首から膨大な魔力を流し、十本の念糸で掌握する。そのままほかの機か巧ら人く形りの核を[image: ]うがつべく、行動を開始させる。


    　男は念糸を五本まで、対してわたしは十指すべてで念糸を操あやつれる。いくら魔力量スタミナが段違いとはいえ、瞬間的に送りこむことのできる魔力量であれば、わたしが勝まさる。機巧人形は多量の魔力を注ぎ込みさえすれば、どんな相手の命令にも容易く従う木で偶くに過ぎない。


    　だというのに、この男はこれで終わりと安あん[image: ]どした。


    　その油断への不意打ちに、反応などできるはずもない。


    　山狗は空を縦じゆう横おう無む尽じんに翔かけ、その加速をもって鋼はがねの錫杖を叩たたきつけ、突き[image: ]つ。


    　単純明快、そして特化しているがゆえの高性能。実に優秀な機巧人形である。処理が追いつかず、まともに兎うさぎを統とう率そつできない今の体調では、一を十にするより、十を一にしたこちらの機巧人形のほうが、遥はるかに使い勝手がいい。


    　先ほどまで男の味方であった機巧人形たちを三機[image: ]ほふって、残りは二機。


    　白びやく道どうの魔弾を回避して錫杖を投とう擲てきすると、結果を見ることなく鬼き面めんの頭を摑つかんで振り回し、地面に向かって叩きつける。そしてその胸を拳こぶしで[image: ]ってすべての工程が終了。大おお鉈なたを持った兎で用ずみの山狗の首を刎はねたあと、甲かつ冑ちゆう兎の槍やりをもってその胸の核を突き[image: ]つ。


    　わなわなと震える男に笑みを、隣で震える取り巻きに刃やいばを向ける。


    「まさか卑ひ怯きようなどと言わないでくださいね、これが戦いくさの道理でしょう？」


    「……貴き様さま」


    「実に利口でいい子でした。頭のまともに動かぬ今の状況においては、とてもとても便利でしたけど────」


    　口角をさらに上げる。男によく見えるよう。


    「──所しよ[image: ]せん、人形は、人形なのですよ。容易たやすく主あるじを裏切る出来損ないには変わりなく」


    「……それは、自分のことを言っているのか？」


    「……さて、踊らされたのは事実ですけれど。でもまぁ、あなた方にとっては、それが真実なのでしょう？　ならば、それでいいではありませんか」


    　念ねん糸しにて、今にも倒れ込んでしまいそうな体を操あやつる。顔にも声にも呼吸にも、疲労を少しも滲にじませないよう、余裕と平静を装よそおって。


    　先ほどまでの疲労を、劣れつ勢せいを、まるで演技であったかのように振る舞ってみせる。


    　相手にほかの武器はない。人形繰くりはプライドからか、銃器の類たぐいを携けい行こうしない。だが、極度の疲労状態にあると知られてしまえば、現状からでも容易く形勢は逆転する。


    　だから落ち着いた足取りで、ゆっくりと、わたしは彼らの間の出口を目指す。


    「……悪あつ鬼きめが」


    「あら、なんて酷ひどいことを言うのでしょう。美少女に向かって悪鬼だなんて、ふふ」


    　笑って嗤わらい、それから男にすれ違いざま、囁ささやくように告げる。


    「でも、どうぞ、お好きに。あなたになんと言われようが、どうだっていいことです。負け犬の遠とお吠ぼえに、腹を立てるほど狭きよう量りようではありませんし、ね？」


    　わたしは彼らではなく、彼らはわたしではない。わかりあえないし、知りたくもない。お前は悪鬼で人形で、心などないのだと、これまで幾度言われたろうか。


    　反論も、理解も求めることは叶かなわない。なら、どうだっていいことだ。


    　道理を立てれば、義理が立たない。義理を立てれば、道理も立てられぬ役立たず。ならばいっそ、卑ひ怯きようで卑ひ劣れつで、外げ道どうであっても構わない。それで立てる道理があるならば。


    　そして誰かの望むままに、そうある人形でいいのだと、そう思っていたのだ。


    「……それに、もはや、聞き慣れた言葉です」


    　その誰かも、もういないのだけれど。


    



    　あの場を去って、どれくらい経たったか。


    　思えば最初から、逃げることは織り込みずみだったのだろう。先ほどのような追っ手との戦闘はあれで三度目。そして、わたしのほうはそれで限界だった。


    　空は白み始めている。さすがに人目のある日中には、堂々と襲しゆう撃げきをかけてはこないだろう。廃ビルの二階、大きめのフロアになっているそこは一面がガラス張りで、入り口は階段一つ。仮に追っ手が来ても対処はしやすい。横になりたい衝動を堪こらえて、その端に座り込んだ。


    　呼吸が異常なくらい荒くなっていて、心臓が破裂しそうなくらいに早鐘を打つ。喉のどは渇いて痛み、体は汗が夜風で冷えて、凍えるように寒い。胸に抱いたシロを撫なでると、さらに、身をかがめる。シロは、ピクリとも動きはせず、反応もしなかった。


    　さっき魔力を奪ったせいだろう。魔力がなければシロはただの人形だ。当然の如ごとく動きはしないし、わたしに送りこめるほどの魔力も残っていない。だから、ただ酷ひどい頭痛と寒さむ気けに耐えるためだけに、彼を強く抱く。


    　少しでもどこかに力を入れておかねば、あっという間まに意識を失ってしまう予感があった。


    　日が昇り、通勤で人通りが多くなる時間帯を見計らい、タクシーか何かで一いつ旦たん街を離れる。このコンディションでは追っ手を避けながら吸血鬼の根ね城じろを見つけて首を獲とるなどできるはずもないだろう。体を治すのが、先決。しかし、そこまでが問題か。今の状態ではまず追っ手から逃げ切ること自体が困難だ。


    　腕を軽く持ち上げると、指先が震えた。


    　そうなった場合追っ手がここに来てしまったときには、いよいよ腹を括くくる必要があるだろう。運に身を任せるなんてことを、まさか自分がするとは思っていなかった。


    　小さく笑おうとして、しかしそれは酷ひどい咳せきとなって外に出る。手で口を覆おおって、背中を丸めた。咳せき込むたびに頭の芯しんに響く。余計に呼吸が悪化して、半ば酸欠状態に陥おちいった。


    　それが落ち着くまでに数秒。さらに不確かになってきた頭で、ふと、昔のことを思い出す。


    　思えば、子どもの頃はよくこうして体調を崩していた。環境がよくなかったのも理由の一つと言えば一つだろうが、元々体は強くなかったのだろう。


    　母は咳をするたびに疎うとましそうな目を向けて、だけれどそういうときには暴力を振るわなかった。さらには一日中毛布に包くるまり寝ていることを許してくれたから、それを期待して体がわざと不調を引き起こしていたのではないかと、笑いそうになって堪こらえる。


    　母にしてみれば死んでしまうと面倒だからとか、そんな理由だったのかもしれないけれど、酷く嬉うれしかったことだけは覚えている。


    　果たしてそれはいったい、どういう感情からの行動だったのか。


    　少し考え、自分の首をゆっくりと撫でる。ぞわり、と背筋が粟あわ立だつような寒気を覚えた。


    　真実は一つで、結果も一つ。


    　期待するような答えなど、ただの自じ己こ欺ぎ瞞まんに過ぎないだろう。都合よく解釈する余地もなく、ただの結果が、この首に傷痕トラウマとして残っている。


    「っ……」


    　ふと、気配を感じて入り口に目を向ける。微かすかに聞こえる足音、数は一つ。ただの人間の気配ではない。確かな魔力をそこから感じて、立ち上がる。散らばってわたしを捜索していたのか、どうなのか。ともかく、たった一人ならば、まだなんとかなるかもしれない。


    　本当に、欠片かけら程度の可能性であったとしても。


    「くく、見つけたぞ」


    　足下がふらついた。残りの魔力は、ほんの僅わずか。スカートの下に念ねん糸しを伸ばし、マスケットの兎うさぎを一体起こすと、限界なのか酷ひどい頭痛に頭を押さえる。


    　視界はおぼろげで、相手がどんな男なのかすら見えやしない。


    「一体だけか。俺おれも運がいい、これだけ消しよう耗もうしていれば、もはや赤あか子ごの手を捻ひねるようなものだな。いくらお前が人形遣いだとはいえ、こうなってしまえばただの小娘」


    　何か言葉を返そうとして、咳せき込んだ。その拍ひよう子しに念糸が解けて、倒れこむ。再度編もうとしても、魔力は形になろうとせず、そして、尻しりすぼみに消えていく。それは全身を動かすための、最低限の力の消失を示していた。コツコツと響く足音は次第に大きくなり、


    「俺でも容易たやすく────っ!?」


    　鈍にぶい打だ撲ぼく音おんと、低い悲鳴に視線を向ける。


    「神楽かぐらちゃん!?」


    　どこか、聞き覚えのある声。見覚えのある、姿。


    　しかし、それが誰かもわからぬままに──


    



    　わたしの意識はふと、途絶えた。


    



    　　◆


    



    　兎の人形を抱きしめて、カーペットの上で横になる。


    　部屋はきちんと掃除して、ポットにはちゃんとお湯も入っていた。これでもう、いつ帰ってきたって怒られることはないのだと、少しだけ安心する。昨日きのうはポットにお湯を入れ忘れたせいで凄すごく叩たたかれたのだ。少しだけ思い出して、胸の辺りが苦しくなった。


    　何度も言われていることなのに、ちょっとしたら忘れてしまって、それでいつもお母さんをイライラさせているのだ。どうしてわたしは、こんなにできない子なんだろう。


    　お母さんだって本当は、もっといい子になってほしいから、あんなふうに叱しかるのだ。わたしのこんな髪の色が本当は嫌なのに、それでもごはんを食べさせてくれるし、こうして──、


    「ふふ……かわいい」


    　腕の中の兎を見て、微笑ほほえむ。こんな可愛いお人形さんをくれたりするのだ。わたしが嫌いなわけじゃない。きっと、わたしのためにいろいろなことを叱ったりしてくれてるのだ。


    　兎は耳の辺りの糸が少しほつれていて、少し取れかかっていた。明日あしたお母さんがお仕事に行ったら直すことにしよう。大切なプレゼントなんだから。


    　少しだけうとうとしながら、お母さんを待つ。


    　カーテンの後ろから、お日様の光が少しだけ見えてきていたから、もうそろそろだろう。いつもこのくらいの時間に、お酒の匂においをさせながらお母さんは帰ってくる。


    　そこで一つ、思いついて、食器棚からコップを取った。いつもお母さんは、帰ってきたら水を飲むのだ。氷を入れて、お水を入れておいたら褒ほめてくれたりするだろうか。


    　それは素晴らしい考えのように思えて、うきうきしながら水を汲くむと、玄関のほうでガチャガチャと音がする。お母さんが帰ってきたのだ。


    「おかえりなさいっ」


    　すぐさまドアの前まで行くと、いつものように疲れた顔のお母さんがそこにいた。


    「あの……お水、飲みますか？」


    「…………」


    　いつものようにお母さんが脱いだ靴をそろえると、あとをついてテーブルの前まで行く。お母さんは何も言わずにわたしが入れた水を飲んでいて、それが嬉うれしくて、ちょっとだけ笑う。


    　それをお母さんがちらりと見て、僅わずかに目を細めた。


    「あ……、ごめんなさい」


    　怖くなって、咄とつ嗟さに両手を上げる。お母さんは、わたしが笑っていると嫌な気分になるのだ。


    　すぐさま来るはずの痛みに構えて、しかしいつまで経たっても来ない痛みに、両手の隙すき間まからお母さんを見る。何も言わずにお母さんは立ち上がり、コップを置いてわたしを見ていた。


    「……本当、お前は気味が悪いわね。少しはあたしを恨めばいいのに」


    　ぼんやりとした声。なぜだか、お母さんはいつものように怒っていなかった。


    「…………叩たたかない、の？」


    「……もういいわ。全部が全部、くだらない、お前もそう思わない？」


    「あの……言ってることが、わたし、バカだからその……」


    「……お前はガキだけど、十じゆう二に分ぶんに賢いわよ。ええ本当、あたしの腹から出てきたとは思えないくらい利発で、気立てもよくて、本当に生まれる家を間違ったんじゃないかしら」


    　褒めてくれているのだ、となんとなく思って、嬉しくなる。賢いなんて言われたのは、初めてなのだ。けれど、どうしてか、お母さんはあまり嬉しそうじゃなかった。


    「お前と同じような年のガキは、優しいママに可愛がられて、今頃幼稚園にでもいってへらへらしながら、楽しく友達と遊んでる頃でしょうね。けどあんたはこうして生まれた家を間違えたばっかりに毎日掃除して、八つ当たりでぶたれて…………ねぇ、自分がかわいそうだと思ったことない？　っていや、あったらそんなふうにへらへらできるわけもないか」


    「……その、わたし、何か悪いことしたなら──」


    「ふふ、別にね、お前は今まで一度だってぶたれるようなことしてないの。ただ単にお前を見てると腹が立つから、八つ当たりをしてるだけ。なのにどうして、そうまでして犬みたいに尻しつ尾ぽを振れるのか、あたしにはさっぱりよ。まぁ、今となっては本当どうでもいいことだけど」


    　笑って言うと、お母さんがゆっくり両手を伸ばして、わたしの首に優しく沿わせる。


    「ねぇ、お前のお母さんはね、本当どうしようもないクズなのよ。家を飛び出して、けど、どうしようもないから体を売って、そうして惚ほれた相手にも捨てられたの。お前の目とか髪とか見るたび、その捨てた男を思い出しては腹が立ってね、それでお前に当たってたってわけ。兄さんに人でなしだなんて言ったけど、あたしのほうが、やってることを見れば、人でなしだわ」


    「……あっ、ぅ……っ」


    　そのまま、お母さんは手に力を込めた。徐々に力が強められるたび、息苦しさが増して、息ができなくなってくる。苦しくて摑つかんでいる手を叩たたいても、力を緩ゆるめてくれはしない。


    「借金で首も回らなくなってね。死のうかと思うんだけど、やっぱり産んだ手前、責任もあるし、お前も一緒に殺してあげる。今度はいい家に生まれるといいわね」


    　お母さんは、見たことがないような優しい笑え顔がおを浮かべていた。


    　叩いていた手を止める。苦しいけれど、お母さんがわたしのためにしてくれているというのだから、いい子ならちゃんと我慢しないといけないだろう。


    　目の前がぼやけて、痛くて、苦しくて、怖い。


    　ただその感覚だけを胸に抱いだいたまま、視界はどんどん暗くなり、そして。


    



    　そこで、わたしの記憶は途絶えている。

  



  
    



    


    　　　　　三章『まどろみ』


    



    　毎晩のように見る、いつもの夢。


    　首をそっと撫なでたあと、柔らかいベッドから身を起こそうと力を込めるが、諦あきらめる。頭はいつも以上に胡う乱ろんで頭痛も酷ひどい。汗で服は湿って、呼吸は苦しかった。


    「あ、起きた？」


    　自分がどうしてベッドに寝ているのか、という疑問を抱く前に、聞こえた声に体を強こわ張ばらせた。かろうじて動く目で声のした方向を見ると、そこにはロングセーターを着た黒髪の少女。


    「…………すず、ね？」


    「そうだよ。記憶、あるかな？」


    　先日助けた、妖よう魔まの娘。鈴すず音ねはポットからコップに湯を注いで、生しよう姜が湯とうらしき粉末をそこに混ぜ込んでいる。それをぼんやりと見つめながら、わたしはゆっくり記憶を手た繰ぐった。


    　人形繰くりの一人が、わたしを見つけ、そして聞こえた殴おう打だ音おん。


    　その後に、彼女の声が聞こえて────


    「……殺し、たんですか？」


    「ううん、後ろから殴っただけ。殺してはいないと思うけれど」


    「そうですか────っ!?」


    　言葉の途中で咳せき込んで身を丸める。喉のどは酷ひどく荒れたままで、咳き込むたびに頭の芯しんから痛みが走った。


    「だ、大丈夫!?」


    　思い出したのは、なぜだか、わたしに振るわれる母の手で。


    　慌あわてて駆かけ寄ってきた鈴すず音ねの手を思わず弾はじいて、毛布を抱くと壁際に逃げる。


    　心臓が早鐘を打って、体が震えて。それからふと、現状を思い出し、目を伏せた。


    「っ……、すみません」


    「あ、ううん、私は、いいんだけど……その」


    　その様子に驚いたのか。目を見開いた鈴音を見て、わたしは小さくため息をついた。


    　いくらか魔力は回復している。とりあえず体の制御用にそれを回して呼吸を整え、全身を安定させると、枕まくら元もとにいたシロを胸に抱いて、また一息。


    「……あまり、触られるのが好きじゃないだけです」


    「……、そういうことか。ごめんね」


    　申し訳なさそうに言う鈴音を見て、ようやく寝起きの頭に血が巡る。深呼吸をして、目を閉じ、開いて、それからいつもの調子で言葉を吐いた。


    「謝ればすむ話でもないですけどね。わたしの柔やわ肌はだに触れようなどと、不届きな」


    「……あの、どっちかと言えば、神楽かぐらちゃんを心配しての行動だったわけだけど。それに対してその言いようはどうなんだろうとか思わない？　人として」


    「人である前にわたしは聖人ですからね。そんな次元は超越しました」


    「……なんだかいけないところを超越してる気がするんだけど、まぁいいや」


    　そうくすりと笑って、鈴音は椅い子すに腰かけると、カップを手に取りテーブルに置く。


    「凄すごい熱だったから。もしかしたら、そのまま死んじゃうんじゃないかってくらいにさ。具合はひとまず上々みたいで、ふふ、よかったよかった」


    「……頭も喉も痛いですし、体もまともに動かないのですが。そんな憐あわれな美少女を見て、よくもまぁ、そんなことを言えるものですね、この鬼き畜ちく」


    「神楽ちゃんって、とことん口が悪いんだね。お姉さんびっくりだよ。あ、自分で飲める？」


    「飲めなきゃどうするつもりなんですか？」


    　カップを手に取ると、湯気の立った生しよう姜が湯とうにゆっくりと口をつけ、啜すする。甘ったるい独特な味が喉を通り、腫はれた粘ねん膜まくを滑っていく。


    「んー、そうだね。スプーンであーんとか」


    「……不ふ埒らちな。やはり、ドのつく変態のようですね。確認ができてよかったです」


    「不埒って。……いや、すごく無難な答えだと思ったんだけど。何ゆえそこまで」


    「いや、なんとなく、超美少女であるわたしを手て籠ごめにしようなどと、卑いやしい下した心ごころがあるのではないかと思いまして。無難などと、ほかにも答えようがあったという口ぶりも合わせれば、やはりその懸け念ねんは正しかったというべきか、と」


    「どちらかと言えば、そういう考え方をする神楽かぐらちゃんに卑いやしい下した心ごころでもあるんじゃないかと勘ぐってしまうのだけれど」


    「失礼ですね、わたしを卑しいだなんて」


    「……神楽ちゃんはもっと失礼なセリフを連発してると、お姉さんは思うんだ」


    　わざとらしくため息をつくと、そのまま鈴すず音ねは笑みを濃くして肩を揺ゆらす。わたしはカップの生しよう姜が湯とうに視線を落とし、それから少し、目を閉じる。


    「まぁ、それは冗談として」


    「ふふ、わかってるよ」


    　そう笑って、鈴音は続ける。


    「なんにしても、無事でよかった。もう少しで、二度と会えないところだったもの」


    「……そのことですけど」


    「ん、何？」


    「助けてくれたことはまぁ、先のわたしへの恩義を考えれば当然のこととしてですね」


    「……、また身も蓋ふたもない言い方を」


    「どうして、あなたがこの街にいるんですか？　せっかくこのわたしが、拉ら致ちされそうになったところを助けてあげたというのに」


    　討とう魔まと、吸血鬼がいる土地。そんな場所に長居をすれば、また先のようなことになるのは必然だろう。前は運がよかっただけなのだ。相手がただの人じん狼ろうで、助けたのが慈愛に満ちた、わたしのような優しい討魔である確率なんて、そう高いものではない。


    　基本的には妖よう魔まなんて、その場で殺されたとておかしくない存在なのである。


    「……わたしの、手間と労力を何だと思っているのです。よもや、死にたいなどと世よ迷まい言ごとを吐かれるおつもりで？」


    　少しばかり、険けんのある口く調ちようでそう言い切ると、ため息をついて横目で窺うかがう。鈴音は不思議そうに首を傾かしげて、それからいくらか悩むように、顎あごの下に手を当てた。


    　一秒、十秒、三十秒。そうした静寂のあとに、ようやく彼女は答えを返す。


    「そういうつもりは、滅めつ相そうも。ふふ、けど、なんでだろうね、なんとも言いがたい感じがして、言葉にするとあやふやな感じなんだけれど」


    「…………？」


    「……なんだかね、惜しい気がしたんだよ。ああ、ここを離れたら、きっともう、二度と神楽ちゃんとは会えないんだろうなぁ、ってさ」


    　何やら嬉うれしそうに鈴音は言って、わたしはといえば、そのあまりの内容に呆ぼう然ぜんとする。


    「……、よくもまぁそんな恥ずかしいセリフを平然と言えるものですね。頭の中がどうかしてるんじゃないですか？」


    「き、聞いたのはそっちなのに！」


    「そんな聞いてるこっちが恥ずかしいセリフを聞きたかったわけじゃありません。……馬ば鹿かじゃないですか？」


    　そう言って、シロを抱いたままカップを手に取り口をつける。


    「……で、続きは？」


    「え、続き？」


    「続きです。まさかそれだけなんていうことはないでしょうに」


    「いや、それだけだけど」


    「………………」


    　究極の阿あ呆ほうとはこの娘のことを言うのだろう。ここまで阿呆な奴やつは見たこともない。


    「……あなた、すごく馬鹿ですね」


    「何そのあんまりな評価!?　だから最初にあやふやな感じだ、って言ったじゃん！」


    「だからと言ってここまで馬鹿な話を聞かされるとは思ってなかったんです。さすがのわたしでも想像しかねるくらいに、頭の中が晴れなのですね。ある意味で尊敬します」


    「……本当、失礼だなぁ」


    　そう言って、しかしなぜだか嬉うれしそうに鈴すず音ねは笑う。


    「……、何を嬉しそうにしてるんですか」


    「いや、ふふ、なんだか楽しいなって」


    「…………もしかして、罵ば声せいを浴びると興奮するだとか、そういう──」


    「ち、違うよ！　こ、こういうくだらない会話するのとか、ちょっと憧あこがれてたから、楽しいなーとか思っただけで」


    「……変な人ですね。まぁわたしと会話できるというのはさぞ栄えい誉よなのでしょうが」


    「……、どこからその自信が湧わいてくるのか不思議だよ。神楽かぐらちゃんも十分過ぎるほど変な子だと思うんだけど」


    「変人から見た変人というのはつまり、正常な常識人を指すのでしょう。仕方ないことです」


    「そんな裏の裏は表みたいな……」


    　言いかけた途中で、はぁ、と大おお袈げ裟さに彼女はため息をついた。対してわたしは眉まゆを顰しかめる。


    　むしろため息をつきたいのはこちらのほうである。何ゆえ、頭が痛くて熱っぽくて風邪をこじらしたような現状で、変人の相手をせねばならないというのだろうか。まして、愛すべき我らが美少女神楽ちゃんがである。


    「……ただでさえ過労に苦しむ健けな気げで可か憐れんな美少女だというのに、何がどうしてあなたの相手なんてしてるんでしょうね、不思議です」


    「健気、可憐……？」


    「何やら不服そうな言い方ですね。見た目どおりでしょうに」


    「いや、むしろ見た目しか……いや、やっぱりなんでもない。疲れた？」


    　喉のどが渇いていたのもあるだろう。生しよう姜が湯とうはすぐに飲みきって、次に訪れたのは眠気である。


    　頭痛は引かないまま、頭はいくらか、普段の冴さえ渡る知性からくる明めい瞭りようさを取り戻しつつはあったが、しかし、本調子とはいえないだろう。


    「そうですね、少しばかり、というより、疲れているからこんなふうなんですけれど」


    　ガス欠になってしまうほど、魔力を使ってしまった代だい償しようだろう。


    　いわゆる病弱美少女という設定も兼ね備えるわたしの体は、元々強くはない。疲労はすぐにこうして、体に強い影響を及ぼしてしまうのだ。


    「……ん、そう。ごめんね、起きたばっかりで長話しちゃって」


    「別に、謝られるほどのことでもないです。ただ、すこし、休ませてもらっても？」


    「あ、うん。ベッドは好きに使って」


    　そのままゆっくりと横になり、毛布を少し掛けなおしたあと、シロを抱く。それから、瞼まぶたを閉じようとしたあたりで、何やらにやつく鈴すず音ねと目が合った。


    「……何ですか？」


    「いや、可愛いなー、とか思って」


    「……ド変態。寝てる間に何かしたら怒りますから」


    「それは、いわゆる、ネタ振りみたいな？　寝たふりだけに」


    「…………寝ますね」


    「……、うん、ごめん。なんか凄すごく言いたくなって」


    　何やらどうにもむずがゆい視線から、顔を背そむけるように、背中を向けて瞼を閉じる。


    「ああ、そうだ。起きたときには何食べたい？　おかゆとか雑ぞう炊すいとか、そんな感じの作っておこうかと思うけど」


    「……それなら、雑炊で」


    　振り向かないまま告げて、ふと、追加注文を思い出し、言葉を続ける。


    「……卵、多めに入れてくださると、感謝してあげます」


    　それからまた、瞼を閉じて、


    「ふふ、わかった、作っておくよ。おやすみ」


    「……え？」


    　そして言われた言葉に、思わず聞き返した。


    「…………？　ああ、おやすみって」


    「あ、はい…………おやすみなさい」


    　そんな言葉を誰かに言われたのはずいぶんと久しぶりで、少しだけ驚いて、目が冴える。


    　とくり、とくりと心臓が鳴って、目を閉じてもしばらく、胸がざわつく。


    



    　夢を見ない夜は、久しぶりのことだった。


    



    　　○


    



    　指先から生まれる魔力の糸を、幾重にも交差させ、布を形作っていく。


    　もはや手慣れたもので、これが一体の兎うさぎの形の皮を形成するのには一分程度、それなりに集中力が必要で、そう短時間で大量生産ができるものでもないが、今は時間が多分にある。


    「わ……すごいね、綺き麗れい」


    　ただ、わたしが何かの作業をやるたびに鈴すず音ねが感嘆の息をつくのが、少し面倒くさくはあるのだが。


    　魔力で一度編んでしまえば、あとは『ポケット』と言われる亜空間の倉庫のようなものに収納し、必要になれば、指定した場所から適時取り出すかたちになる。ここには実際の、魔力と関わりなく存在する物品、たとえばただの石ころやペンなど、そういうふうな物質も収納することはできるのだが、そうした形あるものよりも、こういう魔力から作り出した創造物のほうが親和性が高く、出し入れに無駄な魔力を消費しない。


    　それは存在として、そうした創造物よりも、もとから存在する物品のほうが密度が高いという理由から、らしいが、詳しいところは識者の中でも意見が分かれているのだそうだ。


    　ポケットの出入り口についても、いくらか制限がある。


    　たとえばわたしの場合であれば主に、スカートの中。人の死角、自分のみが認識できる空間ほど、魔術式が安定する場所はないからだ。本質的に魔術とは、願うことにより変化するマナという存在を操あやつる術。あらゆる人間に魔術を行おこなう素養はあるし、一切の関わり合いなく存在している人間はいない。そしてだからこそ、人が認識できる空間では皆、大小あれど影響を及ぼしあい、そしてその影響が、魔術の誤動作となって跳ね返ることだってある。


    　特に、こうした空間操作の魔術は扱いが難しく、細心の注意を要するのだ。空間操作の魔術で失敗などすれば、体の一部だけが異空間に飛ばされる、なんていうことになりかねない。まあ、そんなミスなんていうものは、天才であるわたしには無縁なものであるのだけれど。


    　編み上がった兎は、綿わたの入らぬ人形のように、ふにゃふにゃと潰つぶれて手の上に落ちた。これに魔力を通せば、立体感を伴ともなった人形として、わたしの思いどおりに動き踊るようになる。


    　期待するような鈴音の視線に小さくため息をついて、軽く魔力を通してやると、兎は風船のように膨ふくらみ、本来の形を取り戻した。


    　兎を鈴音に向けて一礼をさせると、鈴音の顔に喜き色しよくが浮かぶ。


    「あはは、可愛いね。生きてるみたい」


    「人形繰くりは傀儡くぐつに命を吹き込むもの。命あるが如ごとく振る舞わせて、この程度のことができねば話にもなりません」


    「なるほどなるほど。けど、昔見た人形繰くりの人とはずいぶん違うね」


    「ほかの人形繰りは、大体呪じゆ物ぶつの機か巧ら人く形りを使っていますから。あれは使いやすくて強いのですけど、どうにも、魔力を使いすぎていけません。わたしはあまり、魔力量に優れませんので」


    　念ねん糸しを操あやつる事に関しては天才的であったのだけれど、昔からわたしは魔力量に恵まれなかった。絶望的、とまでは言わないものの、普通の繰り手としては、まともに戦えないくらいに、魔力がないのだ。


    　一匹では足りない力は、圧倒的な数で補おぎなえばいい、弱兵を束ねて軍とするのが古来よりの戦いくさの作法。それに倣ならわぬ道理もないと、努力した結果に今があると思えば、全く悪い話というわけでもないのだが、まぁ、少し、残念ではある。


    「魔力で編むのは伝導性の絡みかな？」


    「そういうことです、魔力のロスは少しでも減らさないと、まともに闘えもしませんから」


    「ふふ、職人さんだね。入念な準備っていうのは素晴らしいことだ」


    「勝利なんて、女神の胸むな倉ぐらを摑つかんで初めて吐き出させるものなのですよ。そうでなければわたしのような病弱美少女が、今こうして息をしているわけもなし、でしょう？」


    「それが一流の考え方？」


    「でなければ三流、というだけです」


    　それからマスケットを同じ要領で編み上げると、その中に銀の弾丸を押し込んで、兎うさぎに渡す。


    「……あれ、魔力を撃ち出してたんじゃなかったっけ？」


    「まぁ、用心ということです。不測の事態はあるものでしょう？」


    　指先を振るう。兎をスカートに潜もぐり込ませて、そのまま、ポケットに送りこむ。このときのこそばゆい感じだけはいつまでも慣れないものである。


    　さて、どうするべきか。これからのことを考えて、しかし、やめる。兎を作れる程度には回復はしたが、それでも全治というにはほど遠い、無理はしないほうがいいだろう。


    　少しだけ咳せき込んだあと、毛布を手た繰ぐる。


    　それからシロを抱しめ、隣に置いてあったカップに口をつけ、ゆっくりと味わって啜すする。ホットミルクの仄ほのかな甘さが、いくらか体の苦痛を和らげた。


    「ウサギ、好きなの？」


    　鈴すず音ねが笑みを浮かべながら問いかけた。どこか、からかうような色がそこにある。


    「……何やら失礼なことを考えていそうですね」


    「ふふ、最初見たときからずっと思ってたんだけどね。クールでドライで慇いん懃ぎん無ぶ礼れいで何やらすごい性格だけど、そういうところは女の子らしくて可愛いなーって」


    「……、本当、究極に失礼な人ですね。別に、単なる仕事道具ですよ。ぬいぐるみのほうが相手が油断しやすいでしょう？」


    「ふぅん、趣味ではないと？」


    「当たり前でしょう。わたしがそんな、ぬいぐるみを好きだなんて。子どもじゃあるまいし」


    　失礼極まりない発言に、いくらお釈しや[image: ]か様もびっくりの堪かん忍にん袋ぶくろを持つとされるわたしであっても、少し、ムッとくるものがある。


    「じゃあさ、この前、おままごとしてたのは、何？」


    「…………、何の話です」


    「昨日きのうだったかな、私が買い物から帰ってきたら、ウサギちゃんいっぱい出して何やら踊らせたり走り回らせたり──」


    「し、してません！」


    「おかしいな、ちょっと音を大きめにドアを閉めたら、急いで人形を片づけてたような……」


    「何でそんなこ──いや、それは、ど、動作確認で……」


    「あれ？　さっきしてないとか言ってなかったっけ？」


    「……記憶違いです。そういえば、動作確認をしていたような記憶はそこはかとなく……あったりするような、気も。でも、おままごとではなくて」


    「動作確認？」


    「……、そうです、動作確認です」


    「ものすごく苦しい言い訳のような気がするけど、それでいいんだ？」
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    「……いいんだも何も、そうなんですからいいも悪いもないでしょうに」


    「ふぅん？」


    　何やら小こ馬ば鹿かにしたような、そんな表情でわたしを見つめてくる。無む性しように腹が立つのではあるが、言い返すのも、淑しゆく女じよとしてどうなのか。


    　結果的には体ごと背を向け、シロをぎゅう、と抱くことで、そんな思考に決着をつける。


    「耳、真っ赤かだよ？」


    「……そう同じ手に何度も引っかかると思いますか？」


    「ふふ、すごい意地っ張り。素直に認めたらいいのに」


    　言わせておけばどこまでも付け上がる。なんと性格の悪い女であろうか。


    「……、わたし、寝ますから」


    　ため息をついて、それから告げる。実に、不愉快だ。こういうときには眠るに限る。そのほうが実に実に、精神衛生上よろしい限りではないか。


    　そう考えて目を閉じると、鈴すず音ねが何やら楽しげに、また、話しかけてくる。


    「あ、拗すねちゃった？」


    「拗ねてないですっ！　それに何ですか、そのお子様扱いした言い方」


    「とは言っても、大人には見えないけれど」


    「……。あのですね、わたしだってもう十…………、十代も半ばなんですから」


    「…………何その微妙な言い方」


    「……十四、五、六のどれかです、たぶん。よくよく考えれば、自分がいつ生まれたのかも知らないですけど、ともかく、子どもでないことは確かです」


    「……、そうなんだ」


    　笑みのない声に振り向くと、鈴音が何やら、神妙な顔でこちらを見ていた。


    「何です？」


    「ううん、なんでもない。ただ、私と一緒だなーって思ってさ」


    「……そういえば、あなたは人間でないのでしたね」


    「そうそう。記憶が飛び飛びしてるから、年齢と認識時間は合がつ致ちしないんだけど。たぶん、最初の記憶は明治維新前後くらいからだから、百は超えてるんだろう、という想像くらいでしか」


    「……長生きしてらっしゃるわりに、ずいぶん落ち着きがないんですね、あなた」


    「あはは、神楽かぐらちゃんも年齢のわりに、ずいぶん冷めてるように思えるけど」


    「達観していると言ってください。あなたみたいに年不ふ相そう応おうな若さよりかはマシでしょうに」


    「私の見た目はずっとこのままだからね。必要ないんだよ。世間体に合わせるから、老人は達観したように落ち着いてみせるだけ。終わりが見えているというのもあるだろうけど」


    「終わり？」


    「そ、寿命。近いうちに自分が死んで、消えてしまうことがわかるから、だからみんな一歩引いて、若者の成長を見守るように、達観したようになるんだよ。その点、私みたいな個体完結の生き物というのは、見守る相手もいないから────」


    　そこで言葉は途切れて、鈴すず音ねは遠くを見るふうに、目を細める。


    「だから、きっと、達観する意味も必要もないんだよ」


    　──私には見守る誰かもいないから。


    　そう続けて、どこか寂しそうに鈴音は笑った。


    



    　　○


    



    　十畳はありそうな、無駄に広い浴室はしかし、快適と言えば快適。


    　しばらくタオルで体を拭ぬぐう程度でしかできなかったからか。数日ぶりの風ふ呂ろは非常に心地よく、爽そう快かいで、非常に心安らぐ一ひと時ときである。普段シャワーですませることがほとんどなのもあるだろう。たまに浸かる風呂というのはやはり、素晴らしいものだと再認する。


    　ただ、ここには一つ、問題はあるのであるが。


    「さすがにお風呂場にはウサギちゃん、連れてこないんだ？」


    「……なんであなたがいるんです」


    「いや、いろいろと不便があろうかと思ったりしたんだけど。体も本調子じゃないみたいだし」


    「……、どれだけ調子が悪かろうが、あなたに体を洗わせるなんていうことはないのでご安心いただいて結構ですが」


    　ため息をついて、周囲を見渡す。大理石敷きの豪ごう奢しやな浴場。広いも広いが、その造りの高級さに先に視線がいってしまう。こう見えて意外に金があるのか、それとも、


    「……そういえば気になってたんですけど、この部屋は、あなたが？」


    　創造したのか。


    　空間を捻ねじ曲げて造られているのだろうことは、確かだ。一つしかない扉とびらを開けるときに、望んだ場所がそこに現れる。今回も、部屋から出る扉を開けたら脱衣所に直通だった。


    「ああ、うん。私が造ったの。といっても、お風呂とトイレとキッチンと寝室、四つしかないし、あんまり自慢できるものでもないんだけど」


    「……十分自じ賛さんに足ることだと思いますが。素直に驚きました」


    　空間魔術というのは、魔術の中においても特に、扱いが難しい。今世紀、いや、歴史的な大天才と言われるわたしであっても、これの扱いにはずいぶんと難なん儀ぎはしたし、仮にこの空間と同じものを造れと言われても不可能だろう。


    　空間を繫つなげることと、空間を生み出すことの間には、果てしない壁があるのだ。


    「そうかな？　そう言ってもらえると、ふふ、ちょっと嬉うれしい」


    　だというのに、その何でもないという口ぶりは、本当に大したことではないと思っているふうで、指摘しようかと思って、やめる。この娘にとっては本当に大したことのない事柄なのだろう。よくあることでは、あるのだ。人より優れた異い端たんの才能というものの持ち主には。


    



    　湯は微かすかに赤く色づいて、どこか甘い香りを伴ともなった。何かの薬液でも入れているのか、それともこれも生せい成せい物ぶつか。ともかく、心地いいことには違いない。


    「……居場所をつくるのが、得意でさ」


    「…………居場所？」


    「魔術でも、得意不得意ってあるじゃない？　たとえば火を扱う魔術は得意だけど、水を扱う魔術は苦手、だとか」


    「ああ……はい」


    　好きこそものの上じよう手ずなれ、ということわざがある。


    　その名のとおり、自分が好きなことに関しては熱中するし、興味もあるから自然それらは上達していく、などという意味であるのだが、魔術に関しても、これが多分に当てはまる。


    　わたしの場合であれば、人形や何かを操あやつること、そしてそれに付ふ随ずいする何か。たとえば人形用の亜空間倉庫、ポケットの作成などは人並み以上に優れるものの、それ以外の事柄に関しては、あまり得意であるとは言えない。


    　魔術の得え手て不ふ得え手てはその多くの部分を、術者個人の精神に大きな比重を置くものだ。そのぶん、差は普通の事柄に比べて、顕けん著ちよに表われる。


    「ある種の才能、と言うべきなのでしょうね」


    　努力を努力と思わずに、ただ、没頭できる。それこそが才能と言うべきで、そして才能というのは、そういう特異を語る言葉だろう。


    　この娘にしろ、わたしにしろ、そこに大きな違いはあるまい。


    「……ふふ、そうなのかな。神楽かぐらちゃん、少しだけ、目を閉じて」


    「……いいですけど、なんで──」


    　ぱしゃ、と水が跳ねる音。右にあった鈴すず音ねの肩が一瞬にして左に移る。


    「……空間転移、ですか？」


    　驚いて、目を開けた。先ほどまで右隣にいたはずの鈴音が、今は左隣で微笑ほほえんでいる。


    「うん。自分の居場所を神楽ちゃんの右から左へ。私は好きなところに、自分の居場所をつくるのが得意なのさ」


    　空間の操作というものは、通常は陣でも引いて儀式を行おこない、初めて成しえる魔術である。特に自分を瞬時に移動させる類たぐいの空間転移などというものは、その中でも非常に難しい。


    　それを得意としている魔術師を幾人か見たことはあったが、これほど容易たやすく空間転移を行える人物には、いまだ出会ったことはなかった。


    「と、言ってもほかは全然。普段は逃げるくらいにしか使えないんだけど」


    「自慢にしか聞こえませんね。十分すぎる技能だと思いますけど」


    「ふふ、そう言ってもらえると嬉うれしいかも」


    　鈴すず音ねは笑うと、少しだけ体をこちらに寄せてきて、肩が触れて心臓が跳ねる。断ことわりもなく乙おと女めの柔やわ肌はだに触れるというのはどういうことか。背筋にぞくぞくと、寒さむ気けが走り、動きそうになった体を抑える。とはいえ、その程度のことで突き放すというのもどうなのか。


    　以前、彼女の手をはねのけたことを思い出して、膝ひざを抱く。多少のゆとりというのは大切だろう。特に、わたしの心は慈愛に満ちているのである。


    　面おもてに出さぬよう平静を保って、薄うす紅べに色の水面を見つめた。この娘にとっては、なんでもないことであるのだ、たぶん、恐らく、きっと。その程度のことをいちいち気にしていては、何やら沽こ券けんに関わるような気がして、よろしくない。


    「……ずっと、どこかに居場所が欲しかったんだ」


    「…………？」


    「たとえば家族の一員、村の一員、国の一員だとかさ、そうであることを許容され、受け入れられるような、そんな居場所」


    　どこか懐なつかしむように、鈴音は笑う。


    「それなのに、上じよう手ずになるのはこういうものばかりで、どうにも。欲しいのは物理的な居場所じゃなくて、精神的なものなのに、ふふ、何だかうまくいかないもんだ」


    　それはどこか、寂しそうな音色を伴ともなって。


    「……魔術なんて、そういうものでしょう。魔術によって作られた居場所に、本当の価値があるなんて思えません。仮に、人の心を操あやつる魔術で自分の居場所を作ったとしても、むなしいだけではないですか」


    「…………」


    「それに、居場所なんて、得ようと思えば、いくらでも得られるものでしょう。ただ、その立ち位置に納得できるかどうかが問題なのであって」


    　両手にお湯をすくって、そうしてそこに映る自分を見つめた。いつもの、ただただ整った自分の顔が、そこにある。精巧で、繊せん細さいで、美び麗れいな、そしてそう自負している、自分の、顔。


    　それはまるで、人形のようで────


    「そうですね、望む望まぬも、好き嫌いも問わず、納得さえできれば──」


    　──それでも、居場所は居場所です。


    　わたしは、少しだけ目を閉じると、続ける。


    「青い鳥のようなものですね。真実、望むことさえできれば、それは自分にとっての居場所であり、幸福。実体のない、まやかしと幻想なのですよ」


    　湯が零こぼれ落ち、今度はいくらか血色のよくなった掌てのひらが目に映る。


    「……神楽かぐらちゃんは、今に満足しているの？」


    「さぁ、どうでしょうね。別に不満も満足も。わたしはずっとそうでしたから、それについて考えることもありませんね。だって、わたしは────」


    



    『わしの願いはな、神楽かぐら────』


    　思い出した言葉に、小さく笑う。


    



    「──わたしを愛することさえできれば、それで十分なのですから」


    「……、それが、神楽ちゃんの幸せ？」


    「そうですね、そう思えば、周りの言葉はみんな、雑音のようなものでしょう？」


    　そう、雑音だ。わたしがわたしとして生きるためには、他人なんて必要ない。


    　わたしが生きるすべてのことに、わたしが行動し、肯こう定ていし、非難する。


    　その自分が完かん璧ぺきなものであれば、心が揺ゆれることだってないのだから。


    「……すごいね、私には無理だ」


    「それはそうです。これは超天才スーパー美少女であるわたしだからこその考えですから」


    「……そういう問題ではないと思うけど。ふふ、でも、そうなのかもね。わたしは、誰かに認めてもらって、優しい言葉をかけてもらいたいと思うもの」


    「…………」


    「だから、神楽ちゃんが助けてくれたときは、本当に、嬉うれしかったんだ」


    　そうくすくすと笑って、肩が揺れる。その振動がわたしにも伝わって、僅わずかに、目を細めた。


    「私が神楽ちゃんを助けたのは、恩返ししたいなーだとか、そんなことを思ったりしたのもあるんだけどね。でも、本当は……」


    「……？」


    「また、お話ししてみたかったの。それで、くだらないことだとか、そんなことを言ったりしたりしてみたら、凄すごく楽しいんじゃないかなーとか、打算的なこともあったりして」


    「……、わたしはそのせいで迷惑をこうむっていたりするわけですか？」


    「ふふ、ごめんね。でも、たまにはこういうのも悪くはないなー、とは思わないかな」


    「別に、よくも悪くも。どうせ、わたしは体が治るまで、あなたの世話になるのです。その程度の迷惑であれば、わたしの寛大な心で許してあげてもいいでしょう」


    　現状を考えれば、答えはそれしかない。体が快調になるまでは、どう考えても安全な宿は必要不可欠。喋しやべりっぱなしのこの娘にさえ我慢をすれば、条件はすこぶる良好ではある。


    　そんなわたしの言葉を聞いてか。鈴すず音ねは唇くちびるを尖とがらせて、わたしのほうを僅かに睨にらんだ。


    「……むぅ、何やら酷ひどい言い方を。じゃあ、神楽ちゃんの好きなことって何さ？」


    「そんなの……、聞いてどうするんです？」


    「私だけ楽しいというのはどうか、という話だしね。私が楽しめて、かつ、神楽ちゃんの好きなことをやろうじゃないか、とか思ったり」


    「……また、わけのわからないことを」


    　実に実に、頭のおかしい娘である。


    「別に、好きなことなんてありませんし」


    「……ない？」


    「はい、別段、これといって」


    　好きなこと、と言われてみて、思い浮かぶのはせいぜい、人形のことくらいである。


    　それ以外、なんとも答えようがないものであるし、強いて言うなら自分であるのだが、それはともかく。どちらにせよ、わたしが喜ぶようなことを、彼女が提供できるとは思わない。


    「それは実に由ゆ々ゆしきことだね」


    「え……？」


    　そう思ったところで、ぱしゃ、と跳ねる水音。顔を上げると、彼女は真正面に移動していて、わたしの顔を覗のぞき込んでいる。


    「望むことの一つや二つは、神楽かぐらちゃんにもあるんじゃないかな？」


    「望む、こと？」


    「そう、たとえば美お味いしいもの食べたいなーとか、ああいう家具欲しいなーとか、ああいうとこ行ってみたいなー、とかさ、あるでしょ？」

  


  [image: ]



  
    「…………いえ、あまり」


    　怒ど濤とうの勢いで迫る鈴すず音ねに、少し押されるように、背中を縁にもたせかける。


    「あれ、ない？　んー、たとえば、甘いもの食べたいなーとか」


    「……それも、あまり、食べたことが」


    「そういうところがよくないんだよ！」


    「あ、はい……」


    　鬼の首でも取ったかのように、それ見たことかと語気を荒らげる。


    　何をこんなにも憤いきどおっているのだろうか。唐突な豹ひよう変へんに目を白黒させて、わたしは思わず間の抜けた声を出してしまう。


    「神楽かぐらちゃんにはチャレンジ精神が欠けているのだよ！　ああ、あれをやってみよう、これをやってみようというチャレンジ精神が」


    「……言ってることは、実によくわかるのですが、その、顔が近──」


    「今の話に関係は？」


    「いえ……あ、あまり」


    「じゃあ問題ないよね？」


    「ええと、はい、問題ないのですが、いえ……なくは、その……」


    　どうにも気け圧おされるように、言葉に詰まってしまう。鼻先が触れ合うような距離に詰め寄られては、どうにもしがたく、ただ、呆ぼう然ぜんと鈴音の言葉を聞くしかない。


    　何ゆえ、ここまで熱くなる必要があるのか。この娘の沸ふつ点てんがよくわからない。


    「うんうん、実に冷めた娘さんだとは思っていたけど、原因はきっとそこだね。夢や希望の前にそんな初歩の初歩で蹴け躓つまずいていたなんて」


    「蹴躓いていたんですか？」


    「蹴躓いていたんだよ！」


    　どうにも落ち着かず、目が泳ぐ。対して鈴音は、ずい、とさらに身を寄せる。


    「これは教育の必要があるね」


    「……また大おお袈げ裟さな」


    「いいや、大袈裟じゃない。神楽ちゃんがきゃぴきゃぴできるかどうかの瀬せ戸と際ぎわなんだ」


    「……できるようにならなくていいですし、死語です。きゃぴきゃぴって」


    「ニュアンスが伝わればよし、ともかく、これは強制なんだから。そんなんじゃ勝てる勝負にも勝てなくなってしまうのだよ」


    「……いったい何と闘っているんですか、あなたは」


    「生きるということに」


    　後ご光こうでも光らんばかりに鈴音が言って、わたしはため息をつく。何がどうなれば、少なくとも種別的には人間のわたしが、妖よう魔まに人生を教わるなどという事態に陥おちいるのだろう。疑問に思って首を振り、彼女を押して離す。それだけで、早鐘を打っていた心臓がペースを僅わずかに落とし始めた。


    「デートだね」


    「……あの？」


    　予想だにしない言葉が彼女の口から発せられて、聞き間違えたのかと様子を窺うかがう。


    　しかし、そうではなかったらしい。それがいかにも名案であるといわんばかりに、鈴すず音ねは満面の笑みを浮かべていた。


    「体が治ったら、まず、そこから始めてみようか」


    　そして、さも当然のように、有う無むを言わせず。


    　彼女は笑え顔がおでそう告げた。


    



    　　◆


    



    　幾度か揺ゆすってはみたけれど、お母さんは落ちてこない。ギシギシと、縄なわの音が聞こえるたびに、なんだかお母さんが痛そうに見えて、そのうちに諦あきらめた。


    　起きてみたらお母さんは天井からぶら下がっていた。それからずっとわたしを無視しているのだけど、それでも別に構わない。わたしを無視するのはいつものことだけれど、夜になってもお母さんが出ていかず、わたしをぶったりもしないのは少しだけ嬉うれしくて、兎うさぎを抱きながらぼんやりと過ごす。ごはんを食べるか聞いてみても無反応で、作ってもやっぱり食べなかった。


    　仕方なく自分だけ恐る恐るごはんを食べて、そのまま片づけ、いつものように毛布に包くるまる。ずっとぶら下がったままお母さんは何も言わないので、うとうとすると仕方なく、そのまま寝てしまうことにした。


    　勝手に寝るといつもお母さんは怒るのに、今日きようはやっぱり、何も言わない。


    



    　ふと朝起きたときに、目の前にいたのは、老人だった。お母さん以外の人間を、テレビでしか見たことがなかったから、物凄すごく驚いた。お母さんは知らない間にベッドに寝ていて、シーツを頭までかぶっている。


    「君は……鏡きよう花かの娘かい？」


    「……きょうか？」


    「……ああ、一緒に住んでいる人は、お母さんかい？」


    「あ……はい、そうです。お爺じいさんは、その……誰ですか？」


    「君のお母さんのお父さん……そうだな、君のお爺さん、ということになるかな」


    　いまいち言っていることはよくわからないけれど、とりあえず頷うなずいた。目の前のお爺さんは笑っているけれど、だけどなんだか、どこか悲しそうにも見えたのだ。


    　わたしをぶつときのお母さんがちょうどそんな感じの顔をしていたから、少し怖かった。


    「名前は……君の名前はなんというんだい？」


    「名前、ですか？」


    「……そうだね、いつもは、お母さんになんて呼ばれているのかな？」


    「……？　お前、です」


    　不思議に思いながらもそう告げると、お爺じいさんは首を横に振って、わたしに手を伸ばす。


    　叩たたく気なのだ。そう思って両手を上げると、すぐに謝った。


    「っ……ごめんなさい！」


    　たぶん怒らせるようなことを言ったのだ、何が悪いかはわからないけれど、きっと。そうしてしばらく身構えていても、いつまで経たっても痛みが来ない。不思議に思って顔を上げると、お爺さんが中途半端に手を上げたまま、とても悲しそうな顔でため息をついた。


    　いつ叩かれるのだろうかと怯おびえていると、お爺さんはわたしが見ていることに気がついて、そしてそのままゆっくり手を下ろす。


    「……すまないね、怖かったろう。お爺さんは君を叩く気なんてないんだ、怯えなくていい」


    「…………？」


    「これからもずっと、お爺さんは君を叩かない。約束しよう。信用できないかい？」


    　なんて答えたらいいのか、わからない。ただ、黙っていると怒られそうな気がして、兎うさぎを強く抱きしめて頷うなずいた。お爺さんの目が、兎の──シロのほうを見る。


    「お人形、好きなのかい？」


    　また頷くと、お爺さんは何かを思いついたように、笑いかける。


    「……少しだけそのお人形さんを貸してもらってもいいかな。何、酷ひどいことはしないから」


    　ちょっとだけ、躊ちゆう躇ちよした。お母さんにもらった大事で可愛いシロなのだ。それでも痛いのは嫌だったから、ちょっとだけお母さんのほうを見て、差し出す。貸してと言ったお爺さんは、右手の人さし指をシロに向けると、また笑う。


    「お爺さんはこういうお人形さんに命を吹き込む魔法使いなんだ。よく見ててご覧なさい」


    　手の間から勝手にシロが動いて、飛び降りる。そして二本脚で立つと、こっちを向いて頭を下げた。とても、というぐらいじゃきかないくらいわたしは驚いて、少し後ずさる。


    　今までシロが勝手に動いたことなんてないのだ。


    「君が今までずっと可愛がってくれたから、嬉うれしいそうだ。お礼をしたいと言ってるよ」


    「……お礼？」


    「ああ、そうだとも。いつもは一人で動けないけれど、今はお爺さんが魔法の力でお手伝いしているからね。ちゃんと会話もできるんだ」


    　シロはぴょんと肩の上に飛び乗ると、そのまま頰ほおを擦こすりつけてくる。驚いて、嬉しくて、わけがわからない気持ちになっていると、膝ひざの上に戻っていつものように座り、こちらを見上げてきた。


    　思わずぎゅうと抱きしめて、お爺さんを見る。お爺じいさんも嬉うれしそうに笑っていた。


    「シロと、お喋しやべりできるんですか？」


    「ああ、そうだとも。君のことは大好きだって言ってるよ」


    「……嬉しい」


    　腕の中で、シロはもぞもぞと動いて、顔を出す。こんなに驚いたことは初めてだった。


    「君もお人形さんと喋れるようになりたいかい？」


    「…………できるんですか？」


    「君もうんと練習すれば、お爺さんと同じようにいろんなお人形と喋ったり、遊んだりできるようになるよ。やってみたいなら、お爺さんがいくらでも教えてあげよう」


    　そう言って笑うと、お爺さんは手を伸ばし、わたしの頭を撫なでた。


    



    　今度は不思議と、怖くなかった。

  



  
    



    


    　　　　　四章『夢ゆめ現うつつ』


    



    「和かず政まさ様、つきましたよ」


    　側そつ近きんの佐さ伯えきに車くるま椅い子すを転がさせると、開けられた戸から中へと入る。それから、そのまま入り口から向かって最奥、坂さか上がみ当主である俺おれの席へ。


    　坂上本家の一室。坂上家全体の会議場として使われるそこに、集まっていたのは十人。


    　坂上からは俺と佐伯。葛くず葉は、辰たつ巳みの分家二つは主だった老人どもの中に若じやく輩はいが少し。そこに葛葉の倅せがれがいないのは、先日の儀での不ぶ様ざまゆえだろう。神楽かぐらを恐れるあまり小便を漏もらした、あの人形繰くりの姿を思い出すたびに笑いが込み上げてしまうのはどうしようもない。神楽も余計なことをしてくれたものだ。葛葉の老人に気づかれぬよう、口中で笑いを嚙かみ殺す。


    「さて、何事か。さぞ面白い話でもあるのだろうな？　でなければ帰るぞ」


    　そして、嚙み殺していた笑いを吐き出すように、そう告げる。険けんを浮かべたのは幾人か。平然としているのは辰巳の面々、逆に歪ゆがめたのが葛葉である。やはり、主導は葛葉なのだろう。


    　なんとも、くだらないことに精を出す爺じじいどもだ。枯れ木になっても、野心は絶えない。今回のこれとて、大して意味のある話ではないだろう。葛葉の老人が陰険でくだらぬことに精を出すのは、人が生きるために呼吸をするのと同じことだ。そこに意味を求めることなど、もはや哲学の領域である。少なくとも、俺おれは知らないし、知りたいとも思わない。


    「何事か、などと。和かず政まさ殿はその年で物忘れが激しいのか？　今語るべき事柄など決まっているだろうが。我々を馬ば鹿かにするのもそれまでにしてもらいたいな」


    　言ったのは葛くず葉は翁おう。こうして突っかかってくるのは今に始まった話ではない。


    　元々、先代の頃からこの爺じじいとは仲が悪いのだ。どうにも野心が強く、坂さか上がみに下げ克こく上じようをしたい腹でいるようで、事あるごとに重箱の隅すみをつつくような非難の声を上げている。


    　爺は爺らしく、墓の下に潜もぐる準備をしていればよかろうに。ため息を堪こらえて言葉を返した。


    「それは神楽かぐらの話だろう？　逃げたなら捜せばいい、捕らえればいい。それ以外に何か語る言葉は必要か？　それともまさか、お前たちの無能をひり出した尻しりを俺に拭ふいてほしいのか？」


    「……街にはおらぬ。おるとしてもどこか、隠れ家があるな」


    「阿あ呆ほうが、何日経たっていると思っている？　普通に考えりゃ街の外でのうのうと暇いとまを謳おう歌かしているだろうさ、ただでさえ小こ賢ざかしいあのガキだぞ」


    　神楽はいまだ行方ゆくえ不明。そして少なくとも目星もついていない、そういうことになっている。間抜けぞろいの三流人形繰くり風ふ情ぜいに、万全の人形遣いが後ご手てに回ることはまぁないだろう。


    　人間としてはいささか頭の不ふ憫びんな娘だが、小賢しい悪知恵だけはよく働くのだ。そう滅めつ多たなことでは捕まることはない。初日二日で捕まらないなら少なくとも、この爺の手下ではもはや捕ほ獲かくは不可能だろう。


    　問題は、次。


    「……失礼だが、和政殿。あの娘の居場所を知っているなどということは、あるまいな？」


    「は、知るものか。それに、別段知りたいとも思わないからな」


    「また異いなことを言う。坂上が血筋の人形繰りだぞ？　何か事を起こしてからでは取り返しのつかぬことにもなろう、御おん身みの立場すら、危あやうくなるほどに」


    「くく、本音が顔に出ているぞ。まるで餌えさ箱ばこを前にした犬のようだな」


    　葛葉翁の愉快そうな表情というのは、この立場関係ではなかなか見られぬ。よほど今回の件には自信があるのだろう。それだけに、多少の興味はそそると言っていい。


    　果たしてこの三流は、人形遣いをどう踊らせる気でいるのだろうかと。


    「あいつは木で偶くのように面白みのない娘であるが、さっきも言ったように、それなりに頭も回る。元々臆おく病びような兎うさぎのような娘だ。放っておいたところで、兎は兎らしく、草でも食って生きるだろうさ。それぐらいの勘定はできるだろう。まぁ、どこぞの誰かが、人にん参じんでもぶら下げるなら話は別だが」


    「……可能性は僅わずかでも、我々を脅おびやかす危険性があるのであれば、それに尽じん力りよくするのが道理だとわしには思えるが？」


    「だから、それがお前らの仕事だろうに。同じことを二度言わせる気か？　俺は忙しいんだ」


    「金勘定に、かね？」


    「それ以外に何がある？　夢見る介護老人を矜きよう持じのみで食っていかせるというのは、知らぬだろうがこれまた骨でな。介護するのに金が湯水の如ごとく必要となるのだよ、葛葉翁」


    　老人たちは、ただでさえ深い眉み間けんの皺しわをより深めて、歪ゆがめた。空気が険けん悪あくになる。


    「……それは、わしらのことを言うておるのか、和かず政まさ殿？」


    「自じ虐ぎやくが過ぎるな葛くず葉は翁おう、俺おれは夢見る介護老人と言っただろう。よもや自身のことと思われるとは、何か、思い当たる節でも？　───オムツでも穿はいてるわけではなかろうに」


    「貴き様さま……ッ！」


    　唾つばを飛ばしながらそう叫ぶと、葛葉翁は額ひたいに青筋を立て勢いよく立ち上がる。老人にしては意外なほどに機敏な動きに少し笑いそうになりながらも、堪こらえて、見み据すえる。


    「突然立ち上がって、どうされた？　ああ、ご不ふ浄じようかね、年々近くなってよくないな」


    　指先を軽く振るい、念ねん糸しを伸ばし戸を開ける。そうして笑いかけると、さらに葛葉翁は怒りに顔を歪めて、殺気を込めた視線を向ける。実に愉快な心地であった。人形繰くりだとのたまう老人が、言葉一つで人形のように掌てのひらの上で踊るのだ。愉快を超えて滑こつ稽けいですらある。


    　どうあれ、この老人の顔も見飽きたところ。そろそろ首をすげ替える時期でもあろう。


    「……気分が悪い、失礼する。いつまでもそう、強気でいられると思うなよ」


    「くく、いくら吼ほえようが、猫では獅し子しに敵かなわぬもの。まずは鋭するどい牙きばと強きよう靱じんな体たい躯くを持ってから。捨てゼリフも見栄えがしなければ、遠吠ぼえにしか聞こえぬものだと思わんか？」


    　忌いま忌ましげに顔を歪めたまま、何事か悪態をついてそのまま大おお股またに部屋を出る。それに倣ならうよう、おどおどと周りを窺うかがいながら席を立つ残りの取り巻きども。


    　これで、部屋に残ったのは坂さか上がみと辰たつ巳みのみとなる。葛葉の爺じじいどもの背中を鼻で笑うと、葉巻に火を点つけ煙を吐き出す。


    　辰巳は無関心、あわよくばを狙ねらう程度のもの。となれば、ここにさしたる脅きよう威いはない。


    



    「挑ちよう発はつしすぎではないですか、あれは？」


    「そう言うな佐さ伯えき、人間怒らせたほうが行動がわかりやすくていい。それに、感情というのは人の本能や本質の表われだ。これを御ぎよすることさえできれば、人は思いどおりに動く」


    「それが、人形繰りとしての器うつわ、ですか？」


    「くく、勘違いしているようだが。人形繰りは、あくまでただの傀く儡ぐつ遊あそびよ。我ら坂上が初代より追求していたものとは、似て非なるもの。根本はそちらに近い」


    　鋭い目をした痩そう身しんの男──佐伯は俺の側そつ近きんに当たる。戦闘の実力はそれなりだが、事務処理能力は高く、それゆえ、古くから俺はこの男を重ちよう用ようしていた。それなり、と言ったように人形繰りとしての能力はそう高いものとは言えないのだが、武術を修め、芸に秀ひいでる。


    　一芸特化の神楽かぐらなどよりは数段使いやすい男で、そしてこの男が裏切れば、そのときが俺の死に時だろう。それぐらいに、俺の秘密をこの男は知っている。


    「人繰くり、ですか？」


    「神繰り、だ。我らの芸の大おお本もとは神かみ遊あそび、神楽かぐらだ。肉の形かた代しろに神を降ろし、そしてそれを揺ゆり動かし、繰くり操あやつって刃やいばと成す。そこに必要なものは無む我がの形代、そして繰り手の強きよう靱じんなる意志。神とは強靱なる思念によってのみ存在する化け物よ。その膨ぼう大だいな思念を統すべるまでの過程、その修練としての人形繰りであり、人繰りであるのだ。そして葛くず葉は・辰たつ巳みの老人どもはそれを知らない、実に滑こつ稽けいだろう？」


    「……では、神楽様は」


    　親おや父じ殿が神楽に向けた感情は、溺でき愛あいに近い。いまだ、それは答えのない疑問ではあった。それに近いものを見つけた気は、しないではないが。


    「さて、な。親父殿がどう考えてあの名を付けたのかは知らぬが、いやまぁ、結果を見ればこれほどに決まった名もあるまい。腕もともかく、性格も、人形に対しての強い執しゆう着ちやくもな。病気の類たぐいだろう、そうは思わんか？」


    「……和かず政まさ様は、それが気に喰くわないのですね」


    「気に喰わない？」


    「不ふ憫びんな娘です。それに対して、付けられた名前がそういうもので、そして、当の神楽様が先代の付けた名のとおりの────」


    「阿あ呆ほらしい。お前らしからぬ発想だな。あれがそのまま心を磨ま耗もうさせていけば、終ついは形代、俺おれが喜びこそすれ悲しむ要素はありはしない。逆にあやつが本当の意味で、坂さか上がみの人形遣いとして覚かく醒せいするのであればそれもよし、しかしそれは、なかなか期待しがたい話であるが」


    「それは……なぜ？」


    「我らが御ぎよするのは強靱なる意志であり、それは感情だ。木偶でくに小こ手て先さき以上のものを求めるというのは、いささか無茶が過ぎるだろう。あれの技巧は先代を凌しのぐが、それだけよ」


    　あくまで、神楽は人形遣い、人繰りではない。人形繰りとしては一流であっても、人としては三流に劣おとるあの娘に、これ以上の進歩は望めはしない。


    　親父殿の、坂上の籠かごの中でしか飛べぬ鳥。籠が開けど逃げ出さず、ただ佇たたずみ。なれば、このあたりで羽をもいでやるのも優しさか。


    　もう二度と、外への憧しよう憬けいを抱いだくことなく、ただの籠の鳥としての生涯を全まつとうできるように。


    「まぁ、そんなくだらん話は置いておいて、だ。どう思う？」


    「葛葉翁おうのことですか？」


    「それを含む全体だ。あれだけ爺じじいがほざくのだから、何かしらのからくりはあるのだろうよ。それがいったいどういうものなのか、知りたいのはそこだ」


    「……そうですね。でなければあれほど強気には出ないでしょう。神楽様が人形遣いの称号を得たあたりから、葛葉の息がかかった仕事が異常なほどに増えました。辰巳からも、少し多めに、最初はただの嫌がらせかと思いましたが────」


    「そのあたりから、くだらん画かく策さくが始まっていたと考えるのが妥だ当とうだろうな」


    　葛くず葉は・辰たつ巳みに処理ができない仕事を、坂さか上がみが処理する。それが、この三家の仕組みだ。


    　葛葉・辰巳が案件の処理をできないと言い出せば、必然的に坂上の仕事は増える。葛葉や辰巳にもプライドが当然あって本来そう滅めつ多たな事ではこちらに仕事を廻してはこないのだが、今回に関してはそれが異常だった。


    　分家から回されてくる膨大な案件に坂上の処理能力すら限界に近づき、結果として、神楽かぐらに過密なスケジュールを組む必要があったのだ。


    「最近の依頼の大半は、人狼いぬの討とう伐ばつだな」


    「ああ、はい、そうですね。そのはずです」


    「そして、元々その対処に回っていたのは、葛葉、だろう？」


    「和かず政まさ様……？」


    　人じん狼ろうは主に、吸血鬼に使し役えきされる妖よう魔まである。


    　単一で群れをなしていた時期もあるにはあったが、近頃ではそう見かけることもないし、そして見かけることがあったならば、即座に討伐されている。基本的に言葉を喋しやべれる程度の知能しか持たない人狼は、情報社会となった今では頭が極端に足らなすぎるのだ。そのため、吸血鬼など、真っ当な頭を持つ別種族の庇ひ護ご下かに入り、その下で働かなくては生きてはいけない。


    　今回も例外ではなかった。人狼とは別に、頭がいる。


    　そしてその頭は既に三年、尻しつ尾ぽを摑つかませていないというのが、葛葉の言い分。


    　葛葉の繰り手のその劣れつ悪あくな腕を考えればありえない話ではないと思っていたのではあるが、ここに至って新たな考えが浮上する。


    「……最後の依頼は吸血鬼絡み、か。件くだんの吸血鬼が、この辺りで人狼を使って人を狩っていることは当然ながら知っていた。しかしもう一つ、野の良らのほうは？」


    「私の耳にも。そもそもが、害のない吸血鬼を捕らえよ、というのがどうにも。胡う散さんくさい話ではありますね。そんな吸血鬼を、誰が見つけて依頼をかけたのか」


    「そしてあげくには、その野良を件の吸血鬼に引き渡せ、か。妙な話だとは思っていたが」


    「あれも葛葉からの案件でしたか？」


    「もとはこの辺りの地主からの依頼だ。そこから葛葉を通ってこちらに来た。あとになって調べてみたが、地主本人はその依頼の話を聞いておらず、秘書がやったものだと。秘書は依頼の見積もりが終わったあと、失踪しているそうだ。実に疑わしい話だろう？」


    「……偽にせの依頼、それが罠わなだったとしても、葛葉は多少の信頼を落とす程度でしょうな」


    「背景を調べておくべきだったな。最近は右から左へ流すだけ、というのが多かった」


    「それは仕方ありません、和政様。近頃は奴やつらのおかげで忙ぼう殺さつされていましたから」


    「そのせいで爺じじいの掌てのひらに片足でも乗ったのかと思えば、後悔をしたくもなろうよ。そもそも、それ自体あの爺のくだらん画策だろうに」


    　そう笑って、煙草タバコに口をつけ火を灯ともす。温ぬるい煙が喉のどを通り、肺を満たして吐き出される。美う味まいとも不ま味ずいとも感じない、ただこの行為に苛いら立だちが和らいだ。


    「……仕掛けがあるとすれば、野の良らのほうか。どう思う？」


    「恐らく。精神干渉の魔術でも修めているのか、どうあれ神楽かぐら様を操あやつる手段があればこその強気でしょう。現状の疑惑を真しんにするのが、最も手っ取り早い」


    「まぁ何にせよ、調べてみる価値はあるだろう。あのガキがそう易やす々やすとそんなものにかかる奴やつだとも思えぬが…………いや案外、ありえるかもな」


    「…………？」


    「野良犬に情をかけるは子どもの常だろう？　ああ見えてあれも、乙おと女めの端はしくれでな」


    　憐れん憫びんや、同情、なんでもいい。合理的な判断を鈍にぶらせるシチュエーション、それさえ与えてやれば、そう難しい話でもない。あの娘は、そう────、


    「────純粋なのだ、気に喰くわぬほどに、な」


    



    　　○


    



    「……わたしは、かわいい」


    　鈴すず音ねの部屋、洗面所の鏡の前。


    　鏡に映った自分と、視線を合わせて言葉を投げかける。金色の髪は細くて綺き麗れいで、顔の作りも天使のように美しい。客観的にそれは正しい事実である。


    「……わたしは、かわいいのです」


    　もう一度、言葉を投げかける。鏡の向こうには、ぼんやりとしたわたしの顔。口角を上げて、目を細める。鏡の向こうのわたしもまた、倣ならうように笑みを作る。表情筋の動かし方はまずまず。目元を少し調節して、綺麗な笑みを心がける。


    「わたしは、わたしのことを好きなのです」


    　嫌いなわけがないだろう。何もかもが自由な体。動きも、感情も、望めば望むだけの反応が返ってくる。誰より上じよう手ずに自分を支配し、誰より上手に操れる。見た目は綺麗で、文句の付けようもない。才能だって誰よりある。そんな自分を、嫌いになるわけがない。


    　当然の事実で、それもまた、客観的に正しい事実である。


    『わしの願いはな、神楽。お前に自分を──』


    　そう、何も間違ってはいない。


    　腕の中でシロが身をよじり、わたしに頰ほおを擦こすりつける。その額ひたいに優しくキスをして、わたしはまた、鏡に視線を向ける。


    「わたしは──」


    「神楽ちゃんっ、そろそろお着替えしよ？」


    　驚いて振り返ると、不思議そうな顔をした鈴すず音ねがわたしを見ていた。


    「どうかした？　神楽かぐらちゃん」


    「……、ああいえ、なんでもないのです。ちょっと自分の顔に見み惚とれていただけです」


    「……それ、なんでもなくはないような……。どちらかといえば神楽ちゃんの頭が恐ろしく大変な気がするんだけど」


    「とことん失礼な人ですね、あなたは。わたしがかわいいのは事実でしょうに」


    「ああ、うん、まぁ……ふふ、確かに神楽ちゃんはかわいいと思うよ」


    　言われた言葉に、シロをぎゅうと抱いて、目を逸そらす。くすくすと、鈴音が肩を揺ゆらした。


    「えへへ。そういう、自分で言っておきながら、人に言われると照れちゃうところとか。時々狙ねらっているのかと思っちゃうくらいだね。あざとさを感じるよ」


    「……うるさいですね、あなたに言われると馬ば鹿かにされているような気がするだけです」


    「本当は嬉うれしいくせにー。いやまぁ、そういう変なところとか照れ屋さんなところを含めて神楽ちゃんのかわいさは成り立っているんだけどね」


    　楽しげに髪を揺らして、そのままわたしの手を取った。


    「ほらほら、おめかしの時間だよっ。今日は熟慮に熟慮を重ねて神楽ちゃんのコスチュームを選んだのです。着てみて着てみてっ」


    「……引っ張らなくても行きますから。それになんですか、コスチュームって。ちゃんと変装になってるんでしょうね？」


    「もっちろん、見てからのお楽しみなのだよっ」


    　ぐいぐいと手を引っ張る鈴音を見たあと、横目に鏡をちらと見る。


    　そこに映ったわたしを見て、それから僅わずかに、目を閉じた。


    



    　体が完治するまでに、それから一週間。


    　人目につきやすい金髪を隠すよう黒のウィッグを装着し、わたしがいつも着ているワンピースとは趣向の違う、鈴音の服を着て街中に出てきていた。


    　鏡で見た感じであれば、少なくとも同一人物だとは思うまい。あふれんばかりの美少女ぶりを隠すことはやはり難しいものの、服装と髪の色を変えるだけでずいぶんと印象は異なるもの。


    　しかし、しかし。自分の格好を見直して、眉まゆを顰しかめた。


    　今回の主目的は変装しての調査であって戦闘ではない。そう考えればまあ、人形を呼び出すためのゲートである、ポケットのための衣服の死角を気にする必要はない。それに、もし戦闘になったとしても、服が破けることを厭いとわなければ対応は可能だからだ。


    　それよりも気になるのは、今穿はいているショートパンツなるものである。着慣れたワンピースでも、スカートでもない。ショートパンツなるものである。


    　まるで太ももをひけらかすような、実に破は廉れん恥ちな仕上がり。この格好は清せい廉れんな淑しゆく女じよが着るものとしてどうなのか。まるで下着で歩いているような心細さである。


    　こんなものを平然と穿はけるとは、世の娘というのは頭のネジでも取れているのではあるまいかと、普段街中で見るときには冷ややかな視線を送っていたのではあるが、よもや、このわたしがこんなものを穿くときが来るとは思わなかった。歩くたびに何やら、視線を感じるような気がしてくる。


    　何ゆえわたしがこのような、ふしだらな格好をしなければならないのか。


    　負の方向へと向かいそうな思考を、首を振ることで紛まぎらわせる。


    『絶対穿きません！』と言い張るわたしに『大丈夫、神楽かぐらちゃんが着たら超可愛いから！　超キュートだよ！』『ほら似合ってる！　神楽ちゃんて何着てても可愛いよね！』などとごり押しし、それが通じないと見ると今度は『ふーん？　恥ずかしい？　神楽ちゃん意識しすぎっていうかー、ちょっと服装変えるだけだよ？　それにさ、神楽ちゃんが恥ずかしいと思う格好をしなきゃ変装にならないんじゃないかなー？　合理的だよ？』などと実にさまざまな手法で滔とう々とうと説得をされ、わたしが折れたのは三時間後のこと。


    　まるで洗脳教育が如ごとき言葉の繰り返しだったショートパンツという言葉がゲシュタルト崩ほう壊かいしそうになるほど繰り返され、精神的疲労によりわたしがもうどうでもいいか、と諦あきらめるまで説得が続けられたのである。そのおかげで現在の時刻は正午を過ぎていた。


    　どれだけショートパンツを穿かせたかったのか、この娘は。
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    　今さら悔くやんでも仕方がない。それはわかっているのだけれど、どうにも、隣を歩く鈴すず音ねの、この勝ち誇った顔が何やら非常に腹立たしい。


    「……、腕、組まないと駄目なんですか？」


    「いやいや神楽かぐらちゃん、こうすることによって、普通に買い物に来た仲よし女の子二人組に偽ぎ装そうしているわけだよ。ほらほら、実に合理的だね？」


    　並んで歩くだけでも十分過ぎるのではないだろうか、というわたしの質問の答えにはなっていない。合理的という単語を、まさかわたしを丸め込める魔法の言葉とでも思っているのか。


    　文句を言いたくもなるが、現状、合理的という言葉を実に実に合理的に使っているというのも、腹立たしいが事実である。


    　確かに、まさかわたしが誰かと連れ立って街中を歩くなどとは、誰も思うまい。まして、誰かと腕を組んで街中を散策するなど、普段のわたしを知っているものなら二度見するような事態である。変装してなかったとて、見間違いだと流されてもおかしくはない。


    　そう考えれば確かに、それは大きなメリットであると言えるのだが、やはり心中は穏やかでなかった。なにやら気恥ずかしさから来るむずがゆさが、どうにもよろしくないのである。


    　無む性しように落ち着かない。シロを抱きたくなったが、小さく唸うなって諦あきらめる。まさか追われてる状況で変装までしているというのに、堂々とシロを抱くような間抜けができるはずもない。


    　何ゆえ、わたしがこのような目に遭あわねばならないのか。鈴音を睨にらみつける。


    　鈴音はそんなわたしに気づかず、鼻歌交じりに実に嬉うれしそうな顔で街を見渡している。外に出るのは慣れているのか、自身の妖よう魔まの気配もうまく消していて、傍はた目めにはただの少女そのものだろう。討とう魔まであれ、よくよく見ねば気づきはしまい。


    　何やらその自然体な落ち着きようがどうにも不愉快であるのだが、言葉に出さず嚙かみ殺す。


    「ふふ、お友達と連れ立って、街中でデートだなんて。ちょっと憧あこがれてたりしてたんだ。神楽ちゃんはどう？」


    「……そもそも仕事以外で、あんまり外に出たことありませんから」


    「なら神楽ちゃんも、記念すべき初めてのデートだね。いやー、私も緊張しちゃう。こんなに可愛いお嬢さんとデートだなんて誉ほまれだよ」


    「……デートって。遊びに来てるんじゃないっていうこと、わかってます？」


    　一応は、アゼリアの根ね城じろを捜すための探索であるのだが、鈴音には緊張感がない。


    　だから一人で行くと何度も言ったのだが、そのたびに、こうしたほうが違和感がないと強く説得され、仕方なく今の状況があるわけである。


    「わかってるわかってる。あ、クレープ屋さんだ、食べるよね？」


    「…………はぁ」


    　それを早くも後悔しながら、ため息をついて、ビルとビルの隙すき間まを見やる。


    　吸血鬼をはじめとする知恵と力のある妖よう魔まは魔術を扱い、そしてその多くが自みずからの根城を現げん世せいに重ねて構築する。普段巧妙に隠されているその扉とびらではあるが、外出のたびに僅わずかに漏もれる魔力の残り香がだけは隠しきれない。だから追われる前まではそれを探ってほうぼう駆かけ回っていたのであるが、一向に見つからず今回、残るこの中心街にやってきたというわけだった。


    　通常そうした根城は、人ひと気けのない場所に建てるもの。たとえば、鈴すず音ねであれば、わたしが絶体絶命のピンチに陥おちいっていたあの廃ビルが、彼女の家の入り口になっている。


    　街中であればあるほど当然、討とう魔まの巡視は多くなる。だから当然、彼女のような選択がベターで、街中なんて狂気の沙さ汰ただ。だから、そんなところに建てる奴やつはいないだろうと、そう後回しにしていたのだが、しかし人じん狼ろうの出没頻ひん度どが高いのも、この中心街ではある。


    　餌えさが多いから、そうした理由かと思ってはいたのだが、案外、裏をかかれたか。


    「どれにする？」


    「え？」


    「クレープ」


    「ああ……あの、食べたことないんで、どれが美お味いしいか……」


    「わかった、それじゃあ私が……」


    　そう言うと、何やら甘ったるそうな名前のクレープを二つ選んで、財布を取り出しお金を払う。ぼんやりとそれを見つめて、そしてふとわいた疑問を口にした。


    「…………そういえば、鈴音、お金なんてどこで」


    「ああ、こう見えて結構お金持ちなんだよ。昔の骨こつ董とうだとか装飾だとか売ったら、それだけでそれなりのお金になるしね。伊だ達てに長いこと生きてないというわけさ」


    「ああ、なるほど。明治維新前後、とか言ってましたっけ？」


    「んー……たぶんね。昔はもっと討魔が大きかったから、大きな町には最近まで入れなかったんだよ。それで山奥の村々を渡り歩いて……井戸掘ってあげたりしてたら喜ばれてさ、いろいろもらいながら日ひ銭ぜにを稼かせいでいたわけ。神様のふりしてね」


    　日が出ているときは、元々薄い鈴音の妖よう魔まの気配がわたしですら感知できない程になる。力も格段に落ちるようだが、その代わり、邪よこしまなものには映るまい。この状態で魔術を扱えばなるほど、信心深い辺境の村人たちにとっては、神の化け身しんも同じに映ることだろう。


    「……、そうですか」


    　そして、神の化身にならざるをえない理由も、語られるまでもなく、理解はできた。


    「うん、それから一度、討魔に殺されかけて、そこから長いこと寝てたから、実際の時間で言えばそんなに多くもないよ。起きたのは最近だしさ」


    「最近？」


    「うん、最近。えーっと、大体ね……」


    　言いかけた途中で鈴音は眉まゆを顰しかめた。顎あごに手を当てて、いくらか、考え込むように。


    「……あれ、いつ、だったっけ」


    「……老人ボケというやつですか？　ずいぶんな年のようですし」


    「ひ、酷ひどいことを言うね……」


    　唇くちびるを尖とがらせ鈴すず音ねが言う。その様子はどうにも、年頃の同年代の娘にしか見えないもので、実に情けないものである。


    　静かにわたしはため息をついて、クレープ屋さんの声に鈴音を促うながした。


    



    「美お味いしい？」


    「……まぁまぁですね」


    　予想どおりに、これでもかというくらいに甘さを詰め込んだアイスクリーム入りのクレープを食べながら、また歩き出す。とはいえ癖になりそうなその甘さは、悪くはない。


    　チョコレートアイスと生クリーム、そしてフレークの歯触りは、単純ながらもしかし、奥深い味わいである。甘さを幾重にも交差させて生まれたその調和は、まるで一つの世界と言えるほどに高められ、舌の上で踊り、わたしの味覚を刺激した。


    　なるほど、世の婦女子が好んで食べるとされるクレープであるが、味わってみれば確かに人気が出るのがわからなくもない。単純かつ繊せん細さいで、しかし重厚感すら感じられるこの食物は、婦女子の受けを狙ねらったあざといまでの甘かん味みである。そして見た目も非常に可愛らしい。


    　認めてやってもよいだろう。天才美少女美食家としての一面も持つわたしを唸うならせるほどの味ではないものの、及きゆう第だい点てん程度はやらなくもない。


    　もう一口、と口をつけたところで、視線を感じて左を見ると、何やら嬉うれしそうな鈴音が視界に入って、眉まゆを顰しかめる。


    「……何ですか？」


    「いや、まぁまぁとか言ったわりに凄すごく美味しそうに食べるなぁって」


    「そうですね、及第点といったところでしょう。まぁ、悪くはないというくらいでしょうか」


    「……、本当、素直じゃないね」


    「所しよ[image: ]せん婦女子の食べるものです。そんなものが、わたしから及第点をもらえるだけでも栄えい誉よ極まりないことでしょうに」


    「神楽かぐらちゃんも十分、婦女子の範はん疇ちゆうだと思うんだけど……」


    　大きなため息をついて、まぁいいや、などと鈴音が何かを諦あきらめたような声を出した。


    　なんとも、不ふ敬けいな娘である。


    　最後の一口を食べて、飲み込んで、鈴音を睨にらみ口を開いた。


    「んっ、あのですね、あなた、わたしを何だと────」


    「あ、たい焼き屋さんあるよ、たい焼き食べる？　甘くて美味しいよー？」


    「……ごまかさないでください。食べますけど」


    「……食べるんだ？」


    「せっかくの勧めです。下しも々じもの味というものも一応、味わっておく必要もありますし」


    　そう告げるとわたしは目線で、たい焼き屋さんの前に鈴すず音ねを促うながした。


    



    「美お味いしい？」


    「……まぁまぁですね」


    　これもまた、珍妙な外見からは想像できない、なかなかの美味である。外のカリカリとした食感と、生き地じの持つ柔らかさ、そしてその中の餡あんの絶妙な甘さ。


    　先ほどのクレープを甘かん味みの女王とするならば、こちらは甘味の皇帝だと称してしかるべき存在だとは言える。クレープに比べて甘さはやや控えめであるが、しかし味で言うならばクレープと[image: ]そん色しよくない代しろ物ものだと言えよう。甘みを全面に押し出したクレープに比べれば、たい焼きのほうは少しおとなしめでありインパクトに欠ける。そう見られてしまいがちではある。


    　しかし、たい焼きにはクレープにはない、生地の食感という武器があるのだ。


    　甘みという槍やり衾ぶすまの間を縫ぬうように飛来する、食感という名の矢の嵐あらし。甘みだけを意識していると、そこでまず、痛い目を見ることになる。騎馬の突撃のように見栄えのする、クレープのような単純明快な甘味ではないのだ。


    　──これは策さく謀ぼうの香り漂ただよう、二段の罠わな。


    　どちらが上か、という評価はどうにも難しい。両者に甲乙はつけがたいところである。ここはさらなる吟ぎん味みが必要だろう。


    　最後の一口を放り込み、もう一つを取り出そうとしたところで、視線を感じて左を見る。


    　またもや、何やらにやつく鈴音の顔がそこにあった。


    「……何ですか？」


    「まぁまぁのわりに本当、美味しそうに食べるよね、神楽かぐらちゃん」


    「そうですね、それなりに美味しいですから。まぁ、悪くはないです」


    「……、神楽ちゃんって、ほんっと素直じゃないよね。さっきと感想一緒だし、二個目食べようと手を伸ばしている状態で言うセリフじゃないと思うんだ、それ」


    「食い意地が張っているみたいに言わないでください。失礼な人ですね」


    「美味しいんだよね？　素直に美味しいって言えばいいのに……」


    「及第点だと言ったでしょう。所しよ[image: ]せん婦女子の食物です。評価としては────」


    「……素直じゃないなぁ」


    「素直に受け取れないあなたに問題があるのでしょう。わたしは思ったとおりを口にしているまでです」


    「私のせい!?」


    「それ以外にどう取ると。よもやわたしのせいにでもするつもりなのですか？」


    「……いや、なんというか、何でそんなに自信満々なのか、私は不思議なんだけど」


    　ため息をつく鈴すず音ねを尻しり目めに、たい焼きを口に運んで頰ほおを緩ゆるめる。


    「うん、まぁまぁです」


    　そう言って笑うと、そのままわたしはもう一口。やはりやはり、なかなかの美味ではあるものだ。そう判断を下して、頷うなずいた。


    



    



    「神楽かぐらちゃんっ、見て見てっ！」


    　なぜこの娘はこれほどまでに元気なのだろうか。隣から異様に元気な声が聞こえて、わたしは何度目になるかわからないため息をつく。


    「……手を引っ張らないでください。行きますから」


    　わたしは今、何をしているのだろうか。ぼんやりと考えながら、手を引かれるまま店に入る。


    　露店、喫茶店、洋服店、今度はアクセサリーショップ。好奇心が旺おう盛せいなのか、どうなのか、鈴音はいつも以上にはしゃぎっぱなしである。何がそこまで楽しいのか、あっちこっちに視線を向けてはキラキラと目を輝かがやかせていた。


    「……あなた、よく一人で街中に出ていたんじゃないんですか？」


    「ん？」


    「目新しいものだってないでしょうに。ずいぶん楽しそうですね」


    「あったり前じゃん！　一人より神楽ちゃんと一緒のほうがいいに決まってるよっ」


    　そう笑ったあと、少し、鈴音が考え込むように額ひたいに手を当てる。


    「それに、ちょっと前まで、こんな場所少なかったしさ。デパートとか商店街とか行ったらちょっとは置いてあったけど、けど、やっぱり今とは比較できないね。コンビニとかもほら、この前できたところじゃない？」


    「……あのですね、わたしが生まれた時ですらそこら中にあったはずですよ、コンビニは。あなたはこの前は、一体いつの話なんですか……」


    「……へ？　いつって、ここ一年とか……」


    　不思議そうな顔をしたままで、鈴音は言う。むしろ不思議なのはわたしのほうである。


    「どんな田舎いなかにいたんです。少なくとも四、五年前には一キロに一軒のレベルでありました」


    「い、いや、だって、ちょっと前まではお買い物とか、商店街とかデパートじゃないと手に入らなかったり……」


    　二十一世紀に入って既に十年を超えているというのに、この娘の頭はどうやら八十年代で止まっているらしい。眉まゆを顰しかめると、鈴音は唇くちびるを尖とがらせる。


    「むー、ちょっと認識が違っただけじゃんか……」


    「違うどころの騒ぎじゃないと思うんですが。物覚えが悪いだけかと」


    　そうため息を吐いていると、鈴音が少し怒ったような表情で、ずい、と体を近づける。


    「……そんな酷ひどいこと言うんだ？」


    「あっ、……あなたが馬ば鹿かなことばかり言ってるから呆あきれたんです」


    　近づかれたぶん、彼女から一歩離れると、一転、鈴すず音ねが楽しそうに目を細める。


    「……な、何ですか？」


    「ふふ、何でもないけど」


    　そう言いながらも愉快げに、くすくすと鈴音が笑う。何やら馬鹿にされているようで無む性しように腹立たしい。


    「ほら、それより、いいと思わない？　このアクセサリーショップ。いやー、神楽かぐらちゃんは意外とやっぱりこういうのが好きなんじゃないかなーって思ってさ」


    　言われて初めて、店の陳列棚に目を向けた。置いてあるのは女性向け、というよりも、何やら低年齢の少女を対象としたようなキャラクターグッズたちである。


    　周りを見渡すとどうにも、わたしと同じか、それより少し幼おさないくらいの少女たちが目をキラキラとさせながら商品を物ぶつ色しよくしていた。


    　また、からかわれているのではあるまいか。そう思って睨にらみつけるも、鈴音は楽しそうに商品を手に取り、弄もてあそんでいる。


    「……あの」


    「何、いいのあった？　神楽ちゃん」


    「……いえ、もう少し待っててください」


    　どうにも思い過ごしか。予想ではまた、チェシャ猫のようにニタニタとわたしを見ているのではないかと思ったのであるが、少し、調子がくるった。


    　視線を商品に向ける。何やらふわふわとした生き物や、妙に目玉の大きいぬいぐるみのキーチェーン、あまり見たことのない商品が並んでいる。手に取ってみると、さらさらとしていて、実に触り心地がよい。商品たちのビジュアルも及きゆう第だい点てん、まあ、悪くないと言えるだろう。


    　熟じゆつ考こうする。思い過ごしか、となれば取るべき行動も修正が必要だろう。わざわざ、わたしのためにと連れてきた店で商品を見もしない、というのはさすがにかわいそうである。


    　そう、かわいそうなのだ。仕方なく、本心では別に興味は少しもないのであるが、ここは、鈴音のためにも商品を吟ぎん味みするふりをしておく必要がある。


    「……、仕方ないですね」


    　一つ目は最初に目についた、ふわふわとした生き物のキーチェーンである。何やらもふもふとした触り心地は触感によって使用者をリラックスさせる意図があるのだろう。カラーリングで白黒二種、表情は五種類の計十匹。


    　なるほど、微細な違いによって種類を増やし、幼よう女じよの内に眠るコレクター魂だましいを刺激する。商売戦略としては上等だろう。しかし、わたしにはそんな子ども騙だましは通用しない。


    　しかし、この中から一匹だけを選ぶというのもどうだろう。白、黒、どちらにすべきか、そして表情はどれを選ぶべきか。


    　迷ったあげく、保留を選択する。小さな手提げの買い物籠かごに十種類を放り込み、次の商品を目指す。適当な一匹だけ入れるというのも何やらかわいそうであるし、その一匹の選択にも時間をかけてはいられない。また、悩んでいる間に売り切れてしまうという間抜けをしないためにも、十種類キープしておくことは当然だと言えるだろう。


    　ふと、一つの商品棚に目がいく。どうやら、兎うさぎコーナーであるらしい。


    　ぬいぐるみ、バッジ、髪どめなどなど、なるほど、実に幼よう女じよから少女好みのビジュアルデザインである。わたしもまあ、類たぐい稀まれなる美、という枕まくら詞ことばは付くものの外見的には少女に分類されるのだ。そして仕事に使う道具もぬいぐるみを模した兎の人形たちである。


    　やはり相手を油断させるための手段として、この形を選んでいる以上、最近の流行トレンドには気を配っておく必要があるだろう。個人的な愛あい玩がん品ひんとして必要なわけではないが、造形デザインの参考として所持しておく必要はあるのではないか。


    　商品を籠の中に放り込んでいくとすぐにあふれ出し、仕方なく次の籠を出して、そちらへと放り込む。しかし、一つだけ入りきらない大きさ三十センチほどのぬいぐるみに眉まゆを顰しかめた。


    　棚の上のほうに飾られた品である。これと同じ造形の兎はほかになく、この一匹だけであるらしい。仕方なく籠を置くと、つま先を立て手を伸ばす。しかし届きそうで届かない。実に不親切、非・神楽かぐらちゃん基準の高さ設計である。この店の商品配置を消費者センターに訴えてやりたくなったが、その前に、姿勢を変えて挑戦する。やはり、それは届かない高さにあった。


    　どうするべきか考えて、閃ひらめきに頰ほおを吊つり上げる。


    　わたしは膝ひざを大きく屈伸させ、飛び跳ねた。僅わずかに指先に掠かすめる、ぬいぐるみの感触。まさか街中のこんなところで魔術は使えまい。となれば手段はそれだけである。


    　指先で少し引っかけるように、徐々にこちら側へ引き寄せる。一度で駄目ならば数回に分けて、地道な攻撃を繰り返す。いかに強固な要よう塞さいであろうと、相手はこの、天才美少女神楽ちゃんなのである。わたしにとってすれば多少の障害など、無に等しいのだ。


    　繰り返すこと七回、もはやぬいぐるみはグラつき始めている。


    　この勝負、もらったも同然。そう笑みを濃くしたところで、


    「か、神楽ちゃん、何、してるの……？」


    　動きを止める。サーッ、と血の気けが引く音がした。


    「……何がですか？」


    「いや、だってぴょんぴょん飛び跳ねて──」


    「……、屈伸運動です。ちょっと最近、体が鈍なまってましたから」


    　置いてあった籠を両手に持つと、振り返る。鈴すず音ねがなんともいえない表情でこちらを見ていた。そして数秒、説明中であるわたしの両手の籠に目を向けたところで──


    「こ、これはその、兎の造形モデルの参考で……っ」


    　鈴すず音ねが噴き出した。


    「……っ、うんっ、ふふ、わかる、わかってるから大丈、ぷっ──」


    　堪こらえ切れないのか、体をくの字に曲げると全身を震わせてしゃがみ込む。それから、店の通路のド真ん中でおなかを押さえて、身をよじった。


    　しばらくそのまま呆ぼう然ぜんと鈴音を見ていると、だんだんと笑いがやみ、肩の震えが止まり、それからすっくと立ち上がる。そして先ほどのおかしくてたまらないという表情から一転、優しげな微笑を浮かべて、わたしを見た。


    「……、い、いっぱい買ったね。よしよし、ぬいぐるみも取ってあげるからねー」


    　どこか、気を使ったような口く調ちよう、ぎこちない動作。それはまるで怒った幼よう女じよをあやすかのようであった。羞しゆう恥ちはふつふつと、滾たぎる怒りに取って代わりはじめる。


    「ほーら、欲しかったウサギちゃんだよー？　こんにちは、神楽かぐらちゃんいい子だから泣いちゃ駄目だよー？　ほーらニコニコ──」


    　さらには手に取った兎うさぎのぬいぐるみを使って、人形遣いであるわたしに、下へ手たくそどころではない人形繰くりすら見せて、機嫌を取ろうとしはじめた。


    　頭が真っ白になる。


    「──な、泣いてませんっ！　子ども扱いしないでくださいっ、この……馬ば鹿かっ!!」


    　わたしの怒りが沸ふつ点てんを超えて、破裂したのは当然のことだと言えるだろう。


    　事実、いまだかつてないくらいの大だい音おん声じようを、わたしは喉のどから張り上げた。


    



    　　○


    



    「神楽ちゃん、まだ怒ってる……？」


    「……怒ってません」


    「く、口調がすごく怒ってるんだけど……」


    　鈴音は姿勢を低くして、窺うかがうようにわたしを下から見上げる。


    「わたしがもう怒っていないと言えば、怒っていないんです。……いつまでも引きずるのも馬鹿らしいですから」


    「あ、そう？　それじゃ私も気にしないことにするね！」


    「……、別にそれでいいんですが、そうあっさり言われると何やら腹立たしいですね」


    「えへへ、怒らない怒らない。いやー、さっきだって馬鹿にしたわけじゃなくて、神楽ちゃんのあまりのプリティさにお姉さんちょっとびっくりしちゃったというか」


    「……あんまり変わってないです、それ」


    　両手に提げた買い物袋を揺ゆらしながら、街を見渡して、それからふと、呟つぶやく。


    「…………少し、遊びすぎましたね」


    　街中に出て何時間経たったか。


    　今のところは違和感を覚えるような、異質な空気には出合わない。


    　人の念意に僅わずかに挙きよ動どうをくるわせる魔力は、揺ゆれる波のように感じられる。


    　魔力の感知というものは、その水面に生まれた僅かな波紋を見み出いだすもの。泡であったり魚であったり、そうした波紋は風や月の引力によって紡つむぎだされる波とは、また異質な揺らぎを生じさせる。それを欠片かけらでも感じとり、見出だすことができれば、その発信源の特定はできる。


    　多少の歪ゆがみはあれど、波紋は内から外へ広がるものであるがゆえに。


    　とはいえ、彼らの活動しない昼ひる日向ひなたでのその判別は困難を極めた。そうした揺らぎは時間経過とともに、波の狭はざ間まにかき消えるもの。明ける前には彼らが根ね城じろに戻ることを考えれば、リスクとの兼ね合いも考えて、早朝の探索が最もベターな選択である。


    　しかし、今が討とう魔まからも追われる身であることを考えれば、それも仕方のないところかとため息をついた。人通りの少ない時間に出歩くことは、あまりよい判断とは言えない。


    　地道に捜すしかないか、そう考えたところで、隣の鈴すず音ねが呟つぶやいた。


    「……やっぱり、私、邪魔だったかな？」


    　少しだけ、寂しそうに鈴音が言う。


    「あれだけゴリ押ししておいて、よくも今さら言うものですね」


    「いやー、ちょっとだけ、罪悪感が湧わいてきたり。夜や朝のほうがやっぱりいいんだよね？」


    「……この時間帯は確かに得るものが少ないですが、だからといって、わたしの現状を考えれば悪い選択ではありません。万全と言うには、少し遠いですしね」


    　少しだけ視線を背そむけて、わたしは告げる。


    「……一度言ったことを撤てつ回かいさせるつもりはありません。これからしばらく、街に出るときには付き合っていただきます」


    　そして言ったあとに少し後悔する。言葉だけを見るならば、何やら素直にフォローのできない小娘のようである。そんな言葉に、きっとこの娘はからかうような表情をしていることだろう。


    　そう思ったのだけれど、意外に鈴音は驚いたように目を見開いて、それから笑う。


    「……ふふ、ありがとう」


    「……礼を言われるようなことを言ったつもりはありませんけど」


    「ううん。なんとなく、ね。言いたかっただけ」


    　そう鈴音は笑って、わたしはまた目を逸そらした。


    



    　会話もなくただ歩く。とはいえ不思議と居心地は悪くない。


    　青い空には、真っ白い雲がいくらか。鈍にび色いろの街は不思議といつもの寒々しさを感じさせずに、一つの風景としてそこにある。まるで違う街のようで、しかしそれはいつもの街で。


    　おかしことを考えるものだと思っていると、隣の鈴すず音ねがふと、口を開いた。


    「吸血鬼、捜してるんだっけ？」


    「そうですね、この辺りの、たぶんあなたを襲おそっていた人じん狼ろうの飼い主です。何年か前から、この辺りをうろちょろとしていたようなのですが、なかなか尻しつ尾ぽを摑つかませないようで」


    「ふぅん？」


    「それのせいで、わたしが追われる羽は目めになったのですよ。どうやら、うちの分家と何らかの取引をしていたようで」


    「分家……って、もしかして、神楽かぐらちゃんって結構いいとこのお嬢さんだったりするの？」


    「そーですね、討とう魔ま六家ってわかりますか？」


    「知ってる、けど……それって」


    「この国の西側を牛ぎゆう耳じる討魔協会の最高位、そのうちの坂さか上がみがわたしという天才美少女人形遣いを擁ようする家になるわけです、一応は」


    「……本当に、すごいお家なんだ。でも、一応？」


    「坂上は時代錯さく誤ごに血を重んじる家なのですよ」


    　そう言ってわたしはウィッグで隠れた、金色の髪を指差した。


    「……、そう」


    「そういうことです。頭がおかしい人たちなのですね。こんなにも可愛らしい、絵本の中から抜け出してきたような妖よう精せいが如ごとき美少女であるわたしを、ないがしろにするなどと」


    「……事実ではあるけれど、よくもまぁそこまですらすらと出てくるもんだね」


    「当然でしょう、事実なんですから」


    　そう告げると、ふと、浮かんだ疑問に、鈴音を見る。


    「そう言えば、あなたは結局、何なのですか？」


    「え？」


    「ただの吸血鬼ではないでしょう？　大別するならそれで適当なのかもしれませんが」


    「ああ、そういうことか。いや、一応吸血鬼で合ってるんだけど……まぁ確かに普通の吸血鬼と言うには、いくらか語ご弊へいがあるかもね」


    　言って、少し考えるふうを見せたあと、続ける。


    「……ハニーブラッド、って知ってる？」


    「…………、聞いたことは」


    　聞き覚えのある言葉に、眉まゆを顰しかめる。


    　ハニーブラッド、というのは赤い花の血族と呼ばれる、ある特異な妖よう魔まを指す言葉。


    　吸血鬼が求めてやまない、魔術師における賢者の石のような、無限の魔力を生み出す妖魔。その血は極上の美味であるだけでなく、飲んだものに絶大な魔力を与えるとされている。


    　都市伝説だとか、その程度の眉まゆ唾つばものの話ではあったのだけれど。


    「……ただの与よ太た話ばなしだと思っていたんですけれど、本当にいるものですね」


    「ふふ、天然記念物レベルじゃないかな。ほかの人に会ったことないし」


    　そう告げたあと、また少し鈴すず音ねは考え込むそぶりを見せる。


    「とはいえ、本質的には吸血鬼と変わらないんだ。けど、ただの吸血鬼と比べれば遥はるかに効率よく、血液を魔力へと変換できるというだけで」


    「効率よく？」


    「……んー、いや、効率がいいというのは、語ご弊へいがあるかもね。私は奪った血液に含まれる魔力を、それの何倍にも高めることができるの」


    「それって……つまり」


    「そう、私は他人がいればそれだけで、無限の魔力を生み出すことができるんだよ。私が吸った血液を、ほかの誰かが吸い戻して、それをまた、私が吸う。それの繰り返しでね」


    　凄すごいでしょ、と続けて、鈴音が笑う。


    「……凄い、なんてものでは……」


    　魔力──マナというものには二種類の存在がある。


    　一つは浮遊マナ、そしてもう一つは生体マナ。


    　浮遊マナは文字どおり、自然界に浮遊するマナの総称。これを隷れい属ぞくさせ、自分の魔力としてコントロールすることによって、基本的には魔術というものを扱える。


    　そして生体マナは、生物の体に湧わくマナの総称。これはもとより、自分に隷属し、従えることができるマナではあるのだが、それ一つでは大した力を発揮できない。


    　ある種、呼び水のようなものだと考えれば、わかりやすい。浮遊マナは枯こ渇かつすることのない、無む尽じん蔵ぞうな地下水のようなもの。それを引き出すには呼び水による水の道が必要で、そしてその呼び水が、生体マナ。生体マナを浮遊マナと結びつけることによって、わたしたちは魔術を扱っている。


    　その性質上、当然ながら魔術師が生体マナを失えば、その間、魔力の一切を操あやつれなくなる。精せい霊れい妖よう魔まの類たぐいであれば、それはまさに死活問題と言えるだろう。


    　彼らの体を維持するには一定の生体マナを必要とするのだ。そしてそれを失ってしまえば当然、先日の鈴音のように、死──つまりは消しよう滅めつすることになる。


    　だから吸血鬼などは、人間から血を吸うことによって生体マナを補充し、自分の体を維持するために吸血行動が必要になるし、その他の妖魔も何らかのかたちで、生体マナを補充する必要がある。彼らは生物ではないがゆえに、生体マナを自みずから生産することができないから。


    「……どうして、そんな大事な話を、わたしに」


    　それを考えれば、鈴音の力は絶大である。妖魔、いや、それを問わず絶大な力を所有者に与える、まるで、賢者の石のような存在。


    「ふふ、どうしてだろうね」


    「[image: ]う闊かつに過ぎるでしょう。相手が悪ければ、すぐに監禁されてもおかしくない話です」


    「でも、神楽かぐらちゃんはしないでしょう？」


    「……、信用しすぎではないですか？　たかだか、会ってひと月程度の人間を」


    「そうかな？　けっこう人を見る目はあるほうだと思うんだけど」


    　くすくすと笑って、視線をわたしに向ける。腕に僅わずか、力が入る。


    「信用や信頼なんていうものは、時間ではないと思うんだ。もちろん、無関係でもないけど、だからと言って絶対の指標になるものではない、ってさ」


    「…………」


    「直感的に、ああ、神楽ちゃんなら大丈夫、って私は思えたから、そう言っただけ。ほかの人ならそうじゃないし、これだって間違っているのかもしれない。けど結果的にどうなったって、それはそれで悪くはないんだ。私が、神楽ちゃんを信用しようと決めたんだもの」


    「……共感できかねる考え方ですね」


    「そんなはずはないと思うけど。神楽ちゃんが、今ここにいる理由を思うなら」


    「……理由？」


    「そう、理由。だって、今日きようまでの生活の中で、神楽ちゃんは何度も絶体絶命の危機に陥おちいっているわけだよ。事実、私はいつでも神楽ちゃんを殺そうと思えば殺せたし、そうじゃなくても、血を吸って、奴ど隷れいにすることだってできたんだから」


    「それは……」


    「そうしないだろう、ってそう思えるくらいには、神楽ちゃんは私を信用していた。そういうふうに捉とらえることは、果たして傲ごう慢まんなのだろうか、とか」


    　こちらを見み据すえたままに鈴すず音ねは告げて、対してわたしはため息をつく。


    「……傲慢ですね、実に傲慢です」


    「あれ？　予想外の言葉が」


    「特にわたしの意を捉えようなどとするところなど、実に実に」


    　そこで言葉を切って、繫つなぐ。


    「別に、あなたを信用していたわけではないですよ。あの状況であれば、そうする以外なかったですし、そうでなければここにもいない。それだけの話であって」


    「ふぅん……あくまで否定はすると？」


    「そうですね、少なくとも、直感で命を預けるようなこと、わたしはしません。打算計算ありきのことですよ」


    「ああ、なるほど、それはよくわかるけど」


    「でしょう────っ!?」


    　腕が急に引き寄せられて、目を見開く。


    　路地に引っぱり込まれた、そう気がついたのは数瞬後。それよりも、目の前にある鈴音の顔に気がついて、息を呑のむ。


    「何を……」


    「いやいや、無防備だなーとか思ってさ。仮にも私は吸血鬼だっていうのに、こうして手を繫つないでデートをしたりなんて、ある意味、命を預けたようなものではないか、とか思ってみたりしたわけだ」


    　驚いて、買い物袋を落とした。背筋が凍えて、目を逸そらす。


    　両手を摑つかまれて、身動きが取れなかった。呼吸が僅わずかに乱れて、心臓は早鐘を打ち始める。


    「でも、そうするのは神楽かぐらちゃんが[image: ]う闊かつだったわけではなく、単に私を信用してくれたからではないのだろうか、と、そう考えれば誉ほまれなわけではあるのだけど」


    「……、あなた、すごく意地が悪いのですね」


    「ふふ、神楽ちゃんほどじゃないけれど。どうかな？」


    「…………とりあえず、離してください」


    「離してほしい？」


    「……はい、すぐにでも」


    　手が離されると、ふっ、と腰から下の力が抜けて、ずり落ちそうになった。


    　あ、と思った瞬間には、また鈴すず音ねがわたしの体を支えていて、その感触に目を細める。


    「……触られるの、怖いかな？」


    「……苦手なだけです。最初にも言ったでしょう？」


    「じゃあ、嫌？」


    「…………別に、そういうわけでもないですけど」


    「そか、よかったよかった」


    　鈴音は笑って、そのままわたしを抱きしめると、ぎゅう、と腕に力を込めた。肺の空気が押し出されて、少しだけ、苦しい。


    「……何がしたいんですか、あなたは」


    「何となく、ぎゅーってしたかっただけ。神楽ちゃんがものすごく可愛かったから」


    「……、当たり前のことを言わないでください、変態」


    　ため息をつくと、鈴音の肩口に息がこもって熱を感じた。不快、ではないけれど。熱くて、苦しい。何より非常に落ち着かない。


    　少しだけ目を閉じると、ゆっくりと呼吸を整えて、告げる。


    「……本当に、意地の悪い人ですね」


    「そう？」


    「……そうです。わかりました、あなたの言うとおりです。確かにわたしもあなたに対して、それなりの信用をしていることは認めましょう。先の言葉は取り消すことにします。──こう言えば満足ですか？」


    「うん、そのとおり。最初からそう言ってくれればいいのに」


    　事実ではあるのだけれど、言葉にすれば羞しゆう恥ちが湧わいて、眉まゆを顰しかめてしまう。


    「……さっき言ったことだって本当です。別に噓うそを言ったわけじゃあないですし」


    「けど、わざと勘違いを誘うような言い方には悪意があるね。そういうところが神楽かぐらちゃんの損なところだ。素直に感謝を感謝と受け取ればいいのに。勘違いの温おん床しようをわざわざつくるような真ま似ねをして…………あ、照れ隠しだったり」


    「……下へ手たな勘ぐりはやめてください。しかも、不愉快な」


    　そう言ってため息をつくと、鈴すず音ねがまた、くすくすと笑い声を響かせる。


    「ふふ、私は神楽ちゃんのそういう器用そうに見えて不器用そうなところ、好きなんだけど。なんか偉そうだけど、どうしようもなく人ひと馴なれしてなさそうな感じとか、ピュアな感じがしてすごくいいなーって思ったり」


    「……また、馬ば鹿かにして。勝手に妄もう想そうしないでください」


    「馬鹿にする気は毛ほども。けど、当たってると思うんだけどなー。素直じゃないからつい、いらないことを言ってしまうだけであって」


    　満足そうに鈴音は頷うなずいて、そのままわたしの体を離す。


    　窮屈さがいくらか薄れて、呼吸が整い始める。


    「……やっぱり、ものすごく馬鹿にされてる気がするんですが」


    「ふふ、褒ほめ言葉、褒め言葉。人の言葉に悪意を見み出いだすのが常では、人生愉快じゃないと思わない？　会話は楽しむもの、そして言葉は都合よく捉とらえるものだと私は思うのだよ」


    　人さし指を立てると、自信ありげに鈴音が告げる。


    「……馬鹿馬鹿しい。極論に過ぎますね。言葉は言葉、事実は事実、相手の真意を探ってこそ真理が見えるものでしょうに。都合よく捉えたところで真意が違えば、それはただの、無知ゆえの幸せと言うのです」


    「そうかもね。けど、もとから幸福なんて自分の内にしかないものだよ。真実なんて本当は、誰にもわからないものだからさ。だから、言葉や仕草から、その人の気持ちを想像して、一人悦に浸ひたれれば十分。そもそもが幸福は、真実なんて求めない」


    　屁へ理り屈くつだ。そう断じてしまいたくもなって、だけど、何やらうまい言葉が思い浮かばない。　いくらかの反論は、言葉にならず、消えていく。


    「私は神楽ちゃんが本当にいい子かどうかなんて知らないし、そんなこと、一生わかりもしないんだ。人の心は読心でもしなきゃ見えないものだからさ」


    　くすくすと、楽しげに笑って鈴音は続ける。


    「だけど私は神楽ちゃんが素敵な子であってくれたら嬉うれしいし、そうだと思うから信じるの。そのほうが私にとって都合がいいし、幸せなことだもの」


    　そうして彼女は楽しげなまま、わたしの手を取り、キスをした。驚きに肩が揺ゆれて、くすぐったさに身をよじる。


    　鈴すず音ねのその言葉には、確かな道理がどこかにあって、そしてそれは彼女にとっての真実であるのだろう。何やら非常に不愉快であったが、そう考えてみればおかしいとは言えない。


    　眉まゆを顰しかめると、ため息をついて、それから、返す言葉も選べぬ苛いら立だちのままに鈴音を見み据すえてわたしは告げる。


    「……初日から思ってましたけど、あなた、もの凄すごく馬ば鹿かですね」


    「またもの凄く直球な。なんだか今だけ、神楽かぐらちゃんの純度百の真意が見えた気がするよ」


    「それは素晴らしいことです。あなたとはそういう煩わずらわしくない会話をしたいものですね」


    「あ、特別扱いだったりする？　なんか嬉うれしいかも」


    「……やっぱり馬鹿ですね、あなた」


    　何が面白いのか、くすくすと笑い声をあげる鈴音を横目に、ため息をついて空を見上げた。知らぬ間に日は傾き始め、日没まであと少しといったところ。日没を過ぎればそこは、人じん狼ろうたちの時間。そして必然的に討とう魔まも増える。実りは大きく、危険も大きい時間帯。


    　どうするか。そう考えて、首を横に振る。


    　考えるまでもないことだ、横の鈴音を危険に晒さらすわけにはいくまい。現時点で急せくのはまだ時期尚しよう早そうだと言えるだろう。数日おきに違和感のないように、わたしが完全に逃げ出したと追っ手に思わせてから行動を起こそう。大胆に動くのなら、そのほうが都合もいい。

  


  [image: ]



  
    　幸い宿と────頭の悪い話し相手もついているのだ。愉快不愉快はともかくとして、暇ひまつぶしには、まあ、困らない。そう考えていたところで、ふと、視線を感じて隣に目をやる。鈴すず音ねが悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべてこちらを見ていた。


    「……何か？」


    「ふふ、何考えてたのかなー、とか思って。ニコニコしてるし。あ、私のことだったりしたら嬉うれしいなーとか」


    　思わず頰ほおに手を当て、そしてその瞬間鈴音が笑みを濃くしたことに気がついて、眉まゆを顰しかめる。


    　悪戯な笑みはなお濃く、ある種のいやらしさを伴ともなっていた。それに気がつき鈴音を睨にらむ。要するに、鎌かまをかけられたということだろう。


    「その反応を見ると、図星なんだ？」


    「……勝手に妄もう想そうしてればいいです。一人悦に浸ひたれれば満足なんでしょう？」


    「あはは、じゃあ弁解する気も起きないんだと勝手に思っておくことにしよう」


    「この……っ」


    　そっぽを向くと、絡んできた腕に少しだけ、力が入る。実に嬉しそうな彼女の顔が、わたしにとっては非常に腹立たしいものである。


    　振りほどくことも考えたものの、それもどうにもムキになっているようでよろしくない。


    　スマートな方法はないものかと考えて、しかし考えることに飽いて、ため息とともに不愉快さを吐き出した。それから、落とした買い物袋を片手に摑つかみ、首を振る。


    「…………はぁ。もうどうでもいいです、今日きようは帰りましょう。いつまでもこうべったりされては落ち着きません」


    「どきどきして？」


    「本当に減らない口ですね。縫ぬってしまいたいくらいです」


    「性しよう分ぶんなのだよ」


    　今日は、何度ため息をついたことだろう。鈴音がまた、ため息をつきたくなるような笑え顔がおを見せる。それが実に実に、不愉快でたまらないのだけど、でも、どこか────。


    「どうかした？」


    　見えそうになった何かから、目を背そむけるようにまた、首を横に振って、


    「……いいえ、なんでも」


    　わたしはそのまま、歩き出した。

  



  
    



    


    　　　　　五章『夢明け』


    



    　神楽かぐらちゃんが寝ついたことを確認したあと、外に出る。


    　少し冷えた空気は澄んで、半分に欠けた月が真っ黒な天によく映える。


    　いつもは廃はい墟きよの雰ふん囲い気きと相まって、どこか無機質な寂しさを覚える光景なのに、不思議と今日きようはそれを感じない。


    　というよりも、ここ最近は、なのだけれど。


    　理由は決まっている。神楽ちゃんを、家に招きいれたからだ。明日あしたはどこへ行ってみるのもいい、ああしてみるのもいい。そんな考えるだけで幸せな、そんな気分を味わったことがあっただろうか。そう考えて、小さく笑う。


    　何やらぱっと見、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいで自己中でナルシストなとんでもない娘のように見えるのだが、その実、単なる照れ屋で内気で赤せき面めん症しようなウサギ大好き少女なのである。


    　気づかれていないと思っているのかどうなのか、顔つきはまさにお人形さんのような無表情なのだけれど、あれだけ顔を真っ赤かにしていれば傍はた目めには丸わかり。そのあたりのアンバランスさがどうにも、可愛らしくてたまらない。


    　こっそりと今日くらい、ベッドに潜もぐり込んでみるというのもなかなか名案に思えて、次の日の反応を想像してみたりして────


    「──っ」


    　そんな楽しげな妄もう想そうも、突とつ如じよ現れた粘りつくような気配によって、一息の間に霧む散さんする。


    　廃墟の敷地に入ってきたのは、一台の、黒塗りのセダン。運転席の男が手慣れた動作でトランクから車くるま椅い子すを出し、後ろの男がそれに座った。


    　男は手招きをして、私を誘う。私以外を呼んでいるものだと期待はしたが、あいにくほかに人はいない。それに、纏まとわりつくような、魔力の感触。周囲一帯を包み込むような、結けつ界かいの色。明らかにそれは、狙ねらいを私に絞っていた。


    　逃げることは可能かと考えて、瞬時に可能だと判断する。


    　結界は塞さえの神を利用した簡素なもの。効果は境界を通ろうとする魔力の断絶だ。その境界さえ越えてしまえば、自由に逃げ出すことはできるだろう。


    　この結界は境界の内外を分けるものでしかなく、内にあるものが内に、外にあるものが外に出るぶんには、なんら問題はない。


    　いざとなれば、逃げ出せる。なら、まだ慌あわてる必要はないだろう。


    　家に通じる入り口を閉じると、息を吐いて、飛び降りる。


    　七階程度の高さは、人ならざる私には、何の障害にもなりはしない。


    「よう、野の良ら──鈴すず音ねだったな。うちの人形遣い様が世話になってるようじゃねぇか」


    　目の前にいるのは、車くるま椅い子すに乗り髭ひげを蓄たくわえた、壮年の男。


    　大柄で目つきは鋭するどく、その身なりは上流階級の人間であることを感じさせる、三ピースの黒いスーツ。しかし、そんな印象よりも、まず圧倒的なまでの威圧感に足がすくんだ。


    　隣のスーツの男も、十分に一流と言える風格を備えている。にも拘かかわらず、それが霞かすんで見えるほどに、車椅子の男が纏まとう雰ふん囲い気きは絶対的なもので。


    「あなた……誰？」


    　内心の動揺を押し殺して、訊たずねる。喉のどには、緊張から来る渇きがあった。


    「俺おれは坂さか上がみ和かず政まさ、お前が世話してる神楽かぐらの────そうだな、血縁上は伯お父じに当たる者だ」


    　告げられた言葉に、息を呑のむ。並の討とう魔まなどではないことは理解していた。息苦しくなるような、その視線の重圧。呼気に揺ゆれる膨ぼう大だいな魔力。


    　神楽ちゃんは、血縁は伯父が一人だけだと言っていた。彼女はいろいろな要素はあっても、血筋としては坂上本家の娘で、そして、この男はその血縁。となれば必然的に、この男は古いにしえより続く討魔六家、その坂上の当主ということになる。


    「……神楽ちゃんを、捕らえにでも？」


    　闘う、という選択は愚おろかであった。どう転んでも勝てやしないだろう。考えるべきは、彼女に降りかかる火の粉こを、いかに遠ざけるかだ。


    　それを思えば自分の能力は何より有用だった。私の前には、千里の距離も無に等しい。


    「そう怖がらなくていいぞ。別にお前のような木こっ端ぱを殺しに来たわけでもなければ、わざわざあいつを連れ戻しにきたわけでもない」


    「じゃあ、どういう意図？」


    「さて、なんと答えるのがいいか。おい、佐さ伯えき、何かあるか？」


    「私に聞かれましても、なんとも」


    「……本当に面白みの無い奴やつだな、お前は。来世があればうまい冗句の一つでも言える才能をもらうといい」


    「今こん生じようでは期待されてないようで何よりですね、素晴らしいお話です」


    　和政の言葉に、スーツの男は淡々と、気もない返事を返す。じゃれているのか、どうあれ、酷ひどく居心地が悪いのは確かである。


    「…………あの、話ないなら行っていいかな？」


    　唐突に始まった男二人の会話に多少面食らいながら、話を促うながす。いるだけで気持ちが落ち着かないほどに、和政という男の魔力は群を抜いていた。


    　内ポケットのケースから煙草タバコを取り出すと、スーツの男が火を点つける。先ほどのように軽口を叩たたき合っていても、明確な上下関係がそこにはあった。


    「くく、そう急せくな。まぁ、そうだな、舞台裏を覗のぞきに来たというのが、正しいか」


    「舞台、裏？」


    「どこに繰くり手が配され、舞台装置がどのタイミングで動作して、劇が完結までに至るのか。それを理解するのに、これ以上の場所もあるまい？」


    「……言ってる意味が、あまりわからないけれど」


    「わからずともいい。聞かれたから答えたまでのことだろう？」


    　馬ば鹿かにされているとしか思えない。


    「悪いが、ここ最近の行動はすべて、監視させてもらっている。あの娘の携帯は俺おれがくれてやったものだ。雲隠れする前なら、ＧＰＳでいくらでも場所は特定できる」


    「……、どうしてそれを、わざわざ？」


    「お前の人への擬ぎ態たいは非常にうまいし、あの娘に関しても、まぁ変装という意味では、くく、上出来に過ぎた。別に、お前たちの行動に不ふ審しんがなかったことを、教えてやろうとな」


    　面倒だというように、煙草タバコを吹かして言葉を繫つなぐ。


    「あくまで、あいつは討とう魔まだ。だから居場所を俺に知られるとわかっていても、携帯電話を手放さない。意味はわかるな？」


    　僅わずかに、目を伏せる。そんなことは、言われずともわかりきっていることだ。


    「その様子では、きっちりと理解しているようだが、さて。それをわかっていてなお、あの娘を匿かくまい続ける理由は何だ？　さして面白みのある相手ではないように思えるが」


    「あなたの目が節ふし穴あななだけでしょう、それは。神楽かぐらちゃんが妙に人間不信気味なのも、あなたを見ればよくわかるよ。よっぽど酷ひどいところにいたんだね」


    「何、自分をよく知っているだけの話だ。親に首を絞めて殺されかけるような忌いみ子だぞ？」


    「え……？」


    「聞いてないのか、いや、言うはずもないか。あれは元々、勘当された俺の馬鹿な妹が、外でつくった娘でな。たび重なる虐ぎやく待たいの痕あとと、真新しい首筋の痕、親おや父じ殿が連れてきたときには、いくらか話題になったものだ。くく、トラウマなのか、いまだにマフラー一つ巻けんらしい」


    　さも愉快そうに男は告げる。人の過去を、まるで講談のように笑い混じりに。


    「……最低な人だね、あなた」


    「褒ほめ言葉だな。人形と馴なれ合う野の良ら犬いぬの言葉と思えば、実に。怒っても手が出ないところなど、まさに犬らしい。闘って負ける相手には、吼ほえるしかできぬものな？」


    「っ……」


    　感情を逆さか撫なでするような言い方で、笑みを浮かべたまま煙草を吹かす。


    　男の台詞セリフに、言い返す言葉はなかった。状況を見れば、事実でしかない。


    「そもそもが誕生すら祝福されておらんあの娘が、ああして服を着て人じん語ごを喋しやべっていられる時点で、奇跡だとは思わんか？　それ以上に何を望んでいるのだ、お前は？」


    　私の沈黙を、気にも留めずに男は続ける。問いかけに答える間もなく、次へ。


    「いや、あるいはお前が求めているのは、本当の意味でのそれなのかもしれんな」


    　思考をそのまま、垂れ流すかのように。


    「お前が望むのは、鳥の雛ひなのようなものだろう？」


    「何を、言って……」


    「妖よう魔まが何を思ったか、自分の番つがいでも欲しくなったのだろう？　なるほど、それを思えば確かに、あれは適役だろうな。少し優しくしてやれば、ご覧のありさまなのだから」


    　心臓が、跳ねる。一際強く、大きく、心の中を示すかのように。


    「討とう魔まだとわかってなお、手放さぬのも頷うなずける。刷すり込めば、自分を親だと思い込む、馬ば鹿かな雛のようなものだ。俺おれからすれば実に憎たらしい娘であるが、そういう視点で見るのなら、あれでも十分に、可愛げのある愛あい玩がん動物となれるかもしれぬな」


    「そんな、こと……」


    「くく、先ほどまでの興奮が、一瞬だな。その様子を見るに、図星か」


    「……馬鹿なこと言わないで。私は────」


    　そんなことは思っていない。そう言い切る前に、私の言葉は遮られる。


    「そう隠すな、別に責めているわけじゃない。むしろ個人的には、討魔としての立場を抜いて考えれば、お前の考えは人間のように利己的で、俺にはとても好ましく思える」


    　いや、そもそも、私はそう言い切ることができただろうか。


    　遮られた言葉とともに思考までもが削り取られて、私はただ首を横に振り、言い負けまいと言葉を紡つむぐ。


    「……、よくもまぁ、そうまで減らず口を叩たたけるもんだね。ある意味、尊敬するよ」


    「何、俺の口は真実しか語らぬ。噓うそをつくのが嫌いな性しよう分ぶんでな」


    「っ…………この」


    「ああ、そうそう。あのガキを奴ど隷れいにしたいなら、寝ている間のほうがいいだろう。あれは腐っても討魔だからな、そうしなければ、いずれ手元を離れるぞ？」


    「……そんなこと、するわけないでしょう？」


    「どうかな、感情というのはいつでも、利己的なものだ」


    　笑いながら、馬鹿にするように言った。その姿にただ、私はどうしようもない怒りを覚えて、しかし行動を起こせぬ自分の弱さに唇くちびるを嚙かむ。


    「……しかし、やはり本命はお前のようだな。大体、理解した」


    「本命……？」


    「そう、本命だ。今回のくだらぬ画かく策さくの」


    「どういう……こと？」


    「お前は、最近どこで何をしていた？」


    「何……って」


    「神楽かぐらと会う前だ。どこで何をして、どういうふうに生活していたのか、それが聞きたい」


    「それは────」


    　ふと考えて。


    　思い浮かぶことがないのに気がつく。


    　そう言えば、以前神楽かぐらちゃんに聞かれたときにも、思い出せなかったのだ。私は目覚めてから人じん狼ろうに襲おそわれるまで、神楽ちゃんと会うときまで、いったい何をしていたのだろうか。


    　何かから逃げて、私はそのまま消えてしまいたくて。どうして、そんなことを思っていたのだろう。どうして、人狼に追われていたのだろう。


    　始まりは、いったいどこなのか──


    「……やはり当たりか。となれば、やはり葛くず葉はと打ち合わせ済み、しかも、それなりに長い付き合いがあったと見える。佐さ伯えき、帰ったらもう一度洗いなおしておけ」


    「はい」


    　そのまま車くるま椅い子すの車輪を転がして、反転し。


    　帰ろうとしたのだろう、和かず政まさの背中を呼び止める。


    「……待って、あなたは、何を知ってるの……？」


    「大方だ。話の全容と、お前の役割、あのガキの立ち位置、その他の関係。お前のおかげで、それも大分固まった」


    　話しているようで話していない。男の言葉には、中身がない。


    　苛いら立だちを嚙かみ潰つぶして、睨にらみつけると、男は笑い、


    「……ここまで見えればあとは容易たやすい」


    　目元に笑みを浮かべたままに、告げる。


    「あなたは、いったい……」


    「さて、はじめに説明したように思えるが」


    「……そんなことを聞いているんじゃないことくらい、わかるでしょう？」


    「くく、そう怒るな。ちょっとした冗句だ、そう本気になられては俺おれも困る」


    　そこで一いつ旦たん言葉を切って、それから笑い混じりに続きを述べる。


    「あの娘が吸血鬼を追っているのは知っているな？」


    「……それは、知ってる」


    「その吸血鬼の巣を突き止めたなら、また今日きようと同じように、あのガキが寝静まった頃を見計らって一人で外に出て来い」


    「……一人で？」


    「……そう、一人でだ。いくらか俺にも、事情があってな」


    　笑って告げると、和政は、振り向くことなく車に乗り込んだ。


    　もう一人、スーツの男は出したときと同じように、残った車椅子を収納し、こちらに向かって一礼すると、そのまま運転席に。


    　重低音の排気音が鳴り響き、そしてそのまま男たちを乗せた車は離れていく。


    　黒いガラスの向こう側で、男がまだ、笑っているような気がした。


    



    　　○


    



    　部屋に戻ってどのくらい経たったか。一時間はこうしていたのかもしれない。そんなことすら定かでないほど、私は呆ほうけていたのだろうか。


    　安らかな寝息が部屋を満たして、トクリトクリと心臓の音が、規則正しく響いて聞こえた。感覚は鋭えい敏びんで、彼女の中に流れる血の音すらが聞こえるようで。


    　自分を取り戻して、次に意識したのは、ベッドで眠る彼女のこと。


    　誘われるように横に腰かけ、そして首筋の──その白い肌はだに目を奪われる。


    　雪のような、などと、月並みな表現が頭に浮かんで、くすりと笑う。しかしそれはあまりに綺き麗れいであったから、まるで無機物のようだという、その感想に間違いもない。だけど、その内に流れる生命の脈みやく動どうは、確かに彼女が生きているということを私に教えていた。


    　小さく感嘆の息を吐く。


    　横向きに兎うさぎを抱いて丸まる姿は幼おさな子ごのようでもあり、いつもの、少し大人びた落ち着いた雰ふん囲い気きは微み塵じんも感じられはしない。安心しきっているようなその愛らしい寝顔は、強烈な庇ひ護ご欲よくを誘い、そして同時に──苛か烈れつな支配欲が鎌かま首くびをもたげる。


    　独占欲、と言い換えてもいいだろう、この感覚は。


    『ああ、そうそう。あのガキを奴ど隷れいにしたいなら、寝ている間のほうがいいだろう。あれは腐っても討とう魔まだからな、そうしなければ、いずれ手元を離れるぞ？』


    　知らず呼吸は微かすかに荒く、ドクンドクンと心臓の音が胸の内を叩たたいていた。


    　なめらかなその首筋に、牙きばを立てる。


    　それだけで目の前の少女は、自分のものになる。


    　僅わずかに喉のどを鳴らす。


    　飢えたから、血が欲しいわけではない。


    　ただ、強烈なまでのその欲望が、彼女の首筋に牙を立てることを望んでいた。


    　楽しくて、幸せで、そんな日々が続いているのは、彼女がいるからだ。


    　どうだって構わない。どこにも居場所がないのであれば、そのまま消えてしまったって同じだろう。


    　そんなことを考えていたのに、今では、少しでも彼女と長くいたいと望んでいるのだ。


    　事が終われば二度と会うこともない。それは確かな恐怖であった。


    　確実な方法があるのならば、なぜそれを選ばないのか。


    　あの男の、言うように。


    　首筋に垂れる金糸を手でよけ、ゆっくりと唇くちびるを近づける。白い肌はだに傷をつけ、赤い赤い血液に私の欲望を混ぜ込んでしまえば、それで、すべては。


    　破裂しそうなくらいに胸が高鳴る。喉のどが酷ひどく渇いて、指先が震える。


    『討とう魔まだとわかってなお、手放さぬのも頷うなずける。刷すり込めば、自分を親だと思い込む、馬ば鹿かな雛ひなのようなものだ。俺おれからすれば実に憎たらしい娘であるが、そういう視点で見るのなら、あれでも十分に、可愛げのある愛あい玩がん動物となれるかもしれぬな』


    「……違う」


    　唇が触れる瞬間に、あの男の言葉を思い出して咄とつ嗟さに離れる。


    　私はいったい、何をしようとしているのか。


    「ん……」


    　眠ったままの彼女が小さく寝返りを打って、指と頰ほおとが軽く触れる。そうして彼女は寝ぼけ眼まなこを小さく開いて、おぼろげに、私をその青い瞳ひとみに映し出した。


    「鈴すず音ね……？」


    　言い訳を考える前に、触れたのは温かい指先。それが優しく私の指に絡んで、僅わずかに力が込められる。


    　弱々しく、しかしどこか、有う無むを言わせぬような力で。


    「夜更かしはよくないですよ」


    　一瞬、先ほどのことに気づかれたのかと冷や汗をかいて、しかし寝ぼけた様子の彼女の姿に、それはないと安あん[image: ]どの息をつく。そして、そこでようやく、混乱から僅かに立ち直る。


    「私は一応、夜行性……」


    「……いけません。わたしが寝るときは寝るのです」


    　ようやく捻ひねり出した軽口に返ってきた言葉はやはりどうにも寝ぼけているのか。普段の神楽かぐらちゃんが絶対言わないような内容。しかしその言葉にはどこか、有無も言わさぬ音があった。


    「……あの、寝ぼけておかしなこと言ってるよ？」


    「寝ぼけてません。だから寝ないといけないのです」


    　そう言って彼女は、不機嫌そうに怒ったような顔で、また指先に力を込める。言われたとおり眠るのが、とりあえず状況的に見てもベストなのだろう。そう考えて、わかったわかったと彼女の希望どおり、眠るためにソファに向かおうとするが手は握り締められたまま。


    　不思議に思って軽く振っても手は離れず、彼女を見る。


    「……寝ないといけないのです」


    　壊れたレコードのように繰り返される言葉と、握られたままの手からようやく彼女の意図を理解して、そのままベッドに潜もぐり込む。すると不機嫌そうだった彼女の顔が少し和らぎ、睨にらみつけるような目が閉じられた。


    　ゆっくりと彼女が私の背中に手を回し、また、小さな寝息を立て始める。


    　居心地のよさと悪さの狭はざ間まのような妙な感覚に、少し落ち着かない気分になりながらも、彼女の寝顔を見て、ため息をついたあと、私も同じように目を閉じる。


    　どうかしていた、本当に。気の迷い、きっとそうだ。ざわついていた衝動は鳴りを潜ひそめて、心は少しだけ、落ち着いていた。どうしてあんなことを考えたのか。


    　言いようのない不安に寒さむ気けを覚えて、私もまた、彼女を抱く。そうすることで、少しだけ不安が和らぐような気がして、強く強く、目を閉じる。獣けもののような、欲望に塗まみれた自分の姿。あのときの私は、どんな顔をしていたのだろうか。


    　考えて怖くなる。だから、考えないように目を閉じる。


    　そうしているうちに少しずつ心と体は落ち着いていき、


    　そうしてそのまま、その日は知らぬ間まに、意識は途絶えた。


    



    　　○


    



    　街に変わりはなかった。それなりに賑にぎやかで、車も多く、そこに関しては違和感も覚えない。


    「今日きようは、なんだか静かですね」


    　だというのにそんな感想を零こぼしたのは、隣を歩く鈴すず音ねがいつもと違っていたからだ。


    「え？」


    　いつもは頼んでもないのに、ひたすら喋しやべりっぱなしの鈴音なのだけれど、今日は珍しく、口数が少ない。ぼんやりとしていたのか、わたしの言葉に驚いたように鈴音が顔を上げ、間の抜けた声を上げる。いや、間が抜けているのはいつものことではあるのだが。


    　そうしてなぜだか辺りをきょろきょろしだした鈴音を見て、一つため息をつく。どうにも、本当に呆ほうけているようであるらしい。


    「あなたのことですよ、鈴音。いつもは小鳥みたいに、絶え間なくお喋りしているのに、今日は静かです。体調が芳かんばしくないのであれば────」


    「ああいや、ちょっとだけ考え事。昨日きのうの神楽かぐらちゃんは可愛かったなー、とか。『わたしが寝るときは寝るのです』だなんて、ふふ」


    「……、寝ぼけたあなたの妄もう想そうでしょう。少なくともわたしの記憶にはない事柄です」


    「ずいぶん都合のいい頭もあったものだね。私もそんな頭が欲しいと思うよ」


    「わたしが、噓うそをついているとでも？」


    「言ってないとでも？」


    　しばらく睨にらみあいをしたあとに、先に目を逸そらしたのはわたしであった。結果として一緒に寝たという事実は重い。そしてシロと一緒に鈴音に抱きついていたのは紛まぎれもなくわたしであり、変えようのない状況証しよう拠こではあると言えよう。


    「いやー、本当、私がソファに行こうとしたら手をぎゅって────」


    「……一緒のベッドで寝たという事実はともかく、そんな与よ太た話ばなし、証人一人では立証できませんね。凡ぼん百ぴやくならばいざ知らず、わたしのような美少女がそんなことするわけもなく」


    「……関係ないうえに往おう生じよう際ぎわの悪い。あ、でも参考資料にはなるんじゃないかな？　聞く必要はあるんじゃないかと思うのだよ」


    「関連性の薄い話です。そんな必要はありませんね」


    「いや、これは神楽かぐらちゃんが加害者であるのか被害者であるのか、加害者であれば計画的犯行であるのか突発的な犯行であるのかを見極める、重要なポイントじゃあないだろうかと、私、鈴すず音ねは愚ぐ考こうするのであります」


    「……喋しやべったら喋ったで面倒くさい人ですね。静かにしておいたほうがいくらかよかったかもしれません」


    「後悔は先に立たず、覆くつがえした水は盆に返らず、世の中残念なことばかりなのだよ」


    　楽しそうに、笑いながらそう告げる。


    「……何をちょっとわかったようなことを」


    　いつもの鈴音というものも実に面倒くさいものではあるが、不景気な顔で無言というのも精神衛生上よろしくない限りである。特に愛と正義と優しさでできていると謳うたわれるわたしなどは、その繊せん細さいな心こころ根ねからそういう他人の感情の機微にはつい、目がいってしまうもので、自分の優しさに惚ほれ惚ぼれしてしまう。しかし、こういう場合には、どうすればいいものか。


    　問題は解消されたといっていい。それを考えれば別に、そんなに気になるわけではないのだけれど、そうなった思考の経緯というものは誰にでもあるものだろう。個人的には実にどうでもいいことではあったのだが、わたしは個人である前に公人である天才美少女神楽ちゃんなのだ。一応は、民たみ草くさの悩みなどを聞いてやらねばいけない義務もあろう。


    　しばらくの熟じゆつ考こうの末、横目に何度か鈴音を見ながら、相手を萎い縮しゆくさせないよう、なるべく自然に、悩みごとなどを話しやすい気安さをつくって、口を開く。


    「その……そ、それで、何か悩みごとでもあるんですか？」


    　そう訊たずねたのであるが、しかし。


    　いつまで経たっても返ってこない答えに鈴音を見ると、何やら愉快そうな、にやついた表情。


    「……なんですか？」


    「……、ほんと、神楽ちゃんって可愛いよね」


    「この場合、褒ほめ言葉ではなく、からかわれたと捉とらえたほうが適切でしょうか？」


    「まさかまさか、滅めつ相そうもない。純粋に思っただけだよ、本当可愛いなーってさ」


    「……、やっぱり何やら、馬ば鹿かにされたように思うのですが」


    　睨にらみつけると鈴音は首を振って、なお笑う。


    「そんなことは欠片かけらも思ってないってば。いやけどまぁ、神楽ちゃんが可愛すぎるというのが目もつ下かの悩みであるというのも間違ってはいないのだけれど」


    「……また、わけのわからないことを────っ」


    　そう言いかけたところで、揺ゆれる水面と波紋の感触。距離はそう遠くはなかった。頭を瞬時に切り替えて、その揺らぎの中心点を探り当てるよう、魔力を走査する。


    　断定するにはまだ早い、が、魔力の感覚から言って、討とう魔まではないだろう。ならば妖よう魔ま。しかし、吸血鬼が敷く縄なわ張ばりに、入ってくる余よ所そ者ものはそういない。


    　当たりの可能性は極めて高かった。


    「……たぶん、そうだろうね。もう、日が落ちる頃ではあるし」


    　空は茜あかね色。まもなく夜の帳とばりが世界を覆おおい、妖魔が蔓延はびこる時間である。[image: ]おう魔まが時ときというように昼と夜との境目は、現うつつと夢との交わる時間。この時間は特に、空間魔術を操あやつるには適している。


    　たとえば、霊的空間に構築してある居城の入り口、その開放と閉鎖、だとか。


    「……本当に、この辺りに根ね城じろがあったわけですか」


    　街中、それも、人が集まる繁華街である。当然、見回る討魔の数は多いし、こんなところに巣を作る馬ば鹿かはいないだろう。そう思って、別の場所を探っていたのだ。ここは、坂さか上がみの本ほん拠きよのすぐ近くであるから、そんなことがありえるわけがない、と。


    「……葛くず葉はと、アゼリア」


    　しかし、ありえるのならば、思考の帰結としては当然そういうことになる。


    　こんなところに吸血鬼の城があって、見落とすわけがないだろう。見回りをしていたのは一体どこだといえば、分家、葛葉となる。彼らがもとより繫つながっていたと考えるのが妥だ当とうか。


    「……意外に、あっさりですね」


    　命じられてから半年にわたり、ずっと捜していた吸血鬼の本拠だというのに、こんなにも簡単に見つかってしまうとは思わなかった。灯とう台だい下もと暗し、と言うべきか。とはいえ、悪いことではないだろう。


    　だというのに、不思議と心にあるのは、喜びではなかった。


    　それを捜すためにどれほど苦労をしたことだろうか。休みもなく、体調を崩しても外を出歩いて捜し回らされて。しかしそれでも、見つけた今の胸に湧わいたのは喜びでも、安あん[image: ]どでもない。


    　浮かんだのは、それらとは全く性質の違う、別の感情もの。


    　理由は、どうしてか。わたしは小さく首を横に振ると、一つだけ息を吐いて隣を見る。それから少しだけ彼女を眺めたあと、半ば事務的に告げる。


    「あの辺りは歓楽街ですね」


    「うん、そうだったと」


    「少し、近づきます。いいですか？」


    「……もちろん」


    　そう告げて、しかしそれから、鈴すず音ねの顔は見なかった。少しだけ足早に、鈴音の少し前を歩き出す。


    　心臓は、不規則だ。今は、初めて仕事をした日のように動いている。


    　理由はどうしてか。二度目の問いにも首を横に振って、ただ歩みを進める。務めを果たす、それがわたしの確かな目的であるのは知っている。


    　でも、だとすればわたしは何に惑まどっているのか。


    「……今日きようは確認だけです。近くまでいくだけですから」


    　事務的に、ただ告げる。


    　そうすることくらいは、何も考えることなく、できることではあったから。


    



    　距離は直線に直せば一キロに満たないだろう。


    　本通りからいくつかの通りを跨またいだそこに、歓楽街は存在していた。その中の雑居ビルに、波紋の中心──つまりは、アゼリアの居城の玄関口が作られているようである。少し離れた古いマンションの屋上から、姿勢を低くしその周辺の地形を窺うかがえば、吸血鬼のアゼリアにとって、実に合理的な位置にあると理解し、そうして確信する。


    　その雑居ビルの裏口からは路地に出られた。そしてその路地は縦横に長く、枝道も多い。出入りする正規の住人さえ暗示にかければ──または殺害し排除すれば、隠れ家として、このうえない好条件の立地である。


    　監視から、一時間程度か、出てきた男は五人。人じん狼ろうが人に化けているのだろう。五人が五人、その目を獣けもののようにぎらつかせていた。


    「間違いなさそうだね、あそこで」


    「そう……ですね」


    「どうするの？」


    　訊たずねられて、隣を見る。鈴すず音ねは無表情、少なくとも、見た目にわかる感情はない。僅わずかに考えたあとに、ゆっくりと告げる。


    「先ほども言ったように、今日はまだ。明日あしたからも、数日くらいは監視を。なるべく人狼が出払う時間を狙ねらいたいですから」


    「なるほど、入念だ。そのときは……ついてこないほうがいいのかな？」


    「……ええ。もしかしたら、戦闘になりますから。監視をするのであれば、わたしだけのほうが都合がいいですしね」


    　最低三日は、人狼の出払う時間と、帰ってくる時間を見て、簡易スケジュールを作成する。期間は長ければ長いほどいいが、討とう魔まに追われている現状では、その程度が無難だろう。


    　葛くず葉はとアゼリアが癒ゆ着ちやくしているのであれば、わたしという不確定要素には重々、気をつけているはずだ。周辺にはちらほらと、討魔の姿が確認できた。こんなにも近くにいる彼らが気づかないわけもないだろう。


    　恐らくは人形繰くり。葛くず葉は全員が癒ゆ着ちやくのことを知っているとは考えにくいことであるが、彼らに関しては間違いなく黒だ。いざとなれば、敵に回る可能性も十分にあることを頭に入れておく必要があるだろう。


    　鈴すず音ねも、討とう魔まがいるこの状況ではさすがに、連れ歩くことによるデメリットが多すぎる。それらのことを考えればやはり、単独行動でかつ、速やかに、事を終えるのが上じよう策さく。


    　事ここに至れば、幾分性せい急きゆうにならざるをえない。


    「そか。わかった、それじゃあその間、私は家でおとなしくしているよ」


    「ええ、そうしていただけると。今日きようは十分です、帰りましょうか」


    「あ、うん」


    　踵きびすを返して歩き出して、続かない足音に振り返る。顔を少し俯うつむかせた鈴音が、そこにいた。


    「あの、ね……一つ、聞いていい？」


    　何も言わずに頷うなずくと、鈴音はくすりと小さく、寂しげに笑って言葉を続ける。


    「もしも、その、アゼリアを討うったら、やっぱり神楽かぐらちゃんは、討魔の家に帰るのかな？」


    「……それは」


    「ふふ、いや、ごめんね。わかりきっていることだ、気にしないで」


    　言葉と表情が、一致しない。いつものふざけたような笑みが、そこにはなかった。


    「……悩んでいたのは、そのことですか？」


    「……そう。神楽ちゃんがあまりにも可愛すぎたから、つい、ガラにもなくね」


    　なんでもないことのように、しかし、どこか悲しげな表情で。


    「これから先、私はきっと、神楽ちゃんみたいな子に会うことはないだろうって、そう考えたらね、少し、寂しくなったのだよ。ああ、また一人になるのか、ってさ」


    　──慣れてるはずなのにね。


    　そう笑って、視線を切るように鈴音が俯く。わたしは戯ざれ言ごとを言いかけた口を閉じて、静かに空を見上げる。


    「……討魔を、裏切ることになりますね」


    　いくらかの逡しゆん巡じゆんのあとに、わたしの口から出たのは、そんな言い訳じみた言葉だった。


    「……それを踏まえたうえで、だったら、考える余地もない？」


    　ごめん、ずるい言い方だ、と続けて、鈴音はどこかが痛むように、笑う。


    　わたしは少し、目を閉じた。


    　──当然でしょう。何を言っているんですか。こんな美少女を捕まえて、よくもまぁそんなおこがましい言葉が吐けるものですね、馬ば鹿かじゃないですか。


    　答えるセリフを頭に浮かべて、いつものように、口を開きかけて。首を小さく、横に振る。


    　そんな言葉を言える道理も、感情だってありはしない。


    　ああ、嫌だ。そうため息をついて、彼女の言葉を頭の中で繰り返す。そんなことを言ってくれた人は、今までに一人だけ。建前を抜きに正直に言えば、彼女の言葉はとても嬉うれしくて。


    　そして同時に、強い罪悪感が臓ぞう腑ふの内を[image: ]はい回り、視線を落として息を吐く。


    



    『……繰くり手の道は、誰より優れているがこそお前にとって辛つらいものになるだろう。不自由はあれど平へい穏おんな、女子としての生とて、神楽かぐら、お前は選べるのだ、そしてわしは、そのためにならすべてをかけて尽じん力りよくもしよう……わしは、お前が最も幸せになれる決断をしてほしいんだよ』


    



    　──それでもわたしは、あなたのために在りたいのです。


    　そう祖父に、師匠せんせいに告げたのは、いつだったろうか。そのときに、覚悟を決めたのではなかったか。こんな言葉に惑まどってしまう程度の浅い覚悟なら、師匠のそんな、悲しい顔なんて見ずにすんだのではあるまいか。


    　人形繰りになんか、師匠がなってほしいと言ったことは一度もない。与えてくれた多くの選択肢の中から選んだのは、いつだってわたしなのだ。


    「……考えさせて、くれませんか」


    　考えるまでもない。だというのに、選んだ選択は引き延ばすこと。


    　シロのいない空白を埋めるように、腕を抱く。


    「…………いいの？」


    　頷うなずくと、鈴すず音ねの顔が喜き色しよくで華やいだ。わたしはそれが嬉しくて、しかし同時に胸が痛む。


    「……アゼリアを討うつまでの間。それまでに、きちんと答えを」


    　こうして討とう魔まとしてのセリフを吐いたのは、ただの苦し紛まぎれでしかない。


    「……わかった。それとさ、全部終わったら、その……どうするかはともかくさ、一回だけでいいから、また、一緒にお出かけしたい…………ふふ、ごめんね、変なお願いで」


    　頷くと、鈴音は花が綻ほころぶような笑えみを見せて、わたしもふと、笑みを零こぼした。


    　少しだけほっとしたような気持ちになって、わたしはいつものように軽口を叩たたく。


    「仕方がありません。けどそのときは、またクレープをご馳ち走そうしてもらいますからね」


    「……うん、約束だ」


    　そう小さく、少しだけ寂しげに彼女が笑う。


    　わたしもまた、合わせるように、釣られるように、小さく笑みを頰ほおに浮かべた。


    



    　　○


    



    　体を維持するための魔力は、現時点では十分に足りている。肉体的な意味で、私が血を求めているのではないということは間違いない。となれば、これは精神的なものであるのか。


    　すっかり冷えた紅茶を啜すすり、ただぼんやりと、眠る彼女を見ながら椅い子すに腰かける。今日きようで監視は三日、明日あしたには討うち入ると、神楽かぐらちゃんは言っていた。聞いて、浮かんだのは焦しよう燥そうだ。アゼリアの根ね城じろを見つけたときに浮かんだものと、同じ。


    　彼女は、どうするつもりなのだろうか。ここ数日、極端に会話は減っている。その話に触れぬようにしているためか。それとも、彼女も惑まどっているのか。


    「……神楽ちゃん」


    　そう呟つぶやく。返答は期待していない。ただ、名前に呼応するように、愛いとしさだけがこみ上げた。


    　そして、そんな気持ちがあふれるほどに、昔のことが思い出されて胸が痛む。


    　山奥で目覚めて、彷徨さまよって、いくつかの村を回っているうちに自身が人でないと知った。


    　同じような外見であるのに、人とは根源的に違うものがあるのだろう。それは畏い怖ふであり、畏い敬けいであり、そして純然たる恐怖である。人より優れた容よう姿しはそれを裏づけるに十分なもので、そして人を超えた力は彼らの認識を確固たるものとした。


    　神の化け身しんと噓うそをついても、しかし人里には住めはしない。人の社会には、人しか入れぬのが道理であるのだ。ありとあらゆるものに社会はあり、そしてその社会は異い端たんを認めない。


    　それは妖よう魔まも同じこと、私は妖魔と言うより精せい霊れいに近く、しかし精霊と言うにはあまりに穢けがれ濁にごり過ぎていた。人が、恐れを抱いだくほどに。


    　妖魔も精霊も、その起源は皆、人の信仰だ。


    　死者の復活や夜の未知への恐れから吸血鬼は生まれ、山や川、自然への畏怖と畏敬、崇すう拝はいから精霊は生まれる。多数の認識が私たちのようなものをつくり出す余地を与えるのだ。


    　妖魔は災わざわいを齎もたらす象徴として想像されたから、妖魔。


    　精霊は恵みを齎す象徴として想像されたから、精霊。


    　なかには信仰を失い、居場所をなくした精霊もいるし、その逆もある。妖魔のように恨みを原動力に歩き出し、災いを振りまく祟たたり神などはそうだと言える。


    　恐らくは、私もきっと、そうしたものと近い存在であるのだろう。いっそ理性がなければ、これほど悩むこともなかったのだけれど、何の因いん果がか心だけは正常で。


    　嫌になって目を閉じ眠り、そうして起きて絶望し、居場所がないのだと嘆なげいて歩いた。


    



    　──私は、他人に飢うえていたのだ。


    



    　ため息をついて、ベッドの上を見やる。いつものように兎うさぎを胸に、無防備なままで彼女は眠る。その気になれば、いつでも彼女を奪い支配し、私のものにできるだろう。


    　受け入れてくれる社会がないのであれば、自分でその社会をつくればいい。一人の少女を代だい償しように、死までの果てない享きよう楽らくのために。


    　私の、幸福のために。


    「……どうか、してる」


    　胸が痛いくらいに跳ねて、その興奮と劣れつ情じようを伝えてくる。すぐにでもその柔やわ肌はだを貫つらぬいて、欲望を注ぎ込み、自分だけのものにしてしまえばいいのだと心は喚わめく。下げ賤せんで邪じや悪あくで、どうしようもない、そんな衝しよう動どう。彼女は、否いなとは言わないだろう。迷っているくらいだから、きっと彼女は、受け入れる。そして、どこか醒さめたような目で、失望の色で、私を見つめるのだ。


    　彼女の純真を裏切った、私に対して。


    　ああ、それでもいいかもしれないと、半ば本気で思いかけて身震いをする。


    　自分が、どうしようもなく怖かった。


    　また、そんなことをするのか。手に入るかもしれない大切な居場所を、自分でどろどろに汚してしまうのか。仮に望みどおりにうまくいかなくたって、確かな思い出は、残るはずなのに。


    　半分ばかり残った紅茶をそのままに、立ち上がるとドアに向かう。


    　外の風が、少し吸いたくなった。


    『その吸血鬼の巣を突き止めたなら、また今日きようと同じように、あのガキが寝静まった頃を見計らって一人で外に出て来い』


    　本当に、それだけだなんて、言えないのだけれど。


    



    　使われなくなった廃はい墟きよビル。必要とされなくなった居場所。その屋上の手すりにもたれかかり、明かりに煌きらめく街を眺めると、酷ひどく心が落ち着いた。


    　人と妖よう魔まの境界線、ここからはそれがよく見える。この景色を見るたびに、少し心が沈んで落ち着いて、だから好んでここに来ていた。


    　ここは、明るい世界に背を向けることが許される場所。ここにあるのは人里への憧しよう憬けいと、羨せん望ぼうと、そして確かな現実だ。誰もここには立ち寄らない。人を襲おそうには不便で、人には少し、ここは怖い。来るとすればきっと、私のような、居場所を失なくした者だけだろう。


    　思えば、神楽かぐらちゃんと再会したのもここだった。討とう魔まにも追われて逃げ込んで、酷く苦しそうに、壁にもたれかかって。


    　助けたのは、善意なんかじゃない。


    　だって、そんな彼女を見つけたときに、浮かんだ感情は喜びだから。


    『お前が望むのは、鳥の雛ひなのようなものだろう？』


    　あの男の言った言葉は、きっと、間違っていないのだろう。


    　ほかの誰をも騙だませても、私は、自分を騙せるほど、器用じゃない。


    「……本当、悪い子だ」


    「俺おれにとっては都合がよくて、実に結構なことであるが」


    　聞こえた声に、誰すい何かする間まもなく、


    「────っ」


    　そこでふと、私の意識は途絶えた。


    



    　　◆


    



    　いつものように、座ざ敷しき牢ろうのような部屋に一人。わたしはただ、人形を操あやつる。


    　指先の糸はシロに繫つながり、そしてシロが指令を飛ばしてさらなる兎うさぎへ。


    　人の思考には限界がある。自分の体以外の何かを動かすには、当然それに思考は細分化され、処理可能な兎は現実的にはせいぜい五体。となればどうするか。


    　まず兎そのものに自律行動のロジックを組んでやればいい。こういう状況になれば、彼らはこう動く。撃たれれば甲かつ冑ちゆう兎が射線を遮るように、隙すきを見れば大おお鉈なたの兎が飛びかかるように。


    　ままごとをさせているうちに、兎に役割を与えることを覚え、そしてその役割どおりの動きを判断できるよう、兎自身に組み込んだ。はじめの発想はそこから。とはいえ、武器としても、これほど容易たやすくシフトできるものだとは思わなかったけれど。


    「……どうされましたか、師せん匠せい」


    　人の気配に、シロ一体を残して回収し、そしてそのまま、胸に抱く。


    　恥ずかしいことだとは思うのだけれど、癖のようなもので、いまだに兎を抱かねばまともに人と目を合わせられないのだ。


    　自衛本能の表われだとか学術的に論じてみたところで、治るわけでもない。気を張ればなんとかならぬことでもないが、それでも、こうしなければ落ち着かない。少女趣味だと笑われたりもするから、あまり外ではしないのだけれど、師匠は優しくそれを許してくれる。


    　そんな師匠の優しさが、わたしはとても好きだった。


    「少し、様子をな」


    「ふふ、また、そんなこと。毎日見てらっしゃいますのに。今日きようは、何かお仕事でも？」


    　訊たずねると、師匠は少し悲しげな顔をして、そしてそれに気がついてわたしも少し胸が痛む。


    　師匠は、わたしが繰り手として討とう魔まの仕事をすることを、あまり好ましく思ってはいない。


    　それを知っていて、しかしわたしには、それ以外で師匠に恩義を返すやり方を知らなくて、だからそれでも、笑え顔がおを崩さず、いつものようにただ言葉を待った。


    「……やはり、もうやめないか、神楽かぐら。無理をしなくても、いいんだよ」


    「無理なんて。わたしが好きで、やっているだけですから」


    「……お前には本来、いろいろな道が広がっていたのだよ。それを閉じたのは、わしだ。お前の才能に愚おろかにも、目が眩くらんで──幸せな平へい穏おんの道を、奪ってしまった」


    「わたしはこれで満足しておりますよ、師匠。師匠に助けられて、育てられて、そうしてようやく得た命。可愛がってもらった人形はちゃんと主人をわきまえます」


    　そう言って、シロを撫なでる。シロはまるで生きているかのように、目を細め、喜びに耳を寝かせて身を震わせる。高度な知性を与えた人形は、もはや生物と変わりはしない。


    「お前は人形ではなく、人間なのだよ。誰が、なんと言おうが、わしの愛する孫娘の、な」


    「同じようなものです。仮に自由を与えられたとて、何をしたらいいのかわかりません。わたしの幸せは、師せん匠せいのために働くことだけですから。この子たちと一緒に」


    「お前は、目を閉じてしまっているだけなのだよ……きっと」


    「人は、たくさん見てまいりましたよ」


    　気味悪がるもの、疎うとましがるもの、嫌うもの。誰一人、祖父のような愛情をわたしに向けるものはいない。血が穢けがれていて、心がない、人形なのだと教えられた。それが一番、近いのだろう。


    　どうすれば好きになってもらえるのか、どうすれば嫌われてしまうのか。


    　そんなことすら、わからない人間だったから。


    「ですがやはり、わたしは彼らの中には入れません。人としていくつもの部分が欠けていて、どうしようもありませんから。だから、今があるのでしょう、きっと」


    　いつしか嫌われ方だけは実にうまくなって、そうして、それを手た繰ぐれば容易たやすく人を思いどおりにできることを知って、ますますわたしは人から離れた。


    　そうしてますます、人はわたしから離れた。


    　残ったのは、あとにも先にも、師匠だけだ。


    「師匠は悪くなど。悪いといえばもとよりわたしが悪いのです。人としては、どうにも出来損ないでしたから。だから今があり、そして今は────」


    　──師匠に大事にされているだけで、幸せです。


    　そう続けて笑うと、師匠の胸に飛び込んだ。師匠は優しく頭を撫なでてくれて、そのくすぐったい感触に目を細めてわたしは身を預ける。


    　こうされているときが、何よりもただ、幸せだった。


    「これからも、ずっとわたしは師匠のために。そしてそうであれと言われるだけで、わたしはただただ幸せなのです。いらないなどと、後ご生しようですから言わないでください」


    　抱きしめられた体が、温かい。師匠にだけは甘えることが許される。このときだけは人になれたような気がして、ただの娘になれた気がして、幸福で。


    　それをわかってか、わからずか、師匠は何も言わずに優しく抱きとめ、受け入れる。


    「……神楽かぐら、わしはそう、長くは生きまい」


    「ならばわたしも、そのときに」


    　そう言って手を腰に回して、力を込める。間のシロが、潰つぶれて少し、苦しげな顔をする。


    　ごめんなさい、と心の中で謝って、師匠の言葉に耳を傾ける。


    「……神楽の言ってくれることは、何より嬉うれしく思うておる。だが、ならば一つだけ、わしの今こん生じようの願いを聞いてくれまいか」


    「……どんなことでも、一生を」


    「……ありがとう。お前はわしの最愛の孫娘だよ、これまでも、これからも」


    　そこで息を切って、穏やかな声で、師せん匠せいは続けた。


    「わしの願いはな、神楽かぐら────」

  



  
    



    


    　　　　　六章『人形遣い』


    



    『鈴すず音ねは預かった。求めるならば、一人で城に』


    　出口に置かれていたのは、一枚のメモ。簡素な文面の、ほかに読み取りようのないものだ。


    　鈴音が攫さらわれた、それはすぐに理解ができた。しかし、なぜ鈴音か。これには少し、疑問が生じる。どうして、鈴音を知っているのか。そしてどうやって、どうして彼女を攫ったのか。


    　疑問を思い浮かべれば、解は簡潔。


    　鈴音はもとより、アゼリアと関係のある人物であった。暗示をかけられていたのか、操あやつられていたのかはわからない。ただ、もとよりアゼリアの手て駒ごまの一つとして存在していたと考えるのが妥だ当とうだろう。自分の意思で、というのは考えにくい、そうであるならば、とっくの昔にわたしの自由意思を奪っている。


    『い、いや、だって、ちょっと前まではお買い物とか、商店街とかデパートじゃないとじゃないと手に入らなかったり……』


    　今思えば、彼女の発言にはおかしな部分が散見された。単に、記憶を忘れているだけだと、そう考えていた。または、地方に住んでいたがためにコンビニをはじめとする建物にあまり縁がなかったか。しかし、そうではなく、それが記憶の欠落とするのならば──


    「……鈴すず音ねは誰かの意図で、わたしに接近させられていた」


    　恐らくは、そうなのだろう。


    　ともあれ、そこから推測されるに──いや、推測などという不確定なものではない。


    　間違いなく、罠わなだろう。


    　何らかの方法で、わたし達の行動は、監視されていたと見て間違いない。であれば、これからわたしが鈴音を助けに行く、というシナリオも想定済みだろう。それが吸血鬼、アゼリアだけならともかく、協力関係にあるらしい葛くず葉はまで加われば、わたしにもはや勝ち目はない。


    　携帯を取り出して、履歴を開く。電話をかける相手も、かけられる相手も和かず政まさ一人しかいなかった。通話ボタンを押そうとして、しかし。


    　一人で城に、という文面をもう一度見直した。唇くちびるを嚙かんで、シロを抱く。


    　馬ば鹿かなことを考えている、ありえない、狂気の沙さ汰ただ。所しよ[image: ]せんあれは妖よう魔まであって人ではない。どうせこれが終われば別れる相手。なら死んだって構わないだろうに。


    　みんなどうだっていいことだと、わたしはずっとそう割り切って、生きてきたのではなかったのか。


    　道理を立てれば義理も立てられず、義理を立てれば道理も立てぬ役立たず。だからいっそ、すべてすべて、師せん匠せいのためだけにあれと、そう願って。


    



    『わしの願いはな、神楽かぐら、お前に自分を、好きになってもらうことなのだ。お前は自分で言うほど悪い娘などではないんだよ。お前は利口で優しくて可愛らしい、わしの自慢の孫娘なのだから』


    『……全然、利口などではないのです。優しくも、可愛くも』


    『……お前の気持ちはよくわかっている。だからこその願いなのだよ。噓うそでも構わない、ただそう思って口にするだけで、お前にとっての世界はきっと変わるものだと思うのだ』


    『……師匠』


    『自分を愛して、自分の幸せを考えて、自分の思うままに生きてみてはくれまいか』


    



    　部屋にある姿見を見て、正確にはそこに映る自分の姿を見て、息を吐く。


    「……わたしの、幸せなんて。あなたがいなくなってから、とうに」


    　シロに頰ほおを擦こすりつけて目を閉じる。幸せなんていうのは、まやかしで、幻想で、記憶の中にしかないもので。


    　わたしは人形遣いなのだ。どれだけ自分を愛したとて、褒ほめてみたとて、操あやつることとそう変わらない。それはわたしを愛するわたしという、そんな人形を操っているだけであって。


    　師匠が求めるものは、きっともっと、違うもので。


    「わたしはやっぱり、駄目な子です。シロのほうがきっと利口ですよ」


    　シロに笑うと、ぐい、とシロが顔を出して、わたしの頭をよじ登る。


    「シロ……？」


    　問いかけには、答えない。当然だろう、彼に言葉を喋しやべる機能はない。ただ、わたしの頭をよじ登って、それから、わたしの頭を優しく撫なでる。


    　人形にすら、慰なぐさめられている。その事実が酷ひどく笑えて、そのままゆっくり目を閉じる。


    　鈴すず音ねの、笑った顔が瞼まぶたに浮かんだ。


    「わたしはいったい、どうしたらいいんでしょうね。こんなことで迷うだなんて。やらないといけないことは、わかっているのに」


    　頭の上から床ゆかに飛び降りて、シロはわたしの目を見つめる。それから手を振り、もぞもぞとわたしのスカートの中から出てきたのは、マスケットを担かついだ兎うさぎ。


    　彼は照準を、床に放り出した携帯電話に合わせて、ただ、シロからの指示を待つ。


    　シロも同じように、わたしを見つめて指示を待つ。


    　わたしは少し、呼吸を止めた。


    　この子が何をしようとしてるのか。わからないわけがない。


    　それはすごく、いけないことだ。


    　ああ、けれど師せん匠せいであればなんとなく、そう言いそうだと小さく笑う。


    「……いいですよ、シロ。わたしがしたいことも、本当は、それなのでしょう」


    　そう告げた、すぐあとには破裂音。携帯電話は粉々に破損して、シロはまるで、映画に出てくる紳士のように、右手を前に頭を下げて、格式ばった挨あい拶さつを見せる。


    「ふふ、あなたは本当に、人間みたいですね」


    　これで、もう戻れはしない。罠わなだということは理解している。正しくはないし、行動としても愚ぐの愚だろう。


    　そもそもが、小細工を弄ろうして闘うのがわたしなのだ。油断を隙すきを、誘ったうえで、敵を討うつ。最低消費で最小限、だからこそわたしの継戦能力は維持できる。真正面から突っ込んでも、アゼリアは倒せるだろう。しかし、そこに葛くず葉はの人形繰くりまで構えていれば、それですべてが終わってしまう。


    　分ぶの悪い[image: ]かけだ。ため息をつくと、笑い、そのままシロを抱き上げる。


    　そもそも、惜しむ命なんてとっくの昔に失われたはずだろう。ずっと、思っていたことだ。何一つ、楽しいことなんてなかった。師匠に言われたように、自分を操あやつって言葉を吐いて、それでもずっと、変わることもなくて。


    　鈴音と出会ってからは少しだけ、違っていたのだけれど。


    「……不愉快極まりない娘ですけど」


    　どうだっていいのだとは、彼女のことを、割り切れない。


    　なら、助けてやるのが義理だろう。少なくとも、そうするのはとても自然で、人間らしくて悪くはない。いつものようでは、いつものままにしかなりはしない。


    　ずっとずっとその繰り返しでは、そうする限りそうなるのだろう。


    『自分を愛して、自分の幸せを考えて、自分の思うままに生きてみてはくれまいか』


    　師せん匠せいがいなくなってから、少なくとも、幸せではなかった。


    　師匠が望むことはわからない。だけど、今が違うとわかるのならば、賽さいを振る勇気は必要だろう。たとえいずれの目が出たとしても、変化に踏み出したことには、変わらない。


    　一つ頷うなずいて、息を吐くと、目を見開いて扉とびらを開いた。


    「行きましょうか、シロ。わたしには珍しく、すべてを運に委ゆだねます」


    　そう口元に、小さな笑みを形作って。


    



    　　○


    



    　波紋の中心は、雑居ビルの一階、奥から三番目の部屋。


    　ドアに張り巡らされている術じゆつ式しきは、空間転移と誘導暗示。そこには施せ錠じようもなく、ただ受け入れる匂においだけがある。一般人を無意識に誘い込む罠わなは、魔術師が見れば一目でその内容の理解ができるもの。まして討とう魔まが、こんなものを見落とすわけもない。


    　やはり葛くず葉はは、本当にアゼリアと共きよう謀ぼうしているのだろう。


    　ため息をついて、扉を開く。罠だということはわかっている。アゼリアはきっと鈴すず音ねを人質にとり、そうして都合よく事を運ぶ気だろう。それを考えればこれがどれだけ愚おろかな選択か、理解もできているつもりではあった。


    　さすがに無策でありはしない。有利に運ぶ算段も、一応はある。あとは、葛葉の邪魔が入らないことを祈るだけ。逃げ切るための隙すきさえあれば、それですべてはうまくいく。


    　扉を開いて中に入れば、そこは御お伽とぎ噺ばなしに出てくるような、中世風の大ホール。煌きらびやかな装飾と重厚な造り、赤いカーペットが階段にまで続く。


    　そしてその中央階段に置かれた豪ごう奢しやな椅い子すに、どこか不思議な表情のアゼリアが頰ほお杖づえを突き、こちらを睥へい睨げいしていた。


    「……意外。まさか真正面から、礼儀正しく入ってくるだなんて」


    「人の家を訪ねるのに、あえて裏口から入るのは泥棒だけですよ」


    「それも、そうだけど……」


    　アゼリアは眉まゆを顰しかめて、首を傾かしげる。


    「何をしにきたのかしら？　あまりにも予想外で、目的が見えないのだけれど」


    「……？　何を言っているのです。あなたが鈴音を──」


    「そう、鈴音よ。あなた、あの娘をどこにやったの？」


    　今度は、こちらが眉を顰める番であった。わざわざ、置き手紙を残すくらいだ。当然、鈴音をその傍かたわらに伴ともない人質として揺ゆさぶりをかけてくるのが狙ねらいだろうと、そう思っていたのだが、どうにも少し、様子がおかしい。


    「……なるほど、まんまと食わされたというわけね。あなたも、私も」


    「……、そのようですね。おかげで用がなくなりました、わたしはこれで」


    　踵きびすを返すと同時、鈍にぶい音とともに扉とびらが閉まり、わたしは小さくため息をつく。もちろん、帰れるなどとは思っていなかったのであるが。


    「そんなに都合よく、いくと思う？」


    「いいえ、あなたが底なしの馬ば鹿かであるのではないかと仮定した作戦だったのですが」


    「馬鹿にしているのかしら？」


    「あら、わかりませんか？　ずいぶんおめでたい頭の持ち主なのですね」


    　告げると、アゼリアは不愉快そうに鼻を鳴らす。


    「……憎たらしい小娘だこと。気を張るのがずいぶん上じよう手ずね。鈴すず音ねを通して見たあなたからは、もう少し気弱で臆おく病びようなのを想像していたのだけれど」


    「ふふ、猫をかぶるのも、自分を操あやつるのも得意ですから。鈴音を介して見ていたのですね、どうも暗示か催さい眠みんか、どちらかを施ほどこしたのではないかと考えていたのですが」


    「そう、あなたが踏み込む直前にでも、攫さらってこようかと思っていたのだけど」


    「油揚げを攫われたわけですね。間の抜けた話です」


    「そうね、あなたというお仲間がいると思うと嬉うれしくて涙が出るわ。その様子だと、あなたは私が攫ったものだと踏んできたのでしょう？」


    「そうですね、実に巧こう緻ちな罠わなです。天才美少女たるわたしを謀はかるなど」


    　しかし、では、誰が攫ったのか。


    　協力関係にあった吸血鬼アゼリアとわたしをまとめて始末するために、葛くず葉はの連中が仕掛けた罠であるというのはどうか。理には適かなっている。これが坂さか上がみを追い落とす罠であるのなら、汚れ仕事を共にしてきたアゼリアを同時に切るというのは、今後のためにも悪くはない。上じよう策さくではある。


    　しかし、そんな間抜けを、この女が許すだろうか。


    　この女が狩り場と安全な居場所を得る代わり、葛葉の益えきになるよう人じん狼ろうを使った暗殺や事件を起こしてきたことはたぶん、間違いない。仮にも討とう魔まの一家に対して、それだけの交渉をする手腕があり、実績がある。それなりに長く生きてきた吸血鬼であることは確かだろう。そんな狡こう知ちに長たけた吸血鬼が、その程度のことを読めていないわけがない。


    　恐らく、わたしの居場所や鈴音の存在も、大きくぼかして伝えているはずだ。少なくとも、鈴音を攫われるようなヘマをするとは思えない。


    　となれば、あとは一人か。しかし、理由が摑つかめない。和かず政まさであるのならば、なぜそんな回りくどい手法をとるのか。


    　殺したいのならば、殺せばいい。そうする実力も、権力も、情報だってあるのだから。


    「心当たりはおありですか？　葛くず葉はの身内だとか」


    「いいえ、葛葉の狸たぬきには当然、釘くぎは刺しているもの」


    「まぁそうでしょうね。ちなみに、今回の見返りはどういったものなのですか？　冥めい土どの土産みやげに聞いておきたいのですが」


    「……心にも思っていないことをよくも、そう言えるわ。まぁ、冥土の土産というには早いけれど、似たようなものね。教えてあげようかしら」


    「さすがお心が広い。あなたはそういう、素晴らしい吸血鬼だと思っていました」


    「……殺してやろうかと思う程度には憎たらしいわ、あなた」


    「ふふ、心外ですけど、よく言われるセリフですね。さぁお話をどうぞ」


    　アゼリアはちょっとこちらを睨にらんだあと、諦あきらめたようにため息をついた。


    「鈴すず音ねを飼っていたのだけどね。もちろん、食事用兼ペット、というかたちで」


    「大体、予想はできていましたけど」


    「そう、話が早くていいわ。けれど、どうもあの子が血を吸ってくれなくて困っていたのよ。血を吸わないと、あの子の真価は発揮できないの。死なない程度に魔力を与えつつ、いろいろやったのだけどね」


    「……いろいろ？」


    「そ、いろいろ。猫や子どもを飼わせては殺すと脅おどしたり、目の前で痛めつけてみたりだとか、ああもちろん人じん狼ろうの相手をさせてみたりとか、あの子自身も痛めつけてはみたのよ？　でも、どうしても血を吸ってくれなくてね、困っていたのよ」


    　背筋が凍って、血の気けが引いた。心臓だけが、ただ、激しく早鐘を打つ。


    「どうやら、絶望しきって心が死んでいたのでしょうね。あんまり効果がなかったところに、今回の話。記憶を一度消して、誰かと関係を築かせて、今度はそれを人質に取る。その相手があなただったってわけ。葛葉が邪魔だと言っていたのもあるし、実力ある人間を手て駒ごまにするのも悪くはないって思っていたしね。あなたには鈴音が、鈴音にはあなたが人質となって実にいい具合に嚙かみ合ってくれると思ってはいたのだけど……」


    　少々面倒くさいことになったわ、とふざけたようにアゼリアは笑う。


    　さもどうでもいいことのように。まるで、昨日きのうの晩ごはんがどうだった、だとか、そんなことを語るような、軽い口く調ちようで。


    　不愉快も通り越せば血の気が引くのか。怒りにくるうというよりは、いつも以上に冷えた頭。感情を面おもてに出さないままに、ゆっくりわたしは息を吐き、シロを少し、抱きなおす。


    「なるほど、大方理解ができました。おかげさまで」


    「そう、助けになれて嬉うれしいわ」


    「ふふ、けど、初めてですね」


    「何が？」


    「生まれて初めて、純粋に誰かを殺してやりたいと思いました。こんな感情が自分にあったというのが、少し驚きです」


    　そう言って笑うと、わたしは静かに深呼吸。冷静に、冷徹に、ただ相手の出方だけを読む。


    　人形繰くりに、感情などは不要である。あくまで相手をどう攻めて、転ばせ、首を取るのか。その手法だけを手た繰ぐるものだ。


    「シロ、起きて」


    　小さくわたしは囁ささやいて、もう一度、アゼリアのほうを見た。


    「ずいぶんな自信家ね。一人で、しかも、人じん狼ろうを含めた私に勝つ気でいるなんて」


    「当然でしょう？　蚊かを退治するのに火炎放射器を使う馬ば鹿かはいませんよ。身一つと両の掌てのひらで十分です」


    「……ずいぶん、馬鹿にされてるみたいね？」


    「はい、おわかりになりましたか？」


    　わたしは笑いながら、馬鹿にするように、相手の不愉快を誘うように、そう告げる。映像と音声で、相手の心を乱していく。心は冷ややかに、自分の言葉で揺ゆれる相手の感情を感じ取る。


    「……まぁ、あなたみたいな子に躾しつけをするのは嫌いじゃないわ、やりがいがあって」


    　まだ、アゼリアには取り繕つくろえる余裕がある。アゼリアの怒りの感情は、戦闘に影響に与えるほどのものではないという証左である。


    「躾だなんて、あなたを飼い主にした覚えはないですよ？」


    　まだ、甘い。この女の激情を弄もてあそぶには、言葉だけではいくらか弱い。


    「当然よ、これからだもの」


    　アゼリアが指を鳴らす。それが合図だったのか、周囲に待機していた人狼達が、廊下から、ドアから、この大ホールに次々と現れる。


    　その総数は二十三。さすがのわたしでも、まともに正対すれば即座にわたしの敗北が決する数である。


    「あなたを捕らえたらとりあえず、しばらくは彼らの相手をさせてあげるわ。その生意気な口は一年も躾けてやれば少しはマシになるでしょう？」


    　当然ながら、アゼリアもそれを理解している。だからこその余裕なのだろう。


    「気が早くて長いものですね。もう既に勝った気でいるのも驚きなら、一年だなんて」


    　しかし、それもまともに正対すれば、の話である。


    　人狼を見る。主人が馬鹿にされていた状況に、不快の色も、闘争心もない。ただ、忠実に指示を待つ、そういう躾の行き届いた、犬の姿がそこにある。


    　鈴すず音ねと初めて会った時の、あの人狼とは違う。意思もなく、決定権もない、そんな人形のような犬の姿は、アゼリアと顔を合わせた時の──路地裏で見たものと同じ。


    「あなたこそ、大した自信ね。この状況でなんとかなると？」


    　素晴らしい躾しつけだった。この女も、ある意味では人形繰くりの一人だということだろう。


    　──そしてだからこそ、そこに付け入る隙すきがある。


    「……もちろん。あらゆるものには道理があるのですよ。始まり、過程を経へて、幕へ至る。物事に偶然など存在しませんし、すべてがすべて、必然にて結果に至るのです。その流れさえ摑つかむことさえできるのであれば、あらゆる事象はラプラスの魔の瞳ひとみの中」


    「あなたにはこの闘いの結果が見えている、と？」


    「ええ、ここに来て、わたしが負ける目などないと再確認しました」


    　大事なのは状況なのですよ、そう続けながら念ねん糸しを振るい、シロに指示を出す。


    　言葉と同時に、甲高い破裂音がホールに響いた。


    「闘いは始まるまでが肝かん要ようなのです。それまでに、どれだけ自分を優位に置けるか、それが戦いくさにおける勝負の道理」


    　飛び出したマスケットの兎うさぎは六体。破裂音は同時に六つ。そして、倒れ伏した人じん狼ろうも六匹。


    　古典的なまでの不意打ちほど、決まればこれほど愉快なものもない。


    「あなた……っ」


    「ふふ、卑ひ怯きようだなんて言わないでくださいね。本来、小が大に勝てるわけもなし。戦闘術なんていうものは、そうした摂せつ理りを捻ねじ曲げる、そしてそれゆえ術じゆつ理り足りえるもの。こと、勝負を決めるだけならば、そこに公平さは必要ないのです。あなたが数をそろえたように、ね」
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    　次いでまた、指先を振るう。新たにワンピースの裾すそから呼び出した六体のマスケットが、さらに六匹の死骸を作り上げたところで、


    「何をしている!?　避よけなさいっ！」


    　ようやくアゼリアが、我を取り戻した。


    　ここまでは予想通り。六体で一列、計二列の隊列を組ませ、そしてその後ろに追加で六匹を新たに召喚する。


    　人じん狼ろうは先ほどのような棒立ちではない。確実に減らす意味でも、三列目のマスケットの照準は数を絞り二匹の人狼を殺傷する。


    　これで、人狼の数は計九匹、ここまで来れば、兎うさぎによる片手間の対処も可能になる。


    　大おお鉈なた兎を二十七、甲かつ冑ちゆう兎を十八呼び出して、五体一組で一匹の人狼に向かわせる。操作は自律行動による連携を指定。一定のパターンを組み込んだだけの、一つ一つは程度の低い兎であっても、それが五体ともなれば、そう易やす々やすと殺されはしない。


    　急激な魔力使用量の増加により、僅わずかに頭痛がしたが、許容範囲内。戦闘には問題がない。


    「あっという間まに、状況は五分ですね。ふふ、どうですか、感想は？」


    　魔力弾の再装そう塡てんが終わった一列目が、アゼリアに狙ねらいを定める。マスケットの兎は一発の弾丸を撃ち、そして再装塡を完了するまでに十二秒、弾込めと清掃に消費する。


    



    　現状三列でローテーションさせてあるマスケットの兎は、一列が撃ち終わった後に次の列が発射するまでに、誤差があれど大方四秒を要する。


    　これは魔力弾の威力を維持するための儀式の一つであり、そして、これがわたしの仕掛ける罠わなでもある。


    　大事なのは一旦魔力弾が発射されてしまえば、四秒間、アゼリアにとって安全に行動できる空白が生まれるということ。


    　──そして、その空白にアゼリアが気づけば、それで、この勝負は決する。


    　放たれた六発の一いつ斉せい射しやをアゼリアは難なく回避し、そして、わたしの方を睨にらみつけた。


    「……判断違いね、私の優位は、それでも変わらないわ」


    「そうですね、現状ではそう見えてもおかしくはないですが」


    「減らず口を……っ」


    　再度の射撃。二列目の放った弾丸を回避しながらアゼリアは声を張り上げる。


    「散開包囲っ！」


    　指示を受けた人狼たちは、兎との戦闘を行おこないながら位置を修正。わたしを取り囲むように移動する。抜けてきた一体の爪つめを横に跳ちよう躍やくすることで回避する。


    　先ほどまでいた場所に、人狼による大きな切せつ創そうが作られるのを見て肝を冷やす。単体では造作のない相手であっても、その一撃は容易たやすくわたしの命を奪い去る。一瞬でも、兎の操作を誤れば、それがわたしの最後だろう。


    　深呼吸をして、状況を再確認する。当然ながら、先ほどの急な指示は人じん狼ろうの戦闘行動を僅わずかに妨げ、さらに二匹の人狼の命を失わせている。


    　状況は、わたしの有利に傾いた。


    　アゼリアは頭に血が上っている。


    　標的を[image: ]ほふった兎うさぎの配置変換を行おこないながら、その事実に笑えみを深める。


    　冷静に努めようとしても、一度発現した怒りの感情は、その後全ての行動に影響する。不意打ちが功を奏したのだろう。殺意が増せば増すほどに、誰もが冷静さを見失う。


    　緩ゆるやかに距離を詰めていたアゼリアは、一瞬にして膨大な魔力を練り上げ、身体強化の術式とともに身に纏まとう。そして血液を操作、硬化させ、赤く鋭するどい刃やいばを爪つめの延長に作り上げる。


    「こんなに魔力を使うのは久しぶりだわ。光栄に思いなさい？」


    　それは、わたしに圧迫感を覚えさせるほど。


    「ふふ、蚊かが蠅はえになったところで、不愉快が増すだけのことですよ。光栄だなんて」


    　しかし、それが単なる憤ふん怒ぬの発露かと思えば、わたしの余裕は崩せない。


    「……本当、憎たらしい娘ね。それだけに凄すごく、あとが楽しみだわ」


    　自身の勝つ未来を夢想してか、アゼリアは舌で唇くちびるを舐なめあげる。そしてその瞬間に放たれた三列目のマスケットによる魔力弾を予想していたように、アゼリアは難なく回避した。


    「ふふ、あなたの攻撃はもう見切ったもの」


    　アゼリアのその言葉に、わたしもまた勝利を確信して笑った。


    　仕込みは十分に、行き渡っている。それを確認して、目を細める。


    　三列の兎によるこの四秒間の射撃の空白。当然ながら、それを理解した相手は、その空白を狙ねらって、接近と攻撃を狙ってくる。


    　無意識に、わたしの作った、ありもしない四秒というルールに縛られる。


    　そしてそれに嵌はまった時点で、アゼリアの敗北は確定していた。


    　人狼の数は残り六、兎の数も減ったものの、状況的には兎の優勢。少なくとも、現状問題はない。つまるところ、あとはアゼリアの動きに注視すれば良いということだ。


    「残念です。あなたのお楽しみは、永遠に来なさそうですね」


    「今のうちに吠ほえてなさい……っ」


    　アゼリアは間合いを詰め、十五メートルの位置。一列目の兎の位置まではあと七メートル。


    　新たに大おお鉈なたの兎を三体アゼリアに放った後、マスケットの兎二体を呼び出し、射撃する。


    　アゼリアは長く伸ばした爪の一ひと薙なぎによって、三体の大鉈兎を引き裂いた。そしてそのまま姿勢を落とし魔力弾を回避しながら加速。一列目のマスケットに狙いをつける。


    　そのタイミングで再装そう塡てんを完了させた一列目の兎が射撃。僅かに体を掠かすめたものの直撃には至らず、そのまま四体のマスケットが一薙ぎに[image: ]られた。残りの二体を無視して、アゼリアはさらに加速する。残りの二匹が次弾発射するまでに十二秒、問題ないと考えたか。


    　気づかれない程度に、僅わずかに口角を上げる。


    　その判断によって、二列目の兎うさぎの射撃が行おこなわれる前に、彼女はそれを叩たたき潰つぶす時間を得た。それを考えれば悪あく手しゆではない、しかし、正解でもない。


    　血によって拡大されたその爪つめによる薙なぎ払いは、二振りで二列目の兎を全滅させる。だが、わたしが新たに放出した十三体の甲かつ冑ちゆう兎によって、三列目との進路は塞ふさがれている。


    　これをどう判断するか。突破を試みるか、それとも回避を選択するか。


    「あら、怖おじ気けづいちゃうんですね」


    　アゼリアは横に跳び、正対を避けた。


    「人形の檻おりに引きこもるあなたに比べればマシでしょうに。それに────」


    　最後列の兎が引き金を絞る。距離は五メートルを切っていた。アゼリアはその全身に掠かすり傷を負いながらも、不敵に笑う。


    「これであなたの負けよ」


    　そして、パチン、と指を鳴らした。


    　周囲で戦っていた人じん狼ろうがその音と同時、自らを囲む兎を無視して、わたしに向かって大きく、跳ちよう躍やくする。アゼリアが合わせるように、限界にまで床ゆかを踏み抜き、体のバネを全開まで使って加速する。


    　最前列の兎が弾丸を放つには後二秒、そしてそれを理解しているからこそ、アゼリアは勝負に出た。自分のほうがそれよりも速く、そしてわたしが新たな兎を出すより先に、わたしを倒せると、そう踏んでいる。


    　だからわたしは、目を見開き、驚きよう愕がくを顔に浮かべてみせてやる。


    　アゼリアはそれを見て、頰ほおを吊つり上げ、


    「終わりよ！」


    　そう言い放ち、そして──


    「確かに、これで終わりです」


    　笑ったままに、アゼリアは脇わき腹ばらを弾丸によって抉えぐられ吹き飛んだ。


    



    　腹に風穴を開けられ、体を痙けい攣れんさせるアゼリアを横目に、袖そでと裾すそから呼び出したマスケットによって三匹の人狼を撃ち殺す。


    　アゼリアを撃ち殺したのは、最前列の二体による実弾だった。


    「ふふ、最初から最後まで、実に予想どおり。わかりやすい人でよかったですね」


    　思惑通りに事が運んだ。顔に先ほどの驚愕から一転、笑みを浮かべるとアゼリアを見る。


    「マスケットの兎は魔力弾を扱います。そして約十二秒、あなたの想像どおりに威力を維持するための準備期間が必要なわけですが──まぁ、わざわざそんな面倒くさいことをするのにも理由がありましてね」


    　そう言ってわたしは三本、指を立てた。


    「一つ目は、お金という経済的な理由から、二つ目は、わたしの魔力がそう多くないという理由から。どちらにせよ、バカバカ使えるものではないですからね。お金も魔力も、ちゃんと節約しないとすぐになくなってしまいます。で、三つ目。これはあなたのようなカモを仕留めるにはちょうどいい仕組みと言いますか……」


    　続けて嗤わらう。


    「そういうふうにわかりやすい弱点を狙ねらう人のために、何匹かにはちゃんと実銃を持たせているわけです。連装式の実体弾、見かけにはわからないようにしてあるものの、今のご時勢こんな玩がん具ぐを造るのはそう難しくないですから」


    　十二秒に関係なく、放とうと思えばわたしの兎うさぎの一部は弾丸を放てるようになっている。だというのに、アゼリアは兎がその間に攻撃できないものだと勝手に判断し、そしてその都合のいい推測に命を懸かけた。


    　アゼリアには先ほどのような威勢もない。ただ苦しそうに血を吐き、アゼリアは苦悶の声を上げる。


    　装そう塡てんしてあったのは銀の弾丸。銀弾は妖よう魔まに対しては毒である。それによって生まれた傷は、普通の傷とは違って、容易たやすく回復することはできない。


    　つまり、この間抜けな死に様が、この女の最後だった。


    「これで、終幕。ふふ、すごく間抜けで、あなたには、お似合いの死に様ですね」


    　そう言うと、わたしはまた一体、マスケットの兎を呼び出した。


    



    　　○


    



    　灰になったアゼリアの亡なき骸がらを見つめて、ようやく息をつく。


    　魔力の乱用、本来ピンポイントで使うべきマスケットの使いすぎ、そしてそれによる疲労が体に重くのしかかる。それなりに格の高い吸血鬼を相手にしたのだから、この程度の疲労は当然ではあるのだが、とはいえこれほど体に軋きしみを生むのは、自分の体力のなさゆえ。


    　まだまだ向上の余地はあるのだろう、と小さく笑う。


    　立ち上がり、しかし僅わずかにふらついて────


    



    「……所しよ[image: ]せんは妖魔。やはり何事も最悪の手段を考えるのが正せい道どうではあるな」


    



    　それから、百万枚のガラスが砕け散るような、そんな音の中で、確かに響いたのは老人の声。


    　アゼリアの濃密な魔力で満たされていた世界が、一転して別の、異質な魔力に侵しん食しよくされる。


    　目に映ったのは老人、葛くず葉はの、長おさの姿だ。


    「……葛葉、翁おう」


    「久しいな人形遣い殿？　元気そうな姿で、何よりだ」


    　アゼリアの結けつ界かいを崩してそのまま、自色の結界にすげ替える。討とう魔まがよくやる結界侵しん食しよく、そのお手本のような鮮あざやかな手並み。


    　あらかじめ、準備をしていたのだろう。黒いコートの退たい魔ま装しよう束ぞくを見れば、本気であることは理解できる。それは吸血鬼や鬼などという、強大な妖よう魔まを討とう伐ばつする際に身につける儀礼服。


    　そしてここは吸血鬼の巣だ。表向きの大たい義ぎ名めい分ぶんは、十分に立つ。


    「くく、いや、もはや元・人形遣いであるか。ここは既に包囲してある。逃げることが叶かなわぬことくらいはわかるだろう？」


    「そうですね、まぁ、いくらか予想はしていた事態ではありますけれど」


    　当然、一人ではないはずだ。外では相当数の繰くり手が控えていることだろう。だというのに、わたしは魔力のほとんどを使い果たして、体力もそう残っていない。


    　罠わなどころか、嵌はめられたうえに空振りとは、最後としては実に、馬ば鹿かみたいな話だ。


    「素晴らしいタイミングで来られましたね。もう数分、猶ゆう予よをくださればよかったのに」


    「見えている獲え物ものを逃のがすほど、耄もう碌ろくはしておらぬよ。入り口には一応、監視カメラ程度はつけている。お前たちのような魔術のみに頼った阿あ呆ほうには、実によい道具よな」


    「ふふ、そうですか、勉強になりました。後学のために覚えておくことにします」


    　とはいえ、ここで諦あきらめるのは早すぎよう。停滞は本当の意味での死でしかない。


    　どこかから結界をこじ開け、脱出する。結界侵食を行おこなってまだ間まもない。今ならば、どこかに綻ほころびが生まれている可能性も存在はする。


    　あるいは、入り口からの一点突破か。少なくとも、現状は一人。全力でかかれば、外に出たあとのことを天に任せるつもりで行くなら、そちらのほうが確率としては悪くない。


    　前者を選べば後者の可能性はなくなる。相手の数が増えてはおしまい。後者も一撃を失敗すればそれで終わり、ならば、どちらを選択するべきか。


    「くく、殊しゆ勝しようなことを言うではないか、小娘。しかし、いやはや、残念だ。歴代でも最年少の人形遣い、その栄えい華がが早くもこんなところで終わってしまうなどと」


    　そう考えたところで、ふと気がついて、わたしはゆっくり目を細める。


    「どちらにせよ、それは正しい結論となりそうですね。わたしほどの天才人形遣いがあなたの前に現れることはないでしょう」


    　なるほど、よくよく考えればそうだろう。実に実に、馬鹿馬鹿しい話である。


    「あなたのような老いぼれが、当主となってしまうとすれば、ですけれど」


    　馬鹿らしすぎて、わたしにそんな最さい期ごは似合うまい。


    「不愉快な娘だ。そういうところはお前の伯お父じとそっくりよ」


    「──それこそ不愉快な話だな、老いぼれ」


    　葛くず葉は翁おうの、さらに後方から、聞こえた声。


    　きゅらきゅらと車輪が動き、煙草タバコの煙をくゆらせて。


    「俺おれとこのクソガキを一緒にするな阿あ呆ほうが。不愉快にもほどがあるぞ」


    「っ……どうして、ここに貴き様さまが」


    　苦々しい顔で葛葉翁が和かず政まさに訊たずね、


    「どうしても何も、わかるだろう？　老いぼれ」


    　そしてそのまま、葛葉翁の首と胴が乖かい離りした。


    　首からは血液が噴水のようにあふれ出し、頭はまるで、ボールのように地べたを転がる。


    「……くだらない茶番のしまいだ」


    　傍はた目めには、何が起きたかもわからないだろう。予期していたわたしにも、はっきりと見えたわけではない。


    　その原因は、和政の、すぐその傍かたわらにあるその、機か巧ら人く形り。


    　まるで人間のような、その姿。赤い衣に長い髪。そして般はん若にやの面と、白しろ鞘さやの長刀。噴水のようにあふれる老人の血を浴びながら、赤い着物をさらに赤く濡ぬらして、ただ、佇たたずむ。


    「……桜おう花か、招しよう鬼き」


    　それは、坂さか上がみが秘ひ奥おう。機巧人形の最高傑作と謳うたわれる人形繰くりの至し宝ほうである。わたしが実際、目にするのは初めてで、しかし、一目見ただけで理解が及ぶ。


    　──これは、並の機巧人形とはモノが違う。


    「……お久しぶりです、伯お父じ様」


    　努めて平静を装よそおい、動揺を内に隠して静かに告げる。


    「確かに、ひと月と少しか。そう見たい顔でもなかったが」


    「わたしも、好んで見たい顔ではありませんでしたが」


    「くく、本当に礼儀を知らぬクソガキだな、お前は」


    　和政はそのまま念ねん糸しを振るい、葛葉翁の胴体を脇わきに押しやり、ひしゃげさせる。


    　念糸は扱う術じゆつ者しやの魔力によって、その力を大きく変化させる。坂上の中でも図抜けた魔力量を誇る和政の前にあっては、わたしのそれも霞かすんで見えた。


    　仮に、正面から力比べをすれば、万に一つもこの男にわたしが勝つ目などない。


    「……それで、どういうつもりなのです？　わざわざ、こんな回りくどい真ま似ねを」


    「さて、わからぬか？　これはある種の試験でな」


    　手を上げると、その背後から現れたのは、佐さ伯えきと猿さる轡ぐつわを嚙かませられた鈴すず音ねの姿。


    　予想はしていた光景ではあったが。


    「お前には失望したぞ。まさか、本当に一人で来るとはな。こんな見え透いた罠わなに気づかぬわけもなかろうに。友情ごっこに目が眩くらんだか？　反論があるならば述べてみろ。好きなだけ囀さえずればいい、小鳥みたいにな」


    「……そうですね。伯お父じ様の言い分はもっともでしょう。わたしだって、そう思います」


    　和かず政まさは呆あきれたようにため息をついて、頭に手を当てこちらを睨にらむ。シロを抱く手に力を込めて、わたしはただ、その視線に身を晒さらす。


    「ならば、改善するが正せい道どう。討とう魔まとしての務めを果たすため、今すぐこいつを殺すのが実に正しい判断だと俺おれは思うのだがな、どうだ？」


    　縦に頷うなずくのが正しいことで、横に首を振るのが間違っていることだろう。子どもにだってわかるそんな道理に、しかしわたしはどうにもできず、ただ、呆ぼう然ぜんと佇たたずんだ。


    「…………、できません」


    　いくらかの静寂と迷いの果てに、喉のどから出たのは否定の言葉。和政の眉み間けんに皺しわが寄り、ただでさえ鋭するどいその目が、細められる。


    「聞き間違いか、風の音を聞いたかもしれん。聞こえなかった、もう一度だ」


    「……でき、ません」


    「できぬ……できぬとな？」


    　突とつ如じよ、和政は破は顔がんすると、大きく口を開いて膝ひざを叩たたき、哄こう笑しようする。何がどうおかしいのか、腹を抱えて全身を震わし、後ろにいた側そつ近きんを見やる。


    「──っおい、聞いたか佐さ伯えき？　やはり俺の言うたとおりよ、くく、このガキ今頃になって頭に花でも咲いたらしいぞ？」


    　佐伯は何も言わず、表情も変えぬまま、ただ、小さくため息をつく。


    「おいおい、らしくもない。お前が俺に笑いをもたらすことが一生に一度もあるなどと。わかっているか、これは神の、天地開かい闢びやくに勝まさるとも劣おとらん出来事だぞ」


    「っ…………」


    「よほどこの野の良ら犬いぬが気に入ったらしいな。くく、男に興味がないと思えば、実はそっちの気けがあったわけか。なるほどなるほど、親おや父じ殿も大層苦心なされたわけであるな」


    「……相も変わらず──」


    「しかしまぁ、どうあれ、ようやく人間らしくなったものだ。お前もなかなか愉快なことをしてくれた。なぁ？」


    　和政は笑ったままで、鈴すず音ねのほうに視線をやる。


    　鈴音は少し、怯おびえたように、肩を震わし、視線を落とした。


    「……、どういうつもりで、鈴音を？」


    「今回のことを調べる過程で、愛する姪めいが妖よう魔まと共にいるらしいことを知ってな。心配になってしまったというわけよ。実に理解しやすい理由だろう？」


    「……それを言ったのがあなたでなく、言われたのがわたしでなく、そういう前提であれば、確かに理解しやすい理由でありますが」


    　睨にらみつけると、和かず政まさはいつもの人を馬ば鹿かにしたような笑みを浮かべる。


    　いやしかし、今日きようはどこか──


    「くく、なら言い換えようか。木で偶くとはいえ、俺おれの道具を他人にくれてやるのは、さすがの俺でも許せんことでな。ましてやそれが妖よう魔ま如ごときの手先となるのは、討とう魔まとしても見過ごしては置けんというわけだ。これなら実に、理解しやすかろう？」


    　不愉快に思えども、言い返す言葉がない。ただ、静かに苛いら立だちを抑えるようにシロを抱く。


    「木偶の分ぶん際ざいで俺の意に逆らうとは、ずいぶんと人の真似事がうまくなったものだ。今度は誰の言葉に踊らされているのだ？　この野の良らか？」


    「っ……」


    　鈴すず音ねの髪を引っぱると、和政はそのまま片手で吊つり上げる。鈴音が痛みにくぐもった声を上げるのを聞いて、反射的にマスケットの兎うさぎを起こして弾丸を放った。


    　しかし魔力弾は瞬時に現れた桜おう花か招しよう鬼きの刃やいばによって防がれた。唇くちびるを嚙かんで、和政を睨みつける。


    「……鈴音から、手を離してください」


    「……本当に、ずいぶん人間らしくなったものだな。それほどまでにこいつが大事か？」


    　問われた言葉に、僅わずか、躊ちゆう躇ちよした。


    「本心を言うがいい。まさか俺を謀たばかれると思っているわけでもあるまい？」


    「…………大事、です」


    「なるほどなるほど、相当この野良にご執しゆう心しんなようだな。ついに親おや父じ殿から乗り換えたわけか」


    　笑みを抑えて、しかしいつもの[image: ]あざけるような薄ら笑いは浮かべたままで、和政は続ける。


    「それは、坂さか上がみに、ひいては討魔に背を向ける、ということだろう？」


    「それ、は……」


    「ようやく、親父殿の亡ぼう霊れいから解放されたくなったわけだ。これでも遅いくらいだとは思うが、まぁしかし、いつかそんな日が来るだろうと思ってはいたよ」


    　和政は鈴音を放り捨てる。受身を取れぬまま地面に叩たたきつけられた痛みに、鈴音が眉まゆを顰しかめた。


    　声を掛けると、鈴音はただ、首を横に振る。戦うな、と警告しているようだった。


    　和政はポケットから煙草タバコを取り出し、口に咥くわえる。そして佐さ伯えきがそれに火を点つけた。


    　煙を吸い込み、吐き出して、そうして和政は口角を上げる。


    「優しくされるのはそんなにも嬉うれしかったか？　何も考えずに生きていきたいのがお前だものな。誰かの言うとおりに、言いなりになるのは、実に心地がよいのだろう？」


    「……違います。わたし、は──」


    「違わないさ。お前は何一つ自分で決められやしない。誰かに縋すがらねば生きてもいけぬ。そうして親父殿に縋って、ずっと生きてきたのだろう？　何一つ選ばずに、執しゆう着ちやくし、その言葉にだけ従って。今度はそれが、この野の良らに変わっただけのことだ、違うか？」


    「それは──」


    「否定できまい？　それが、お前だからだ」


    　愉快そうに紫し煙えんを揺ゆらして、和かず政まさは見み据すえる。


    「お前がこの野良と出会ったのは偶然ではなく、すべて仕組まれていたことだ。まぁ、そのくらいはわかっているだろうが」


    「葛くず葉はと、アゼリアの共きよう謀ぼうでしょう？」


    「そういうことだ。まぁ、そこは別に重要ではない。重要なのは、結果の話だ」


    「……、結果、とは？」


    「その言葉のとおり、結果よ」


    　言って、和政は目を細めた。


    「運命的な出会いを果たしたお前とこいつは、同じ苦しく切ない不幸な生おい立ちから、種族の垣かき根ねを越えて意気投合。そうしたところであの吸血鬼が野良を攫さらって、突然のことに純情乙おと女めは大慌あわて、本来ならばそういうシナリオとなっていたようだな。話としては三流ものだが、現状を見る限り、見事な配役ではあるとは思わんか？」


    　[image: ]あざけるような声に、唇くちびるを嚙かんで、睨にらみつける。


    「……くく、お前の間抜けさが、つけ込まれる要因をつくったわけだ。くだらん夢を見た結果としては、当然といえる結末ではあるが」


    「……っ」


    「そう怖い目をするな。くく、しかしまんまと嵌はまったものだよ人形遣い。繰くり手が踊らされるなど、坂さか上がみの恥もいいところだ。おままごとは、楽しかったか？」


    「……何が、おかしいのです？」


    「おかしかろう？　道どう化けが道化であることに気づいていないところなど、本当に。さらには、出来損ないのお前を甘やかしてくれた親おや父じ殿の面つらに、泥を塗るところもな」


    「わたし、は────」


    「今日きようはな、別にくだらん話をしに来たわけじゃあない。踊らされることしかできぬ木で偶くが、もう二度と夢見ることのないよう、教えてやろうと思うてな」


    　和政は車くるま椅い子すから、立ち上がる。


    　般はん若にやの面をかぶった桜おう花か招しよう鬼きは、刀を片手にその傍かたわらに。


    　もとは人を素材にした機か巧ら人く形りなのだと言い伝えは聞いていたが、それはまさに真実だろう。和服の隙すき間まの素す肌はだの質感は、まさに人以外のものではない。


    　右手五本を両足に、左手五本を鬼き面めんの機巧人形に。十指すべてで繰り糸を操あやつれるとはいえ、両足の自由を失ってからの和政は、その力を半分失ったに等しい。そしてそれで、わたしに勝つつもりなのだと、この男は豪語している。


    　この機か巧ら人く形りに、よほどの自信があるのか。


    　ただ、わたしを侮あなどっているのではないことだけは、理解できた。


    「母親にも祖父にも果ては吸血鬼にも、わかっていたのだろう？　お前には自分がない。いつも誰かに理由を求め、そして誰かに依存し、そうして寄生虫のようにいつまでも望まれるままに生きていく」


    　和かず政まさは幾度か確かめるように指先を振るいながら、ただ、言葉を続ける。


    「まだ十も半ば、というのに、百を超える人形をお前は自在に操あやつる。確かに人形繰くりとしてお前の技術は俺おれも親おや父じ殿も超えるものがあるが、しかし、それだけだ。なぜだかわかるか？」


    　わたしはといえば、問いかけに反論の言葉は喉のどの奥にもなく、ただ、呆ぼう然ぜんと言葉を待つだけ。


    　なぜか少しだけ、和政の顔が悲しげに映って見えた。今日きようのこの男は、いつものようで、だけどいつもとは、どこか違う。違和感の原因は、どこにあるのか。


    「シロ、起きて」


    　答えず、告げる。頭を振って、考えを散らす。考えるべきことは、そうではないだろう。どうあれ、今の両者は敵同士。ならば、どう相手を上回り、戦闘能力を奪い去るか。考えるべきはそこだけだ。鈴すず音ねを人質になど使うまい。和政が、そういう男でないことは知っている。


    　ならば、ここには我らが二人、それ以外に、人の勘定は不要だろう。


    　体は自然に動く。スカートから兎うさぎを次々放り出し、糸に絡めて命を与える。


    　それはまるで、生きているようで、しかし、本当は────。


    「人形が操れるのは、人形がせいぜい。我らは形かた代しろに心を与え人へと昇華し、そしてさらなる極みに至るもの。必要なのは、苛か烈れつなまでの感情と、そしてそれを律する理性なのだよ、神楽」


    　また頭を振って考えを散らす。心はいつものように落ち着かず、シロを抱いて息を整える。人形繰りに、心は要いらない。人形繰りに必要なのは、人形の如ごとき無む我が無む心しん。


    　心の迷いが、指を惑まどわせ、くるわせる。迷わず、耳を貸さず、無心であれ。


    　そしてそれこそが、真なる人形遣いというものだ。


    「そしてそれこそが、坂さか上がみの人形遣いというものだ」


    



    　言葉と同時に、和政が右手を振るう。瞬またたきより速く桜おう花か招しよう鬼きは十メートルの間合いを潰つぶし、その刃やいばを大だい上じよう段だんから振り下ろした。これを後ろに跳ちよう躍やくすることで回避するも、返す刀でさらなる追撃。咄とつ嗟さにマスケットによる牽けん制せいを行おこない回避を促うながし、同時に大おお鉈なたの兎を突っ込ませる。


    　瞬く三閃せんにて瞬時に三体やられるが、仕方ない。横に展開したマスケットの兎は五体、端から僅わずかな時間差攻撃にて和政本人を狙ねらい撃つ。


    　隙すきさえできれば、相手は所しよ[image: ]せん、機巧人形一つ。繰り手本人に守るものなどありはしない。


    　これで決まる。


    　そう思えどもしかし、放った弾丸は僅かに二発。放つ前に三体は両断され、形を失っていた。


    　想像以上の速さに驚き、即座に情報を修正する。加速から最高速への、タイムラグが存在しないのだ。少なくとも、半径五メートルは確実に殺傷圏内に収めている。


    　和かず政まさは危なげなく弾丸をかわして、再度指先を振るい桜おう花か招しよう鬼きに指示を与える。再度の斬ざん撃げきは瞬まばたきほどの僅わずかな時間。間かん髪はつ容いれずに振るわれた刃やいばを甲かつ冑ちゆう兎うさぎの盾たてにて防ぐ。


    　展開からの行動速度にはわたしも、それなりの自信がある。しかし桜花招鬼はそれ以上の速度で、兎たちの隙すき間まを縫ぬうように間合いを詰めてくる。


    　どうするべきか。和政との間合いを詰めるか、それとも開くか。この距離では彼を直接攻撃できるのは恐らくマスケットくらいだろう。ほかの兎では、近づく前に斬きられて終わる。しかしマスケットだけで仕留められるかといえば、それはどうにも難しい。


    　逆に距離を開いて、先にこの目め障ざわりな桜花招鬼を仕留めることも視野に入れる。これを潰つぶしてしまいさえすれば、もはや和政に勝ち目もない。


    　記憶を手た繰ぐる。そして、見たままの景色から、内部構造を読み取っていく。両側に通路の入り口、アゼリアが座っていた玉座の上には、中二階が存在している。恐らくは、そこに繫つながる階段か、いや、そうでなくとも構うまい。


    　その入り口にまで、後退する。これだけの速さがあったとて、それを生かす場所さえなければ仕留めることは可能だろう。狭きよう路ろに誘い、これをまず、黙らせる。


    　実に、ベターな選択ではある。なるべく自然を装よそおい後退を行おこなう。振るわれる刃を甲冑兎でいなし続け、大おお鉈なたの兎で牽けん制せいしながら、入り口の前に来たと同時に、大きく跳ちよう躍やく。


    　入りこんだ先は、上下左右を壁に囲われた階段。段差を抜かして二階に上り、そして釣られるように跳んだ桜花招鬼に、マスケットの兎による弾丸の嵐あらしを喰くらわせる。


    　回避する場所のない閉所、当然その速度は生かされることもない。十数発の弾丸をその身に喰らい、血を噴出しながらその場に倒れる。


    「血……？」


    　それはオイルではなく、血液だった。疑問に思ったが、しかし、今は気にしている余裕がなかった。


    　すぐさまそれを跳び越えて、今度は一階に降り立つと、そのまま和政に向かって駆かける。


    　和政が取り出した拳けん銃じゆうから吐き出された弾丸は、甲冑兎の盾をもって受け流し、肉にく薄はく。人形繰くりの術者当人が使用を控えている銃器であっても、和政は躊躇ためらわず使う。


    　そう予よ見けんできていたぶん、対処も容易たやすく、次の行動にはさしたる影響もなかった。


    　そして、その行動で、すべてが終わるはずでもあった。


    「っ──!?」


    　しかし、大鉈の兎を取り出したところで、和政が浮かべた笑え顔がおに気がついて、横に大きく跳躍する。風を断ち切る刃が、先ほどまでいたその場を通った。


    　即座に体勢を立て直し、現れた桜花招鬼にマスケットによる制圧射撃。


    　だが、今度は、それを避けもしなかった。


    　銃弾を浴びても、桜おう花か招しよう鬼きはものともせず、ゆらりとこちらへ間合いを詰める。銃弾を受けて開いた穴はすぐに塞ふさがり、陽炎かげろうのようにその体は揺ゆらいで見えた。


    「桜花招鬼をそこらのガラクタと一緒にしてくれるな。これはあれらとは根本から違う」


    　大おお鉈なたの兎うさぎを放って、両手足を切り落とす。やはりそれを避けもせず、桜花招鬼はすぐさま新たな手足を生やし、切断されたはずの両手足は霧む散さんする。


    　ぞくり、と背筋が震えて、後方に大きく跳ちよう躍やくする。


    　純然たる恐怖から距離を開いたのは、初めてのことだった。


    「これは人でも、人形でもない。もとは、神と呼ばれた一柱はしらよ。それを我ら坂さか上がみが地に落とし、ご覧のとおり機か巧ら人く形りへと仕立て上げたもの。神かみ楽あそび、とはまさにこのことだな」


    　それは、単なる機巧人形──呪じゆ物ぶつなどではない。高密度の魔力によって形成される、形なきもの。わたしのシロや兎たちと、同じ種類の存在である。ただ、その位い階かいの桁けたが、比べることすらおこがましいほど、違うことさえ除いてしまうなら。


    　精せい霊れいだとか、神しん霊れいだとか、いくらでも言い表わす言葉はあって、しかし確かにそれは、


    「人を依より代しろに、神を降ろして繰くる操くると。くく、坂上も悪あく辣らつだとは思わぬか、神楽かぐら？」


    　古くは神と呼ばれ、崇あがめられた一柱。


    　透けて見えたのは、膨ぼう大だいなまでのその魔力と、凶悪なまでの怨えん嗟さの念。


    「……そんなものを、どうして、あなたが」


    　操あやつりとは、念ねん威いでものを統すべること。そしてそれは、繰り手の強固な意思によって成されるもの。何かを操るには、精神そのものすらを操るには、それ相応の確かな意思が必要になる。


    　しかし神とは、数多あまたの人の感情こころ、願いや欲望から生まれる、つまりは、願望の化け身しんだ。人じん身しんにて成せぬことを成すためにこそ、彼らは存在し、そしてその強大な意思は決して、人が敵かなうものなどではありはしない。


    　なぜならば、彼らはそもそもが、人の超越者として願われ生まれ出いでたものであるからだ。繰り手としての和かず政まさの力量の高さは理解しているが、しかし神をも操れるとは思わない。


    　何か、仕掛けがあるのだ。


    「……お前は、自分の名前に疑問を持ったことはないか？　一般的な家庭であれば、少し奇抜な、古風な名前だと持て囃はやされる程度のものであろうが、実際に儀式としての神楽が残る坂上という家で、お前に与えられた名は、神楽」


    「…………？」


    「これも、もとは神楽という名前でな、お前も見たことがあろう？」


    　桜花招鬼がその掌てのひらを、仮面に。ゆっくりとそれを引き剝はがす。


    　仮面の下の顔には、見覚えがあった。わたしが、坂上に来て、それからすぐにいなくなった──その、人は。


    　昔のままの姿をした、和かず政まさの妻そのものだった。


    「坂さか上がみは嫁を二人もらう。そしてより愛する者を正せい室しつとして神の依より代しろに捧ささげ、側そく室しつに子を産ませる。愛するものを生いけ贄にえに捧げることで、桜おう花か招しよう鬼き──神を操あやつれる。まぁ、人の域を超越する代だい償しようとしては当然だが」


    　和政の妻──桜花招鬼は、心無い目で、わたしをただ、睥へい睨げいする。


    　あまりの光景に絶句して、寒さむ気けすらも覚える。それを告げる和政の顔は、至って平静で。


    「血を薄めぬよう、一族の娘から嫁が出る。お前は──そうだな、俺おれに男子でもいれば、それにあてがわれることになったのだろうが、まぁともかく、名の由来は、理解できたか？」


    「……そんな、こと」


    　その考えは狂気に肩まで浸つかっている。少なくとも、尋じん常じようのものではない。


    　しかし、和政の表情は、普段のそれと変わりなかった。


    「それこそが、人の性さが。感情あればこその人。そして、その深しん奥おうの狂気を操りにて表現するのが、我ら人形遣い。そういうものだと俺はお前の敬愛する親おや父じ殿に教わった。そしてその言葉のとおり、お前もその道具として、実によい名を与えてもらっただろう？」


    　思わず、足が後ろに下がる。無意識に、勝手に、知らぬ間まに、その、言葉に対して。


    「実に恐ろしきは、人の業よな。好こう々こう爺やの顔をして、親父殿は平気な顔でお前を生贄に捧げる腹積もりであったわけよ。一つ、教えておいてやろうか、神楽かぐら」


    　少し笑うと、和政は続ける。


    「無む償しようの善意など、この世のどこにも存在はせぬ────もちろん、お前の祖父にも、そこな野の良らにもだ」


    　和政の言葉に、佐さ伯えきに押さえつけられていた鈴すず音ねが、びくりと肩を震わせる。それから、わたしと一瞬視線が合って、それはすぐに、逸そらされる。


    「人は実に経済的な生き物だ。そのあらゆる行動の根本は、利益という言葉に集約される。それが肉体的、精神的な違いこそあれ。くく、しかし爺じじいも耄もう碌ろくしたか。最後の最後はまさに孫娘を心配する祖父の姿であったが。まぁ、それも、罪つみ滅ほろぼしの自分可愛さか」


    　考えるよりも早く指先は踊り、マスケットの兎うさぎを展開して弾丸を撃ち放つ。これをこともなげに、桜花招鬼を盾たてに使って受け止めると、和政は笑った。


    「おいおい、人の妻だとわかっても、本当に容よう赦しやがないなお前は」


    「……そういうあなたこそ、己おのが妻を盾にして、よく笑えるものですね」


    「俺が人形繰くりであるからだよ。お前には、いとも容易たやすく理解できるはずだがな」


    　何かを[image: ]あざ笑わらうような目をして和政は言う。しかし、そこに映るのは、わたしではなく、それに気がついて、少しだけ眉まゆを顰しかめる。


    　違和感を覚えたのは、これで何度目か。和政の様子が、いつもとはどうも、違う。


    「坂上は、遠く昔に人形繰りとしての深奥を極め、そしてそれを継承する。だからこそ、我らは討とう魔ま六家に名を連ねることが許されるのだよ。親おや父じ殿も、その前も、そして俺おれもお前も例外ではない」


    　静かな、よく通る声は、ホールに響き耳じ朶だを打つ。いつもの和かず政まさの声ではないような、そんな違和感を伴ともなって。


    「我を操あやつり、我に操られ、人でありながら人を捨て、そうすればこその人形遣いよ。我らは皆、人を捨て、狂気と言う名の務めに生きているのだ」


    「わたし、は」


    「おっと、お前をそこに入れるのは失礼か。世の中が花畑に見えてきたのだろう？　実に実に人として、真っ当ではないか神楽かぐら。俺はそれを愉快にも思うし────」


    　──失望もするな、と続けて笑う。しかし、その目は少しも笑わずに。


    「風車は風に回ればこそ、風鈴は風に音ね色いろを奏かなでてこそ、すべてのものは役を担にない、全まつとうしてこそ花がある。そうは思わぬか、神楽よ」


    　その様子を見てなぜだか、頭の中に浮かんだのは、寂しげに笑う師せん匠せいの姿。


    　ちょうど今け朝さ見た、夢の中の師匠の。


    



    『自分を愛して、自分の幸せを考えて、自分の思うままに生きてみてはくれまいか』


    『……自分の、思うまま』


    『そうだ、神楽。わしの願いは、自分が人形だと言うお前に、人としての幸せを見つけてもらうことなのだよ』


    『人としての、幸せ……？』


    『いろいろなことがあるだろう、それでもくじけず、お前には生きてもらいたい。いろいろなものを見て、いろいろな人と出会って、そしてできれば愛する者を見つけ…………神楽、僅わずかな人生で、すべてを否定するのではなく、お前にはいろいろな幸せを見つけてほしいのだ』


    



    「……わたしは、出来損ないですか？」


    「然しかり然り、よくわかっているじゃあないか。これだけ言葉を尽くして、理解されねばどうしようかと思うてな」


    



    『……それが、師匠の願うこと、なのですか？』


    『そうだ、わしは……形あるものに囚とらわれて、いろいろなことを間違え、いろいろな、本当に大切なものを捨ててきたのだよ。遠い昔から今に至るまで、たくさん、たくさんな。だからお前には、そうでない人生を歩んでほしいのだ。決められた何かではなく、自分で選択し、決断する生き方を』


    『ですが……わたしは、今以外の生き方を知りません。きっと、間違ってしまいます』


    『それでいいんだよ、神楽かぐら。幸せを追い求めて、そうした道に、間違いはないとわしは思う。これからは夢を見て、幸福を求めて生きなさい。何かに縛られる必要なんてない────』


    　──お前は出来損ないなんかじゃなく、代わりのいないたった一人の人間なのだから。


    



    　師せん匠せいは確かにそう告げて、わたしはその言葉を胸に、生きてきた。この現状を、師匠はなんと取るのだろう。師匠はどうして、わたしにそんな言葉を告げたのだろう。


    　考えている間に、和かず政まさが続ける。薄っぺらい、張りぼてのような笑みを浮かべたまま。


    　それはまるで、鏡に映った、いつものわたしの笑みのようで。


    「しかし、とはいえお前ともそれなりの縁だ。チャンスの一つはやらねば、主人の器うつわが知れるというもの。今すぐ、この野の良ら犬いぬを始末すれば────」


    　不思議な気分だった。すっと、靄もやが晴れるように、何かがふと、体から消える。


    「────できません」


    　断ち切るようにそう告げる。そうして、和政の笑みがそこで消えた。


    　そんなことは、考えるだけ無駄なのだ。人の心は、誰にも理解できはしない。


    　言葉や仕草を解して得た情報から、推おし量はかる程度が関の山。


    「……本当に、花畑が見えておるのだな」


    「……お花畑を夢見ることが、人間なのだと教わりました」


    　鈴すず音ねを見る。鈴音もまたわたしを見た。笑いかけると鈴音が驚いたように目を見開く。


    　相手の気持ちも考えも、想像することしかできはしない。だから物事は都合よく解釈するべきなのだと、鈴音は笑いながら言ったのだ。


    「今さら現実逃とう避ひとは、なんとも見苦しい話であるが」


    　わたしはそれを馬ば鹿かだと言って、


    「わたしのことは、誰より知ってるつもりです。自分が、口先ばかりで主体性の欠片かけらもなく、性格のとんでもなくねじ曲がった性しよう悪わるであることだとか、そんなことは全部、全部」


    　しかしそんな言葉に、本当は、どうしようもないくらいの人間らしさを見た気がして。


    　自分が酷ひどく、嫌になったのだ。


    「あなたのおっしゃるとおり、わたしは人と言うよりは人形のようで、生物と言うよりは無機物の道具と言ったほうが正しい出来なのでしょう。不満を覚えても、ほかの生き方なんて考えつかず、ただ言われるままに望まれることだけをして。ええ、そうです、そのとおりですとも」


    「そうして今度は、耄もう碌ろくした親おや父じ殿の罪つみ滅ほろぼしの道具となるか、めでたい奴やつだな」


    「おめでたくて結構。なんと言われようが、わたしは師匠を愛していましたし、そう思うだけの時間を、師匠と共に過ごしてきました。伯お父じ様の言うとおり、師匠のそれは打算で、もしかしたらわたしを利用するために、わたしに優しくしてくれたのかもしれません」


    　挑いどむように、和政の目を睨にらみつける。


    　息を吸って、吐いて。それだけで不安が薄れる。心は、常に戻っていた。


    「……でも、それが何だと言うのです。だからと言って、師せん匠せいがしてくれたたくさんのことが、消えてなくなるわけではないでしょう？」


    「くく、そうだが……しかし」


    　火をつけた煙草タバコを吸いもせず、咥くわえたままに灰を落として、和かず政まさが笑う。


    「お前が道どう化けなことには変わりなかろうに。よくもまぁ、胸を張って言えるものだな？」


    「仕方ありません、伯お父じ様によると、出来損ないだそうですから」


    　軽く笑みを浮かべて、息を吐く。魔力の枯こ渇かつが頭痛を訴え、立ちくらみに体が揺ゆれた。


    　桜おう花か招しよう鬼きは恐らく、不死身に近い性質を持つ機か巧ら人く形り。最低条件として、これを磔はりつけにするための魔力が足りない。負けるだろう、少なくともこのままでは勝ち目はほぼない。


    　それがわかっているのに、だけど心は愉快なままで、それを不思議に思えば笑みはあふれる。


    　実に、おかしな話だ。死ぬも、生きるも、今となってはどうなってもよいと思えるのだ。わたしの頭がおかしくなったのか、それとも、別な要因か。二つ合わせた結果というのも、結論としては悪くない。


    　ともかく、ただ、気分がよかった。


    「……伯父様に感謝しないといけませんね」


    「……何？」


    「今、初めて、何だか生きているような気がするのです。それは今まで感じたことのなかったものですから」


    　シロを胸から降ろして、少しだけ、目を閉じる。


    「わたしは、鈴すず音ねと一緒にいたいと思いました。本心で、きっと心の底からそう思ったのだと思います。掟おきても規則も、ルールも道理も関係ありません。ただ、わたしがそうしたいから、鈴音を助けて、逃げ出すことを選びます」


    「……通るとでも？」


    「……通らないでしょうね。ふふ、でも通らずとも構いません。大事なのは、これはほかの誰でもない、わたしの選択であるというだけで」


    　師匠も、きっとそうすることを望んでいるのではないだろうか。


    　シロと目が合い、笑って、和政を見み据すえる。


    「生まれて初めて、わたしが、わたしの責任で、選んで決めたことなのです。それを思えば、結果なんて取るに足らない些さ事じでしょう？」


    　和政は僅わずかに目を見開いて、それから深くため息をついた。


    「……なるほど、なるほど。そこまで阿あ呆ほうになってしまえば、取り返しもつくまい。過程を重視し、結果を考えぬ。そのお前の考えは、もはや弱者のそれだ、人形繰くりですらない」


    「構いません。よくよく考えれば、全部が全部、馬ば鹿か馬鹿しいものなのですよ。わたしたちの結果というのは究極、死ぬことなのです。結果なんて出さずとも、とうに見えているもの。それでも、価値のある過程を目指して、生きるというのが人間ではないのでしょうか？」


    　何やら笑いが込み上げて、肩を震わす。


    　ああそうだ、実に、しっくりと来る。生きることに、意味などない。最終的には死で終わる、その過程を人生だというのだから。


    　けれど、逃のがれられない結果を知っていても、それをわかっていても、その過程に意味を見み出いだして、よりよい結果を迎えようと考えればこそ、人はきっと、思い悩むのだ。


    「……屁へ理り屈くつだな。堕だ落らくした考えだ」


    「ふふ、心に響く言葉というのは、つい素直になれずそう言ってしまうものです。深く嚙かみ締めて、心の片かた隅すみに置いておくといいでしょう」


    「……相も変わらず、クソ生意気で忌いま忌ましいガキだな」


    　煙草タバコを放り捨てると、腕を振るう。桜おう花か招しよう鬼きがゆらり、歩みを進める。


    「まぁ、しかし、これでしまいだ。最後にずいぶんな夢を見られて嬉うれしかろう。情けだ、そのまま親おや父じ殿のところまで送ってやる、感謝するといい」


    「そうですね、見逃してくださってもよろしいものだと思いますが」


    「そんな義理はないな。今となっては、お前は坂さか上がみの生ける恥よ。生かしておくには具合が悪い。動かなければ、そのまま一息に首を刎はねてやる」


    「そうですね、あがくだけ無駄でしょう。ただ、お願いを一つ、よろしいですか？」


    「何だ？」


    「わたしを殺したら、鈴すず音ねをそのまま、逃がしてやってはくれませんか？　可愛い姪めいの今こん生じようの頼みということで。あなたにとっては、取るに足らない小物でしょう？」


    「さて、そうしてやる義理もないが、まぁ、いいだろう。捨て置いてやる」


    「……ありがとうございます、これで心置きなく──」


    「ああ、死ぬといい」


    　ゆっくりと一歩、また一歩。機か巧ら人く形り、先代神楽かぐらが歩みを進め、こちらに近づく。


    　三歩、二歩、一歩。


    　刃やいばの間合いに入った瞬間に、念ねん糸しを起こし、体は大きく前傾に。


    　全力を持って加速する。


    　和かず政まさは油断している。それだけがわたしの優位といえる。斬きられる寸前で糸を絡め、隙すきを突いて和政を狙ねらう。ここに来てはそれしかなかった。そうするための魔力が足るか足らぬかもわからないが、一か八ばちかの[image: ]かけと言うのも、時には悪いものではない。


    　ここで死ぬのであれば、その程度の命だったと、そういう話なだけである。この状況を切り抜けられぬのであれば、この先だって生きられまい。それを考えれば、これも一つの運試し。


    　魔力を落ち着かせる。さざなみ一つない水面のように、精せい緻ちに、安定させて揺ゆらぎを殺す。


    　チャンスは一瞬、一度きり。


    　勝利の女神は、胸むな倉ぐらを摑つかむくらいでなければいつだって、勝利をわたしにもたらさない。


    「っ──!?」


    「阿あ呆ほうが、読めんとでも思うたか？」


    　目の前には既に、桜おう花か招しよう鬼きの姿は見当たらない。


    　気配は、後ろ。しかし既に、動いた体も、指先一つも間に合わない。


    　──これで、終わりか。


    　なんと間抜けな最さい期ごだろう。そう思って、目を閉じたその瞬間、


    「え？」


    　体を抱かれる感触に、目を見開く。


    



    「二人で勝手に、話を進めないでよ。私を一人置いてけぼりで」


    「……鈴すず音ね」


    　視界に映るのは、階段上の中二階。先ほどいた場所では、刃やいばを振るったままの状態で、桜花招鬼が静止している。


    　鈴音の、空間転移。現状を理解して、目を見開いた。


    「……おいクソガキ、話が違うぞ。小物にしてはずいぶんな魔術じゃねぇか」


    「小物にだって、得意の一つはあるもんだよ。二人して小物呼ばわりするから、ちょっといいところを見せたかったわけなんだけれど」


    　和かず政まさが、下からこちらを見上げて告げると、鈴音は得意げに笑い返した。


    「……チッ、佐さ伯えき、しっかり押さえてやがれ」


    「私もまさか、あんな魔術を修めているようには思えなかったもので」


    　佐伯が両手を上げて笑いながら頭を振ると、和政が舌打ちをして頭を搔かいた。


    　佐伯の声に、真剣な色はない。少しだけ、彼の視線がこちらを向いた。


    　その目で、何かを告げるように。


    　しかし、考える前に、ぽたぽたと垂れる水音に、鈴音のほうを振り返った。


    



    「鈴音、血が……」


    　左手は大きく裂けて、血が伝い、滴したたり落ちる。わたしを抱く瞬間にその刃を受けたのだろう。


    「……ん、ああ、見た目だけだよ、大丈夫。これはこれで、都合がいいし」


    「……都合が、いい？」


    「うん、そう」


    　くすくすと、肩を揺ゆらして、鈴音が笑ったままわたしの顔を覗のぞき込んだ。少しだけ、目が泳いで、それでもなんとか、わたしも彼女に視線を合わす。


    「……ずいぶんと、神楽かぐらちゃんが嬉うれしいことを言ってくれるから、私はちょっと感動しちゃって、ふふ、神楽ちゃんは、凄すごく馬ば鹿かだね」


    「……馬鹿が感う染つったのですよ、風邪みたいなものです」


    「えへへ、何やら言い方は悪いのに嬉しい感じだ」


    「ド変態。本当、馬鹿ですね、あなたは」


    　はぁ、とため息をついて、そのまま続ける。


    「……、けれど、そんなだから、わたしはあなたに、惹ひかれたのかもしれませんね」


    「…………」


    「ずっと、愉快じゃなかったのです。いつもいつも、何のために生きているのかわからず、疲れて、休んで、の繰り返し。不愉快と言うほどでもないですけど、ただ、だんだんと、嫌になってしまって、何をしているのかも、わからなくなって」


    　でも、それでも、今を続けるしか、わたしにはなくて。


    　ほかに望むことも、選ぶ勇気もなかったから。


    「その点、あなたと過ごした、このしばらくは、ずいぶんと刺激的なものでした。あなたは馬鹿で間抜けで不愉快で、すごく頭の変な人でしたけど」


    「……、黙って聞いてれば本当に酷ひどい言い草だよね」


    「ふふ、だって本当のことですから。でも、だからでしょうね、それはそれで、今となっては楽しかったことのように思えるんです。これが終わってしまうのは、寂しいだとか、少し思ってしまうくらいには」


    「……光栄の極みだ」


    「でしょう？　感謝してください」


    「…………、うん」


    　鈴すず音ねが頷うなずくと、その様子にわたしは少し、噴き出した。


    　何やら本気で感動しているらしい、泣き笑いのような鈴音の顔が、おかしくて。


    「笑わないでよ、ちょっと本気で、感動しているところなんだから」


    「間抜けな顔を笑うのは当然でしょう？　わたしはつい今さっき、笑いたいときに笑って、怒りたいときに怒って、そんなふうに自分勝手を貫つらぬくことに決めたところですから」


    「……普段とあんまり変わらない気がするんだけど、まぁ、いいけどさ」


    　そう笑うと目を細めて、少し真剣な声こわ色いろで、鈴音は続ける。


    「私は、妖よう魔まだよ？」


    「構いません、わたしは博愛主義者ですからね」


    「いろんな人に襲おそわれちゃったり、するかもしれない。私のせいで」


    「わたしは天才で超強いのです。問題ありませんね。それに、どうにもならなくなったそのときは、鈴音を差し出すことにいたしましょう」


    「何それ、酷ひどい。今だって凄すごいピンチのくせに」


    「どうにかする手段があるのでしょう？　まさか、わたしとお喋しやべりするためだけにこんな冒険をするとは思えませんし」


    　くすくすと肩を震わせて、それから、いまだ血の滴したたる左手を、わたしの前に持ってくる。


    「……魔力が、足りないんだよね？」


    「舐なめろと？」


    「うん」


    「……本当、ドが付く変態ですね」


    「今から神楽かぐらちゃんがすることを思えば、別になんと言われても」


    「……本当、不愉快な人です」


    　告げて、そのまま、血の滴る指先に舌を[image: ]はわせる。少し、甘いような、自分のそれとはどこか違う、不思議な味。異常な行為への嫌悪感は、あまりなかった。


    　くだらない戯ざれ言ごとを言ってはいるけれど、それほど余裕があるわけではない。鈴すず音ねの顔は青ざめていて、流れ出す血の量に反比例するように、その存在が薄れていく。


    　もとより、消えかけていた体を、わたしの魔力で補おぎなっただけ。その体の血に蓄積された魔力も、それほど大した量でもない。


    　一回りする分の魔力が、わたしの体に戻ったところで、一つ頷うなずき鈴音を見る。


    　血に強く関係する妖よう魔まが、血を操あやつれぬ道理もない。


    　応じるように、鈴音はあふれる血を止めて、小さく、熱のこもった息を吐いた。


    「何やら、本当に嬉うれしそうなのが嫌なんですが。この変態」


    「……酷い。いや、確かに、神楽ちゃんのような綺き麗れいで可愛い子が舌を[image: ]わせている光景というのは、ビジュアル的にとても淫いん靡びでよろしいなぁ、だとか思いはしたのは事実だけれど」


    「……、真性の変態ですね、あなた。あとで、じっくりお話ししないといけません」


    「……ふふ、そうだね、期待して待ってるよ。行ってらっしゃい」


    　そのまま下に降りるべく、手すりに手を掛けたところで、ふと、妙案を思いつく。手すりに掛けた手をそのまま戻して、鈴音の耳元に顔を寄せると、わたしは囁ささやく。


    　このまま挑いどんだとて、さして結果も変わるまい。結果こそすべてであるというのは、和かず政まさの言げんである。それを思えば、よりよい結果を出すための方策を、選べる限りは選ぶべきで。


    「……そんなまた、悪あく辣らつな」


    「そうしないのは堕だ落らくであるとは、あの人の言葉ですからね、構いませんでしょう？」


    　そして、その相手が、納得ずみならなおさらだろう。


    「小が大に勝つというのは、もとより卑ひ怯きようでなくてはありえない結果なのです。わたしからすれば、最初から強い伯お父じ様のほうがずいぶん卑怯に見えますし」


    「まぁ、考えはわからなくもないけど、どうなのかな、人として」


    「ふふ、わたしは人である前に聖人ですからね。そんな次元は超越しました」


    「……、好きだね、そのセリフ。まぁ、行ってらっしゃい」


    「はい、行ってきます」　


    



    　そのまま手すりを越えて飛び降りると、退屈そうに欠伸あくびをした、和かず政まさと目が合う。


    「……終わったか？　ずいぶんと待たせられたが」


    「おかげさまで。さすが伯お父じ様、わたしたちの会話中に割り込むなどという無ぶ粋すいなことはなされず、実に素晴らしい限りです」


    「面倒だっただけだ。それに、結果としては変わるまい？」


    「いえ、いえ、これでわたしに勝つ目が見えたと考えれば、大きく違いますね」


    「お前の魔力が回復しようがどうしようが、俺おれにとっては微々たるものだが」


    「まぁ、伯父様にとってはそうであっても、わたしにとっては違うのですね、これが。さっきまでと同じに見えて、実は大きく状況が違うのです」


    「……阿あ呆ほうだとは思っていたが」


    　桜おう花か招しよう鬼きが言葉と同時に、僅わずかに膝ひざを落として踏み込む姿勢。対してわたしは指先を振るってくるりと回り、無数の念ねん糸しによって壁を作り上げる。


    　シロは、左斜め前方。桜花招鬼の射程の外だ。位置取りとしては悪くない。


    「まぁ、いい。好きにやってみるといいだろう」


    「はい、もちろん喜んで」


    　返答はなく、代わりに返ったのは、恐ろしいまでに鋭するどい斬ざん撃げき。直線的な最短軌き道どう。初しよ太た刀ちにて糸の壁を切り裂くと、刃やいばを返した続く弐にの太刀。わたしの胴を薙なぐべく振るわれるそれを、僅かに体を反らして避ける。


    　踏み込みは、どうにも浅い。致命傷にはなりえるが、しかし、避けようと思えば避けられる程度のもの。やはりそうなのだ、と頷うなずいて、それから思考を、攻め手に回す。


    　それでも、桜花招鬼は早く、速いのだ。戦闘において、絶対的な先を取れるというアドバンテージはその他すべてを凌りよう駕がするほどに絶大である。こと、先の取り合いにおいてわたしが桜花招鬼を上回ることはありえない。


    　ならばあとの先、先の先。展開していたマスケットでその右手を弾はじく。いかに無敵の人形とはいえど、仮かり初そめとはいえ肉があり、物理法則の中に生きるもの。わたしの攻撃によるダメージはないが、桜花招鬼の斬線はぶれ、わたしは弐の太刀の回避に成功する。


    　そして次に、即座に傷を修復しての参さんの太刀。それが振るわれる寸前に、刃圏のさらに内側に入り込み、そのままの運動を利用し押し倒す。


    　そうして頭を摑つかんで、念糸による物理干渉。


    　和政が妻という生いけ贄にえを捧ささげた桜花招鬼。同じ五本の念糸とはいえ、魔力量やその意思で、対象への支配力は大きく変わる。力比べでは分ぶが悪い、しかしそれも織り込み済み。


    　刀の柄を狙ねらって、魔力弾で弾いて飛ばすと、そのまま跳んで和かず政まさの下へ。指先を振るって桜おう花か招しよう鬼きをわたしに追わせるも、わたしの干渉を受け続ける桜花招鬼に先ほどまでのような素早い動きができるわけもない。桜花招鬼は足をもつれさせ転倒する。


    　機能を奪えはしない。しかし、動きを封じるだけならば、これだけで十分に過ぎた。


    　同時に後方で、マスケットの清掃を終えた兎うさぎが魔力を装そう塡てん、再度魔弾を押し込め次弾の発射準備を整えたことを確認する。


    　距離は五メートル。これが、現状では必殺必ひつ中ちゆうの間合いと言える。


    「シロ！」


    　言葉と同時、シロが右手を振るう。そしてそれに応じるように、スカートの下から三体の大おお鉈なた兎が躍おどり出る。後方からマスケットによる援えん護ご射しや撃げきを合わせて動きを牽けん制せい。弾丸は和政の動きを遮り、大鉈の兎の一体が、和政自身の体を操あやつる左手に切せつ創そうを与える。


    　念ねん糸しは非常に繊せん細さいな魔術だ。それを操るときには全神経を指先に傾けなくてはならぬほどに。


    　ほんの一瞬、それによって力を失い体を傾かしげた和政はしかし、右手の桜花招鬼に伝わる念糸を切り、自身の体の操作に当てる。残りの二体の大鉈兎は、強烈なキックによって霧む散さんし、和政の腕に切創をつけた一体も拳けん銃じゆうによって四し散さん。


    　しかし、それは今回に限っては、致命的な隙すきだと言えた。


    　残りはおよそ、三メートル。


    　目前に見えてしかし、和政が桜花招鬼に念糸を繫つなぎ直して、わたしを両断するには十分過ぎる距離である。恐らく和政もそう考えているのだろうし、だからこそ、顔に焦あせりの色はない。


    　勝てない材料がそろってしまえば、どうあがいたって勝てやしない。


    　それが道理で、当たり前の話である。


    「鈴すず音ねっ！」


    　ならば、その前提を覆くつがえしてやればいい。思いもよらぬ、卑ひ怯きようで卑ひ劣れつな手段をもって。


    　鈴音の空間転移にて、瞬間的に、桜花招鬼と鈴音の居場所が入れ替わった。


    　和政はその光景に目を見開く。正々堂々、一対一。その前提で戦闘を行おこなっていた和政はその状況の変化は想定外。


    　当然、桜花招鬼に伸ばされていた和政の念糸は空くうを切り、そして。


    　──わたしの勝利を、阻はばむ障害物はいなくなる。


    「この、クソガキ──ッ！」


    　和政が叫び、拳銃を取り出す。しかし、それよりわたしが早い。


    　発射とともに駆かけ、加速を続けたわたしは、そのまま肩を入れ、和政を弾はじき飛ばす。


    　いかに小柄で軽いとはいえ、慣かん性せいを伴ともなった体当たりを容易たやすく受け止めることなどできはしない。和政はそのまま体勢を崩し、わたしもまた、体勢を崩したままに和政の上に飛び乗る。


    　両膝ひざで腕の付け根を押さえ込むとすかさず、袖そでから出したマスケットの兎うさぎにて、その額ひたいに狙ねらいをつけて、頰ほおを吊つり上げる。


    「チェックメイトです、伯お父じ様」


    「……何がチェックメイトだ」


    「なんとでも言うがいいですよ。どうあれ勝ったのはわたしで、負けたのは伯父様です。結果を重視すべきだと言ったのは伯父様でしょうに」


    「……言うことがコロコロと変わる。さっきまでその逆のことを言ってたのはお前じゃなかったのか？」


    「伯父様の言葉に感化されてしまいまして。いやはや、素直なのは美徳ですね」


    「……本当、憎たらしいガキだな、お前は」


    「どうぞ、ご自由に、負け犬の遠とお吠ぼえと言うやつですね」


    　そう笑うと、兎を引っ込め腕を下ろした。


    　それからわたしは立ち上がり、ワンピースについた埃ほこりを払う。


    「……それとも、馬ば鹿か正直にあなたに向かえば、満足でしたか？」


    「…………」


    「やはり、そういうことなのですね」


    　今日きようの彼は、どこか様子がおかしかった。わざとわたしを怒らせるようなことを言って、今まで少しも教えなかった、坂さか上がみの事情まで話し出して。


    　それがどういう理由によるものか、都合よく想像すれば、そこには一貫したものがある。


    「……何を勝手に納得している？」


    「……いろいろなことを。今日に限って、どうしてわたしを引き止めるようなことを言われるのだろう、だとか。いつもは、早く坂上から出ていけなどと、口うるさくおっしゃるのに」


    　わたしを心配しているのではないかとか、そんな月並みで、くだらない想像だけれど。


    　刃やいばは、判断を誤れば確かに、即座にわたしの命を落とせる殺意はあった。しかし、本当の意味での必殺の太た刀ちは、わたしに一度も振るわれていない。だから避けようと思えば避けられて、そのぶん、わたしは踏み込めた。


    　手を抜かれているのだということに、気づいたのはついさっきのことだ。


    　本当にわたしを殺す気であるのならば、鈴すず音ねはきっと生きてはいない。わたしを殺すための一撃にしては、やはり、どうにも浅すぎたのだ。


    　すべてがすべて、致命傷には至らない。それにどう対処するのかと、それはまるで、わたしを試すような闘い方で。鈴音の行動を許した佐さ伯えきの反応も、たぶんそういうことなのだろう。あの視線は、きっと、そういう意図のものだったのだ。


    「……師せん匠せいに、自分を愛することよりはじめ、人としての幸せを見つけなさい、と言われました。けれどそれが、どんなものかわかりませんでしたし、考えたこともなかったものですから、それでずっと、師せん匠せいの後ろを追っかけて。だってそうすることが、わたしの幸せなのではないか、とか思ってましたから」


    　一瞬目を閉じて、シロを呼び寄せると、抱きしめる。それからゆっくり息を吐いて、わたしは、言葉を続けた。


    「働けど、働けど、されど暮らしは楽にならず、さらにそこには悦もなく。そう思っても、わたしはほかの生き方なんて知りませんから、ただ自じ堕だ落らくに。そんな折に、今回のことが重なって」


    「間の抜けた話だ」


    「……そうですね、本当にそう思いました。ですが、今はそれでよかっただなんて、そんなことを思っているんです、わたしは」


    　それがなければ彼女と出会うことだってなかったのだから。


    「鈴すず音ねと出会って、せいぜいひと月。だというのに、いなくなったらこの結果です。自分でも驚いてしまうくらいの間抜けをしでかして、ふふ、仕事一筋で生きてきたわたしがです。すごいお話だと思いませんか？」


    「……たかだか数年で仕事一筋など、いったいどの口がほざくのか。まぁいい、しかし、相当ちょろい女だな、お前は。優しくしてくれれば誰でもいいのか？」


    「……なんとでも言うがいいですよ。自分でも少し、そう思ってしまうくらいです」


    　ため息を一つつくと、少し睨にらんでそう告げる。


    「一緒にいると、なんだか、心地がよかったのです。何でだとか、そんな明確な理由もないのですけれど、ともかく、もしかしたら、そういうのが、幸せだったりするのかなとか少しだけ思ってみたり、したわけで」


    「妖よう魔まをか？」


    「はい。わたしは、博愛主義者ですから」


    「初耳だなそれは。いつなったんだ、そんなものに」


    「ふふ、今さっき、そうなりました。いけませんか？」


    　和かず政まさは、初めて見るような、少し啞あ然ぜんとしたような表情を浮かべて、それから笑う。


    　今度の声は、本当に愉快そうな、心から響いてくるような、そんな声。


    「くっくっ、いやはやなかなか。屁へ理り屈くつだけはうまいと思っていたが、ついにくだらん冗句も言えるようになったわけだ。親おや父じ殿も草葉の陰で喜んでいるだろうよ」


    「余計なお世話です、本当に」


    　そう言って、それから、少しだけ間まを空けて、続ける。


    「……師匠、なのですか？　だから、あなたは──」


    「馬ば鹿かな勘ぐりは、男でもできてからするんだな、ガキ。なかなか、不愉快極まる類たぐいの話だ」


    「言葉は自分にとって、都合よく解釈するものだと、鈴音に教えてもらいました」


    「くだらんガキにはくだらん連れか。類は友を呼ぶとはそのとおりだな」


    「……そうなのかもしれません、わたしも、毒されてしまいました。もとからそうだったのかどうかは、わかりませんけれど」


    　けれど不思議と、それは朝の寝ね床どこのように心地がよくて────


    「……ただ、師せん匠せいが望んでいたのはこういうことではないのだろうか、だとか、考えてみたりするわけで」


    「……くだらん話だ」


    「……そうでしょうか？」


    　首を傾かしげて、そう笑う。


    「……どうあれ、俺おれも落ちぶれたものだな。よもや、お前如ごときに負けるなどと」


    「勝つつもりだってなかったわけでしょう？　仕方がないことと思いますが。それにわたし、騙だまし討うちまでしたわけですし」


    「阿あ呆ほうが。負けてやる気があったわけじゃあない。どうにかして逃げ出すのであれば、それでよし、そうは思っていたが」


    　結果を見ればこの間抜けよ、そう笑いながら、胸元を探る。


    「敗者は敗者──予想外の手で負けたのだ。所しよ[image: ]せん俺が二流だったという話。自分の妻を生いけ贄にえに捧ささげてなお、とは思いたくなかったが」


    「……愛して、いたのですか？」


    「当然だろう？　でなければ、そこには形けい骸がい化した様式が残るのみだ。俺も親おや父じ殿もその前も、坂さか上がみの人形繰くりとして、その務めを全まつとうした、いや、俺は、違うか」


    　──でなければ、こうして地に伏す理由もないだろう。


    　笑って言うと、深海のように黒く濁にごった、その瞳ひとみをわたしに向ける。


    　坂上の人形繰りを体現してみせた和かず政まさの姿は、少しも幸せに見えなくて。


    「よく、あのクソガキがここまで育ったものだ。いや、クソガキなのは変わってはいないか。しかし、お前にこうして見下ろされることなど、生涯ないとは思っていた」


    　そしてそれは、まるでわたしに、こうなるなと警告しているかのようで。


    「だが、やはり……お前は、坂上には向かんな。どこへなりと行くがいい。どうせ、俺を最後に絶える家系よ。……それに、人になろうとするものが人を捨てる修しゆ羅らの道にいて、幸福であるはずがなかろう」


    　それはわたしに対するどんな言葉よりも、重く感じた。


    「……あなたも、人を捨てたのだと？」


    「でなければ、神楽あいつを生贄に捧げることなどありはしまいよ。お前の母、鏡きよう花かのように坂上から逃げ出すのが、人としての正せい道どうだろう？　俺も親父殿も、人をとうに捨てている」


    　僅わずかしか知らない、母のこと。


    　いつもとは違って、和かず政まさの言葉にはどこか、親愛の情が満ちている気がした。


    「鏡きよう花かは、神楽あいつを実の姉のように慕したっていてな。あいつを生いけ贄にえに捧ささげることに誰より反対し、そしてそれが叶かなわないと知ると、出ていった。馬ば鹿かな娘だ、いや、ともすれば、真に愚おろかであるのは、俺たちなのだろうが」


    「それで、母は……」


    「まぁそれで最後には、坂さか上がみに泣きつくのだから、あいつも馬鹿なことには変わりないが。親おや父じ殿がお前のところに来たのは、鏡花が親父殿に金を無む心しんしたからよ。そこで初めてお前の存在を知ったわけだ。お前にとってはあのとき死んでいたほうが、幸せな気もしたが」


    「……わたしは今、幸せですよ」


    「何？」


    「伯お父じ様のそんなに優しそうな顔、初めて見ました。ふふ、人生何があるか、わかりません。師せん匠せいの、お爺じい様の言ったとおりです」


    　言葉は無意識に、だけれども、自然に本音を吐き出した。驚いたような和政の顔が実に面白く見えて、儲もうけたものだと笑みを濃くする。


    「……馬鹿を抜かすな」


    「わたしは今までずっと、目を閉じて、耳を塞ふさいでいた。だからきっと、いろいろなものを見落としてきたのでしょう。冷れい血けつ漢かんだと思っていた伯父様が、実はこんなに表情が多彩な人だとは気づきませんでした」


    　わたしは、いろいろなことから目を逸そらしてきた。見えないと諦あきらめて、雑音だと聞こえないふりをして、そうして見落としてきたものが、果たしてどれだけあったのだろうか。


    　もしかしたら、という世界が、ここにだってあったかもしれないのに。


    「人生とは、斯かくも面白いものなのですね」


    「たかが十数年で悟ったようなことを言うな、クソガキ。すぐに現実を見ることになる」


    「だけどきっと、こんな幸せなことがあったのだということは、思い出として残りますよ。そして、これからもそうであればと、そう思います」


    「好きにすればいい。へらへらするもクソ踏みつけるも、お前の人生だ、これからは」


    「……はい、好きにさせていただきます」


    　そう言って笑うと、シロを胸に抱いたまま、頭を下げる。


    「それと、その童女趣味からも、早く卒業するんだな」


    「……思えば、あなたはずっと、これには強く言いませんでした」


    「……面倒だっただけだ」


    「ふふ、そういうことにしておきます。努力はしますけれど、できるかどうか」


    　シロの頭をゆっくり撫なでると、ため息をついて、続ける。


    「この感触は、癖になってしまってますから」


    「抱く必要がないよう、抱かれる相手でも見つけるんだな。そうすればガキから卒業できる」


    　言われた言葉に僅わずかに、顔に血が上る。


    「……そういうことを平気で言わなければ、あなたは本当に尊敬できるんですが」


    「人間誰しも口にするのを憚はばかるようなことから生まれてくるんだ、問題なかろう」


    　くく、と笑い、和かず政まさは上体を起こして、自分の手のひらを見つめた。


    　どこか遠くを見るような目で。


    　それから、しばらくしてこちらを見ることなく、和政は告げる。


    「……行くがいい。お前の顔も、ずいぶん見飽きた」


    「……はい、今まで、お世話になりました」


    　それから、と続けて向き直り、もう一度だけ頭を下げて、告げる。


    「……最後の最後に、あなたを好きになれて、わたしは凄すごく、嬉うれしかったです」


    　──わたしは自分で思っているよりも、十分に幸せものでした。


    　そう続けて、わたしは笑った。


    



    　　◆


    



    『……神楽かぐら、俺おれは────』


    『いいんです、私はあなたのおかげで、十分に幸せものでした。これからはあなたの笑え顔がおを見られないと思うと、少し寂しいですけれど』


    　そう言って、笑うと、神楽は告げる。どこまでも控えめなくせに、しかし笑顔だけは純粋で、花が咲くようで。


    『……これからもずっとお傍そばにおります、和政様。だから、悲しい顔はしないでください』


    『……すまない』


    『ふふ、だからと言って目移りされては困りますよ？　私は嫉しつ妬と深いのです』


    　だから、と続けて、また神楽は笑顔を浮かべると、腰に回した手に力を込める。


    『だから、あなたには、私だけを愛し続けてもらいます。これで、最後になるように』


    『……お前を怒らせるのは、怖いな。まさか俺が、尻しりに敷かれることになろうとは』


    『あら。私が怖いから、言うことを聞いてくださるのですか？』


    『……愛する妻の頼みだからだ。これでよかろう？』


    『ええ、ふふ、私は幸せものです。私も愛しておりますよ、これまでも、これからも』


    



    　思えば、そこがきっと俺にとっての分ぶん岐き点てんだったのだろう、取り返しのつかない。


    　そして俺は選択を間違えた。


    　あの娘は、間違えなかった。


    　俺おれは人形繰くりとして生きることを選び、


    　あの娘は人として生きることを選んだ。


    　本当の意味で坂さか上がみという籠かごの鳥だったのは、あの娘ではなく、俺たちなのだろう。


    　俺も、親おや父じ殿も、その前も、籠の出口が開いていることに気づいていて、しかし、そこから飛び出すことはしなかった。その勇気もなかった。


    　だから親父殿はあの娘を──


    「くく、考えても、[image: ]せんないことか」


    　ただ、分かることは。あそこで断固として拒否する意思があったのならば、俺の隣には、今もあいつがいた。その事実だけだろう。


    「……人生とは、ままならんものだな」


    「若じやく輩はいの私に言われましても。はぁ、そうですね、以外の言葉をお望みで？」


    「お前の返答には期待しておらんさ、ただの独り言だ」


    　煙を吸い、吐き出す。美う味まいとも不ま味ずいとも思いはしないが、ただ、心が落ち着いた。佐さ伯えきに拳けん銃じゆうを手渡すと、指で自分の頭を指してみせる。もう十分に生きた。今が頃合いだろう。


    　すべてを清算するには、ちょうどいい。


    「ちゃんと一発でな」


    「……私にやれと？」


    「俺の側そつ近きんだろう、お前は。忠犬なら主人の指示には従うものだ」


    「荷が重い、どうしてまた。ようやく手のかかる愛いとしい娘御が巣立って悔くいはなしですか？」


    「殺すぞ佐伯。単に、疲れただけだ。喜べ、坂上物産の後あと釜がまにはお前を据すえるよう遺い書しよを書いてある。実に栄誉だろう」


    　はぁ、と深いため息をついて、佐伯が目め頭がしらを揉もむ。


    「私は面倒ごとが嫌いです。貴方あなたの傘かさの下で仕事をするのが性しように合っているのですよ。ここで死んでもらっては困ります。それに、遺書程度でうまく纏まとめられるものですか」


    「法的根こん拠きよにはなるだろう、あとは努力しろ。俺を傘代わりに使うとは不ふ逞ていな奴やつだ」


    「……その気ならもっと早くに殺してますよ。貴方は金を稼かせぐのがうまい。そういう人の下でコバンザメの如ごとく張り付くのが私のような人間には正せい道どうでしょう」


    「くだらん。野心のない男だな、お前は」


    「そういう私を拾ったのは貴方でしょうに」


    　そう言って佐伯は拳銃をしまうと、車くるま椅い子すを引き寄せる。仕方なく、俺は俺で椅子に座って押されるがままにした。


    「会議の予定を押して来たんです。今日きようは忙しい、戻りましょう」


    「勝手にやらしときゃいい。俺がいなくても回るよう調教ずみだ」


    「なりません。私があなたの代わりに何度小言を言われたことか。今日は出ていただきます」


    「……本当にくだらん奴やつだなお前は」


    「不ふ肖しようながら私にも、綺き麗れいな嫁と可愛い娘がいるもので。そろそろ落ち着きたいのです」


    「くだらん人生だ、俺おれも、お前も」


    「……実に。それは諦あきらめの言葉と取ってよろしいのですか？」


    「もういい。お前とのお喋しやべりも疲れた、さっさと連れていけ」


    「言われずともそうします。貴方あなた様の忠犬でございますから」


    「阿あ呆ほうを抜かせ」


    　曇どん天てんは僅わずかな青空を覗のぞかせ始め、雲の隙すき間まから日光が幾筋もの柱を生やしている。


    　本当にくだらん話だ、そう一つ笑うと、俺はそのまま目を閉じた。


    



    　　○


    



    「……鈴すず音ね」


    「何かな？」


    「……そろそろ、限界なのはわかってるんです。ずいぶん魔力を使ったでしょう？」


    　街から離れた、山の麓ふもと。青白い顔をした鈴音がゆっくり頷うなずく。


    「そうだね、ちょうど、神楽かぐらちゃんからもらった魔力も尽きてしまったし」


    　彼女に魔力を分け与えてから、ひと月以上は経過している。元々それほどゆとりがあったわけではないし、先ほども鈴音に空間転移を使わせてしまっている。


    　空間転移を容易たやすく行おこなえるとはいえ、それに消費する魔力は大きい。特に、魔力の塊かたまりとも言える桜おう花か招しよう鬼きを転移させたのだ。あまり猶予はない。今の鈴音からはほとんど、魔力を感じなかった。


    　わたしも先ほどの戦闘で魔力を使い果たした状況。


    　あと、鈴音の魔力を回復させる手段はと言えば、一つしかない。


    　だと言うのに、何も言い出さない鈴音にため息をついて、口を開いた。


    「……アゼリアから、聞きました。血を吸うのは嫌いだそうですね」


    「……うん」


    「それは、どうして？」


    　鈴音の目を見た。視線が合って、逸そらしそうになるのを堪こらえて、シロを強く抱く。


    「……昔、何にもわからないころに、ある村に拾ってもらったことがあってさ、ずいぶんよくしてもらってたんだ」


    　鈴音は少し震えながら、視線を落として、ゆっくりと告げる。


    　吸血鬼が、血を吸わない。いくら鈴音が普通とは違う吸血鬼だといっても、その頑かたくなさには不思議に思うところがあった。


    　花や動物に宿る生体マナ、それである程度、生活することはできる。しかし、人の血液に含まれる生体マナと比べれば、それは微々たるもので、あくまで代用品。そして、その代用品ではいつか消費に供給が追いつかなくなり、最終的には消滅する。


    　それわかっていて、だけど、鈴すず音ねは血を吸わない。


    「普通に働いて、お喋しやべりして暮らしてさ。ふふ、そんなことを繰り返して、楽しく生活してたりしてたんだけど、ある日、そこで、仲よかった子と口論になってさ」


    　だから、何らかのトラウマがあることくらいは、わかっていた。


    「……後になったら笑い話になるくらい、くだらないことだったの。ただ、そのときはどうしても、わたしの言うことを聞いて欲しくて。それで、無意識に──」


    　笑い話には、ならなくなってしまったんだ。そう言って、鈴音は自じ[image: ]ちようする。


    「それから、どうしてもそのことを思い出してしまって、駄目なんだ。自分が気持ち悪くて、仕方がないの。居場所が欲しいだとか、そんなことを言ってるくせに、本質的に私は、ただの妖よう魔まで、最低で────」


    　言葉を切ると、小さく鈴音は息を吐いた。


    「──弱いんだ。欲望を抑えきれないの、仮に、今、神楽かぐらちゃんの血を吸ったとして、そのうちいつか些さ細さいなことで、同じことをしちゃうんじゃないか、って思ったら……、怖いし、それに慣れてしまうのも、怖くて」


    　怯おびえるように、かすれた声で鈴音は言う。両手で自分の体を抱いて。それは、何かを拒絶しているかのように見えた。


    「……ふふ、ごめんね、なんだか、ずるいね。こんなことを言ったら、神楽ちゃんがなんて言うのか、わかって言ってる」


    　薄く涙を滲にじませて、鈴音は顔を歪ゆがめる。


    　それを見て、わたしは一つ頷うなずいて、シロを地面に降ろした。


    「構いませんよ、別に。それに、それなら話が早いですし」


    　それに、都合もいいのです。そう続け、鈴音に近づき、


    



    　その体をぎゅっと、抱きしめた。


    



    「神楽、ちゃん……？」


    　腕の中で、鈴音の体温を感じる。鈴音は驚いたからか硬直していた。いつもと逆だと小さく笑って肩を揺ゆらすと、そのままさらに、彼女を抱く手に力を込める。


    　硬直から立ち直って、わたしの顔を見ようとする鈴音を、押さえつけるように。


    　熱を感じるくらい、自分の顔が真っ赤かになっているのがわかった。深呼吸をして、早鐘を打っている心臓を落ち着ける。


    　やっぱり、鈴すず音ねは変態だ、と再認した。よくもまぁ、こんな恥ずかしいことを平気でできるものだ。理解不能の変態である。鈴音には羞しゆう恥ち心しんというものがないのである。


    「……うぅ」


    　十秒、二十秒、三十秒。何秒たったかもわからない。ただ、顔の火照りは一向におさまらないし、心臓もまだ、バクバクいっていた。この状態で待っていても、永遠にこのままのように思えてしまい、段々と限界が近づいてくる。


    　死んでしまいたいくらいである。つい先刻、この娘を抱きしめてやろうなどと少しでも考えた、自分のほっぺを思いっきりぶってやりたい。


    「鈴音」


    　いよいよ耐え切れなくなって口を開く。


    「……うん」


    　返事が聞こえて、深呼吸を何度か繰り返す。覚悟を決めるしかなかった。どちらにせよ、永遠にこのままというわけにはいかないのである。決断は、早いにこしたことはなかった。


    　少しだけ鈴音から体を離して、一瞬俯うつむき、顔を上げる。そして何やら顔を真っ赤かにした鈴音を見て、眉まゆを顰しかめる。


    　恥ずかしいのはこちらのほうだと言うのに、いつもは平気な顔をしている鈴音が、今は顔を真っ赤にしている。その事実が何やら、腹立たしい。


    「……これから先は、恥ずかしいので一度しか言いません、しっかり聞いてください」


    　ここまできたら後には退けなかった。鈴音を睨にらみつけ、告げる。


    「……わたしはもう決めました。これからのことを、自分で」


    　また深呼吸をして、それから彼女の肩に顔を押し付ける。合っていた目線が切れて、少しだけ、緊張が和らぐ。


    「わたしはずっと、人形だったのです。誰かに遣われることで居場所を得て、誰かに言われるがままのものを見て、そうしてずっと生きてきました。納得してきました」


    　そしていくらか素直に言葉が出る。


    「けれど、あなたのおかげでそんなわたしが、ようやく人間になれたような気がするのです。くだらないことが何やら、楽しかったり、嬉うれしかったりして、居心地がよくて、一緒にいたいだとか、思って」


    　──だから、わたしはこうしているのです。そう続けると彼女の体をもう一度、ぎゅうと抱いた。鈴音の体は暖かくて、柔らかかった。


    　自分がおかしくて、変で頭がどうかしてしまったのではないかと考えて、その怒りを込めるように、ただただ鈴音を抱く。全部全部、原因はこの娘にあるのだ、きっと。


    　自分が自分でないようで、早まっている心臓を落ち着けようとしても、落ち着かなくて、顔はずっと、真っ赤なままで、だけど、何だか酷ひどく、心地が良くて。


    「……あなたがなんと言おうが決めました。あなたに、わたしを捧ささげてあげます」


    　きっと彼女のせいだ。そう考えて息を吐く。


    　だからこの娘に、その責任を取ってもらわなければならない。


    「あなたが望むのであれば、身も心も、髪の毛一本血の一滴に至るまで」


    　──それがあなたの幸せなのであれば。


    「そんなの……」


    「信じられませんか？」


    　ゆっくりと、体を離して、それから彼女の両手を握る。


    　それから自分の首元へ誘い、巻きつける。ぞわぞわと、体の中を気持ち悪いものが[image: ]はい回り、昔のことを思い出して、眉まゆを顰しかめる。


    　血を吸うのが怖いのだという。わたしを、自分のものにするのが怖いのだという。


    　なら、それを許容してさえやれば何も、どこにも、問題はない。


    「……わたしの死を望むのなら、それだって、許容します。あなたがわたしを自分のものにしたいのならば、どうぞ、ご自由に。わたしは拒こばみも、恨みもしません」


    「……、どうして、そこまで？」


    　鈴すず音ねが戸惑うように言って、わたしは笑う。


    「討とう魔まを捨てて、一緒に行こうと言ったのはあなたでしょう？　わたしはあなたのせいで、全てを棒に振ったんです。経歴も、地位も、何もかも。わたしにはもう、何もありません」


    　そう、全部を捨てて、わたしが彼女を選んだのだ。


    「だから、全てを覚悟の上で言っているんです。わたしは、あなたに今までの全部を[image: ]かけました、あとは全部あなた次第になるわけですね。わたしが幸せになるも、不幸になるも」


    　そう言って、彼女の手を離す。首から、不快感が消え去って、わたしは小さく息を吐く。


    「……それは、信用しすぎだよ」


    「物事を都合よく解釈せよとは、あなたの言ったことですよ？　だから、わたしはあなたを都合よく解釈をして、信じることに決めました。それは、いけないことですか？」


    「……、いけなくは、ないけど。でも、私は、そこまで──」


    　信用されるに値あたいしない。そう言いかけたのだろう言葉を遮る。


    「……馬ば鹿かですね。いい事を教えてあげましょうか？」


    「……いい事？」


    「わたしの考えと言うやつです。……ふふ、そうですね」


    　いつぞやの、彼女の言葉を思い出し、指を立てる。


    「わたしはあなたが本当にいい人かどうかなんて知りませんし、一生わかることもないでしょう。ですが、わたしはあなたが素敵な人であってくれたら嬉うれしいですし、そうだと思うから信じるわけです、その方がわたしにとって都合がいいですし、幸せなことですから」


    　鈴すず音ねが大きく目を見開いて、それから俯うつむき、笑った。


    「……今気づいたけど、神楽かぐらちゃんは、実に馬ば鹿かだね」


    「もしかしたら馬鹿が感染うつったのかもしれません。責任は取っていただけますか？」


    　わたしがそう言うと、鈴音は目じりに涙を浮かべて頷うなずく。


    「……喜んで」


    「……よろしい。それじゃあ、どうぞ、わたし一人が血を舐なめさせられるだなんて非常に不愉快です。さっさとあなたも、ありがたくわたしの血を頂ちよう戴だいするのですね」


    「…………、神楽ちゃんって、いわゆるツンデレってやつなのかな」


    「……？　何ですか、それ？」


    「ううん、なんでもない」


    　くすくすと笑って、鈴音は目じりを拭ぬぐい、それから少し、間を空けて。


    「……ありがとう」


    　小さな声でそう告げる。


    「別に、お互い様ですから。ぎぶあんどていく、というやつです」


    「ふふ、そんな言葉くらい、素直に聞いてくれてもよさそうなのに」


    　そう言って、鈴音がゆっくり、わたしの首筋に、顔を近づけ、


    　それから優しく、口づけた。
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    　　　　　幕『始まり』


    



    『……どうしてお前と俺おれが電話しているのか、全くもって理解ができんが』


    「いえ、なんとなくお電話をしておいたほうがいいかと思いまして。ちょうど、街を出たところでしたし」


    　不愉快げに、受話器の向こうで鼻を鳴らすのが聞こえて、聞こえない程度に小さく笑う。


    『何が解決だ。お前のせいでどれだけ俺が後処理に苦労しているのか知っているか？　葛くず葉はの爺じじい一派を始末できたことはともかく、討とう魔まの本部会で俺がどれだけ嫌みを言われたと思っていやがる。自分の首でも提げて今からでも持ってこいクソガキ』


    「いつもながら、よくもまぁ実の姪めいにそうまで酷ひどい言葉が湧わいてくるものです。伯お父じ様は一度社会マナーの講習会か何かに顔を出したほうがよろしいんじゃないかと思われますが」


    『誰が姪だ、この坂さか上がみの恥はじ晒さらしめ。それで何の用だ、用件はそんなことじゃあるまい？』


    「ああ、いや──遠くへ行こうかと思っているのですが、西と東、どちらがいいか少し決めあぐねてましてね。それで、伯父様に相談を」


    『……俺を心底馬ば鹿かにしているらしいな。場所を言え、今すぐひっとらえて野の良ら犬いぬともども本部会に突き出してやる』


    「やはり討魔のいない東のほうがいいのでしょうか？」


    　返答を気にせず続けると、和かず政まさは煩わずらわしそうに舌打ちをして、答えた。


    『…………いいや、西だな。そうすれば一年と待たずお前の面つらをまた拝める』


    　この国は中部地方を境に、二つの勢力が東西を二分している。


    　西は今いる、討魔六家の勢力圏。


    　そして東は──鬼おに憑つきの家の勢力圏。


    　人でない鈴すず音ねを連れ歩くのであればやはり、討魔の勢力圏よりは、古き妖よう魔まが牛ぎゆう耳じる東の方がまだ住みやすいといえば住みやすいのだろう。坂上の家から出奔した形になるわたしも、この西にいるよりは東にいたほうが、賢明なように思えた。


    「やっぱりそうですよね、いや、聞くまでもないことであったかもしれません」


    『阿あ呆ほうが。お前は東側の怖さを知らん。大おお手でを振って歩けば三日ともたず犬の餌えさだろうよ』


    「ひっそりと、静かに生活するぶんにはいいわけですね」


    『……もういい。お前は何のために電話してきたんだ？　心底面倒になってきた、切るぞ』


    「あ、いえ、一言だけ」


    『……なんだ？』


    「ありがとうございました。あのときも、その前も、それだけ、言い忘れてましたから」


    『究極の時間の無駄遣いとは、まさに今このときのことだ。阿呆め』


    「いいえ、わたしにとっては有意義でした」


    『……ふん』


    　そこで電話は向こうから切られ、わたしは公衆電話の受話器を置いた。目をきょとんと見開きながら、呆ぼう然ぜんと鈴すず音ねがこちらを見ている。


    「伯お父じさん……だよね？」


    「ええ、別れの挨あい拶さつが必要かと思いまして」


    「ふふ、向こうは全然そんなふうじゃなかったけれど」


    「素直じゃない人なのです、たぶん」


    「……、類は友を、ってこういうときに使う言葉なんだろうね」


    「……何やら失礼な言い方ですね」


    「似たもの同士、って言うのが正しいのかもしれないけど」


    　小さく笑って、嬉うれしそうに目を閉じる。


    「初対面の印象は正反対だったけどね」


    「どうせ、酷ひどい嫌みったらしいことを言われたのでしょう？」


    「……うん、けど、それは正論で。おかげでいろいろ、考えることができたわけだ」


    　今思えば、神楽かぐらちゃんが心配だったんだろうね、と続けて笑う。


    「神楽ちゃんに悪い虫がついたから、不安になって、見にきたんだ。口では今みたいに酷いこと言うけれど、ふふ、本当に似たもの同士だ」


    「やっぱりなんだか、馬ば鹿かにされてるような」


    「いやいや、そんなことは毛ほども。それより、やっぱり東にする？」


    　隠す気もない急な話題転換に、僅わずかな不満を覚えながらも、仕方なく流して答える。


    「……それがいいでしょう。適当なところを見み繕つくろって。まぁ、何とかなるような気がします。家の心配はとりあえず、あなたの空間魔術のおかげで必要ありませんし」


    「ふふ、了解。向こうに着いたら、またお買い物に行かないとね。特に神楽ちゃんのお洋服、もう少しおめかししないと実にもったいない気がするんだ」


    「……シンプルな格好が好きなんです。楽ですし、面倒もないですし、それにこれだってそれなりに見栄えが────」


    「そういう考えが、昨さつ今こんのコンビニ前に出没する上下スウェット女子を蔓まん延えんさせてしまうのだよ！　私としては『スウェット着ててもわたしは可愛いのです』だとか言って、神楽ちゃんがそういう方向に向かってしまいそうで怖いのです」


    「……どんな心配なんですか」


    　ため息をつくと、鈴音がわたしの手を摑つかむ。


    　顔に僅かに血が上ったのを感じてしまい、そっぽを向いてもう一度ため息。


    「……、あの、手を繫つなぐの、やめません？」


    「神楽かぐらちゃんは抱きついてきたくせに」


    「あれは幻まぼろしだったと思ってください、白はく昼ちゆう夢むのようなもので────」


    　視線が温度すらを伴ともなって、わたしの後頭部をじりじりと熱する。


    　仕方なく続きの言葉を飲み込むと、仕方なく、握られた手を握り返した。


    「……本当、嫌な人ですね。どうぞ、お好きに」


    「よろしい、その答えを待っていたのです」


    　見み惚とれるくらいの綺き麗れいな笑みで、鈴すず音ねは言って、歩き出す。


    　アスファルトの上、月の下。


    　いつもは少し寂しく感じる見慣れた景色が、今日は何だか、まるで違って目に映る。


    「……鈴音、今夜は月が綺麗ですね」


    「ああ……うん？　えぇと、そうだね。非常に綺麗なお月様だ」


    　そしてそれが、わたしのこれから目にしていく世界なのだ。


    「……？」


    「……いいえ、なんでも」


    　そう、くすりと笑った。
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    　　　　　あとがき


    



    　はじめまして、賽さい目め和わ七しちです。


    　こうして本を出すことが出来たこと、また、こうして誰かの手に取って頂けたこと、そのことを本当に感謝しています。


    　今作、『人形遣い』はいかがだったでしょうか？　きっと読者の皆様それぞれに、きっと別々の感想があるのだろうと思っています。物語というものは一つだけ、ですが、その解釈は一つではないでしょう。


    　登場するキャラクターにはそれぞれの過去があって、その積み重ねが思考、性格、それから行動となって、その後の人生を作っていきます。そうして、キャラクター一人ひとりの人生が交差し、混ざり合ったり、離れたりを繰り返し、その結果として物語が生まれます。


    　全体を客観的に見るか、誰か一人に主観を置くか。


    　それだけで物語は色々な形になりますし、そういう視点の邪魔をしてしまわないためにも、ここではあえて、内容には触れないことにします。


    



    　昔は、と言えば私は元々、ネット小説を読む人間でした。


    　中学生、高校生の時分にそういうものにはまってしまい、それから、普通の小説やライトノベルを読むようになり、そうして物語の世界に入り込んでいきました。自分で物語を書いてみたりして、色々な嬉しいことや楽しいことがあって、それから今回、ガガガ賞を受賞、本を出させていただく、という形になりました。


    　何か一つ違えば、こんな形にはなっていなかったでしょう。それを考えると不思議なものです。少なくとも、五年前にはこんな未来を想像してもいませんでしたから。


    　もちろんそれなりに困難はありましたし、挫折もありましたが、そうした時には色々な人に励まされて、乗り越えることが出来ました。それを思えばこの結果は、大小あれど私に関わる全ての人に影響された結果であり、そして、そのことを本当に、感謝しています。


    



    　第七回小学館ライトノベル小説大賞の選考に携わられた皆様、このような機会を頂き本当に、ありがとうございます。右も左も分からない私に優しくして頂いた編集の江橋さん、素敵なイラストを描いてくださったマニャ子様、ならびに私を応援してくれた家族、友人、後輩、同僚、また、それ以前からの皆様も、本当に、ありがとうございます。

  



  
    賽目和七


    Washichi Saime


    



    大阪府在住のギリギリ昭和生まれ。こうして本を出せるようになったという現状については、丁度サイコロを振ったら六の目が出た、そんな感じの心境でいます。この結果に驕ることなく、これから先の数字に怯えることなく、いつまでもサイコロを振り続けていられる素敵で恰好いい大人でありたいと思います。
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